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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「なんで……、そうなるのよぉぉおお」

　フェルローレン伯はく爵しやく家の二階で、イザベラは嘆なげきの声を上げた。窓の外の小鳥は、迷めい惑わくそうに鳴き交かわしながら飛び去って行く。

　夏の終わりに居を移した私室には、冬を前にした今、家具も揃そろっていた。実用よりも品質を意識した調度の中で、ひと際きわ精せい緻ちな細工と存在感を醸かもす楕だ円えん形の姿見に、イザベラは縋すがるようにして項うな垂だれる。

「ってかベラにしちゃ、自分から『いじわる令れい嬢じよう』の新しい噂うわさ拾ってくるなんて珍めずらしいじゃん。今までそんなの、気にもしなかったのに」

　他人ひとごとで言うのは、実じつ妹まいのヴィクトリア。赤い縮れ毛が目を引く小こ柄がらなヴィヴィは、外出のため胸に透すかし編あみを幾いく重えにも重ねたドレスを着ている。

「まぁ、出かけに聞いてくるとか。自分の勢い殺す真似まねするなんて、馬ば鹿かだね」

「姉に向かって馬鹿って言うんじゃないわよ……」

　力なく叱しかるイザベラも、華はなやかな黄色に葡ぶ萄どうが刺し繡しゆうで描えがかれた外出着を纏まとっていた。ヴィヴィとは対照的に、女性にしては上うわ背ぜいがあり癖くせの強い黒くろ髪かみを持つ、似ていない姉し妹まいだ。

「いつになったらみんな、『いじわる令嬢』の話に飽あきるのよ？」

『いじわる令嬢』とは、吟ぎん遊ゆう詩人の流行歌『灰かぶり姫ひめ』の物語に登場する悪役だ。

　実はこの『灰かぶり姫』、イザベラとヴィヴィの義妹に当たるアシュトリーテを歌ったもの。

「王子さまと婚こん約やくした不ふ遇ぐうの『灰かぶり姫』は、まだまだ人気みたいだからねぇ。リーテに関係なく、『いじわる令嬢』の噂だけでも色んな派生になってるし？」

　ヴィヴィはまた他人ごとで笑う。二人の母がリーテの父と再婚したのは、一年ほど前。当時リーテは使用人の真似ごとをし、身なりを気にかけない令嬢の風上にも置けない令嬢で。

　イザベラは必死に更こう生せいさせようと手を尽つくしたのだが、叱りつけ行動を強制するイザベラに、継まま子こ虐いじめをしているという噂が立ってしまった。さらにはそんなリーテが第二王子に見み初そめられたことで、苦労と成功の逆転劇として『灰かぶり姫』が人気に。リーテは実際よりも清らかで非のない存在として、イザベラは実際よりも悪あく辣らつで非道な存在として広まってしまったのだ。

「馬鹿じゃないなら迂う闊かつでしょ。今度は鏡の魔ま力りよくに囚とらわれて、美しい者を妬ねたみ魔法の鏡に話しかけてるって、何それ？　どうせベラが噂知ったのも、誰だれかに言われたからだろうけど」

　図星を突つかれたイザベラは、曰いわくつきの姿見の中に映る自分を睨にらんだ。

　髪かみは結ゆい上げていてもわかる剛ごう毛もう。黒い瞳ひとみは吊つり気味で、眇すがめている今、凶きよう悪あくな人相になっている。元の顔は可もなく不可もなく。そのため、表情一つで近寄りがたささえ醸していた。

　イザベラもこの外見が、少なからず『いじわる令嬢』の噂を助長しているのはわかっている。

「うぅ、正解。テレーゼ姫から、魔法の鏡持ってるか聞かれて。噂の元を辿たどったら、『いじわる令嬢』だったの……」

　テレーゼとは、イザベラが側そば付つきとして仕える国王の末姫、ティアナローゼのこと。

「ふぅん、つまりお姫さまがベラを心配して教えたってとこか」

　ヴィヴィは好意的に受け取るが、テレーゼの本ほん性しようを知るイザベラは視線を逸そらす。

　か弱い深窓の姫君を演じるが、実際は計算高くちょっと素す直なおになれない意地の悪いテレーゼ。仲が悪いわけではないが、鏡のことは完全に面おも白しろがる様子で問われたのだ。

「お姫さまに気に入られてるのはもう周知だよね。お皿が足りない腹はら癒いせに、ベラが呪のろったとかいう『いじわる令嬢』の話が尾おを引いてはいるけどさ」

　言い返そうとしたイザベラは、思い止とどまって口を閉じる。

　皿の件については、『眠ねむり姫』とも呼ばれるテレーゼが、『いじわる令嬢』の噂を利用したのが始まり。噂を払ふつ拭しよくしようとしたイザベラがテレーゼの本性を知ったため、最初こそ敵てき愾がい心しんはあったものの、今では気の置けない側付として重宝されている。

「リーテとかテレーゼ姫とかの噂の元はわかるけど、どうして王おう妃ひさまの鏡が魔法の鏡で、他人を妬むなんてことになるのよ？　さすがに心当たりないわ」

　嘆くイザベラの部屋にあるには、勿もつ体たいないほどの鏡。実は王妃からリーテへ、リーテからイザベラへと下か賜しされた物で、婚約祝いの品をお裾すそ分わけしてもらったのだ。

「鏡貰もらうってなった時、わざわざ王妃さまが親書をお送りくださったけど。別にこれ、自己暗示が書かれてるだけじゃない」

　イザベラが下賜された鏡には仕し掛かけが施ほどこされている。入り組んだ枠わくの模様を鏡の正面から見ると、文章が浮うかび上がるようになっていた。

　曰く、『鏡よ鏡、答えておくれ。世界で一番美しい者は誰？　それは国母たる至尊の女性、王妃さまをおいて他ほかにはおりません。いつ如何いかなる時も毅き然ぜんと振ふる舞まい、慈じ愛あいを忘れず、神への感謝を奉たてまつるなら、その魂たましいの輝かがやきがあなたの美を永遠のものとするでしょう』と。

　王妃の親書には、この自己暗示を他言しないようにと書かれていた。イザベラは、王妃という位にある者が、自己暗示に頼たよっていたと知られるのを恥はじたからだと思っていたのだが。

「そこは知らないんだ。ちゃんと調べなよ。自分のことじゃん」

　呆あきれた様子で半眼になったヴィヴィは、それでも噂の元を教えてくれた。

「王妃さまの息子むすこは、第二王子でしょ。第一王子が生まれた時、ずいぶん荒あれてたんだって。しかも、第一王子を産んだ側室のほうが若くて、それも気に障さわったみたい。結果的に側室のほうが王宮から引いてるせいで、あれは呪のろいの儀ぎ式しきだったんじゃないか、とかね」

　その頃ころ、鏡を前に喋しやべる王妃が目もく撃げきされていた。その姿は鬼き気き迫せまるもので、衰おとろえるばかりの己おのれの容色を嘆くような言葉を繰くり返していたらしい。

「あ……。そういう？　他言無用って、あたしも誤解されないようにっていう、気き遣づかい？」

「さぁね。けどなんでそんなもんリーテに贈おくったんだか。……いや、あの王子さまが王太子になって、リーテが後々王妃になることを願った、とか？　まぁ、リーテには部屋の雰ふん囲い気きに合わないって言われてベラに渡わたっちゃったけど」

　せせら笑うように口の端はしを上げるヴィヴィに、イザベラは嘆たん息そくした。

「あたし口に出して言ったの、一回だけよ？　あ、よく考えたら、噂の元って屋や敷しきの誰か？」

「気づくの遅おそ……っ。あたしが聞いたとこじゃ、たまたま見た侍じ女じよが、鏡に話しかけてたって言っただけらしいよ。ま、その鏡が王妃の鏡で曰くつきで、『いじわる令嬢』も話しかけてたってなったら、悪いほうにしか噂広がらないっしょ。ははは」

　つまり、新たな『いじわる令嬢』の噂は、かつての王妃の噂と一いつ緒しよにされた結果なのだ。

「笑いごとじゃないわよ、ヴィヴィ。せっかくフリッツが今日の顔合わせ整えてくれたのに！　あたしの悪評で足を引っ張るなんて……っ」

「『いじわる令嬢』が、そのままベラってわけじゃないだろ」

　部屋の入り口から聞こえた声に振り返ると、外がい套とうを着た青年貴族が立っていた。

　名前はフリートヘルム。幼おさな馴な染じみだったが七年前に国外へ留学。今年の夏に再会を果たした。黒こく褐かつ色しよくの柔やわらかな髪に、茶色の瞳。柔にゆう和わな笑えみを浮かべた顔は、紳しん士し然として整っている。

「ハンカチを取りに行っただけなのに、全然戻もどってこないと思ったら」

「ごめん、フリッツ！　時間は大だい丈じよう夫ぶ？」

「平気だよ。俺も早く迎むかえに来すぎたからね」

　そう言って部屋に入って来たフリッツは、イザベラの乱れた前髪を指で流して整える。

　いつの間にか腰こしを抱だき寄せられ、髪を整えたフリッツの指が輪りん郭かくをなぞるよう下へと滑すべった。

「せっかくベラの気持ちがわかったのに、まさか待たせることになるなんて。『いじわる令嬢』の噂も、俺がもっと早く家を説得できていれば、ベラが気にする必要もなかったのに」

　七年前、国外へ留学に出されることになったフリッツは、その頃からイザベラが好きだったという。夏の終わりにそんな想おもいを聞き、イザベラもただの幼馴染みだと思っていたフリッツを、一人の男性として意識していた想いを告げたのだ。

「そんなことないわ。だって、あたし夏まで男爵令嬢だったのよ？　フリッツとじゃ身分違ちがいなんだから、ご両親が反対なさるのも無理ないわ」

　イザベラは元男爵令嬢である上に、再婚した母の連れ子。陞しよう爵しやくもリーテが第二王子の婚約者となるためで、継子虐めをしていたと噂のイザベラへの心証が悪くても不思議はない。

　比してフリッツは、王妃の息子である第二王子の学友にして側近。歴史あるシュティーレ伯爵家の継けい嗣しで、帝てい都とへの留学経験もある才気溢あふれる青年貴族だ。

「両親なんて……。ベラも知っているだろ？　母が死んで俺は一度お払はらい箱ばこにされたんだ」

　イザベラの言葉に、フリッツは眉まゆを顰ひそめて言った。

　幼馴染みであるイザベラは、フリッツが親に見放されたと泣いていた姿を思い出す。父が若い後妻を迎えたため、幼いフリッツは家を出され、イザベラの住む田舎いなかへとやって来たのだ。

　フリッツは継まま母ははとなった後妻に対して、強い苦手意識がある。さらにイザベラとの婚約をシュティーレ伯はく爵しやくが許可しなかった一因として、夫人である継母が、成り上がり者など認めないと言ったからだとも聞いていた。

　思いが通じ合ってからふた月。婚約を認められないどころか、未いまだにシュティーレ伯爵家への訪問さえイザベラは叶かなわなかったのだ。

「フリッツが説得し続けたから、今日に漕こぎ着けたのはわかってる。でもフリッツ、苦手なご両親との取り持ちは、辛つらかったでしょ。無理してない？」

「ようやく婚約のために一歩前進できるんだ。こんなことで泣き言は言っていられないよ」

　フリッツは微笑ほほえんでくれるが、イザベラは新たな『いじわる令れい嬢じよう』の噂うわさに心苦しくなる。もっと素す晴ばらしい淑しゆく女じよであったら、理想的な女性だと賞賛されるような噂があったら、婚約を反対されることはなかったのではないか。

　イザベラは情けなさを紛まぎらわすように、フリッツの胸に身を寄せた。

「ベラ……」

「フリッツ……」

「言っとくけど、新しい『いじわる令嬢』の噂、鏡のことだけじゃないからね」

　腕うでを組んで顎あごを上げた、令嬢とは言い難がたい態度で、ヴィヴィが現実に引き戻す。

「お姫ひめさまの側付の筆頭だった令嬢を、いびり出して田舎に帰らせたとか？」

「な、なんでそうなるのよ！　それは完全に、噓うそよ！」

　イザベラは寄り添そっていたフリッツから身を離はなし、ヴィヴィへと向き直る。

「それ、クラリッサ嬢のことでしょ？　あの方、元々テレーゼ姫が怒おこらないからって好き勝手してたのよ。それにあたしが気づいて釘くぎ刺さした後、モントルシュタイン伯が捕つかまって。あの人と関かかわりがあったから、クラリッサ嬢は罪に問われる前に親の領地に引っ込んだだけよ」

「やっぱ、ベラのせいじゃん」

「違う！　……と思うんだけど」

　モントルシュタイン伯という貴族の不正が露ろ見けんした件に、イザベラは不本意ながら関わっていた。だからと言って、いきなりクラリッサが逃にげ出すとは思っていなかったのだ。

「少なくとも、いびり出したなんてことはなかったんだろ？」

　フリッツの確かく認にんに頷うなずくイザベラは、胸中でいびられていたのは自分のほうだと呟つぶやいた。

　自身の作法が至らなかったのは確かなので、クラリッサに対する不平不満は胸に仕し舞まう。怒いかりを糧かてにフリッツと並んでも恥ずかしくない淑女を目指すべく、イザベラは一人拳こぶしを握にぎった。

「ベラ、何しに行くか忘れてない？　フリッツの親にいい顔しなきゃいけないのに、喧けん嘩か売りに行くみたいになってるじゃん」

　ヴィヴィの指し摘てきに、イザベラは慌あわてて握っていた拳を開く。

　そんなイザベラを見下ろし、フリッツは悩なやましげに息を吐ついた。

「いや、案外間違ってないかもしれない。俺の継母は、どうもベラを最初から目の敵かたきにしてるみたいなんだ。まぁ、俺のやることなすこと全すべて批判的なんだけど、な」

「そりゃそうでしょ。自分で追い出した継子が、継嗣として戻ってきちゃったんだし。しかも気に入らない女を婚こん約やく者にしようとしてるなら、絶対阻そ止しすんじゃないの？」

「ヴィヴィ！　言い方が悪いわよ。──フリッツ。その、伯爵はどうなの？」

　フリッツの実父である伯爵も、夫人に同調していては婚約への道のりは険しい。

　不安げなイザベラに、フリッツは何処どこか疲つかれた笑みを向けた。

「別にいい顔しようとしなくてもいいんだ。ベラはいつもどおりの君でいてくれればいいよ」

　伯爵も、イザベラとの婚約に乗り気でないことは、顔合わせさえなかなか整わなかった現状が物語っている。

「不安にさせてごめん。ベラ、笑ってくれ。俺は、ベラ以外を選ぶ気なんてないんだ。どんなにあの人たちが反対しても、俺のこの気持ちが揺ゆらぐことなんてないよ」

「わかってる。信じてるわ、フリッツ」

　それでも、フリッツの立場を悪くしてしまう存在にはなりたくない。

　イザベラはフリッツを見上げて、力強く微笑んだ。

「大丈夫。ちょっと反対されたくらいで諦あきらめるほど、あたしも打たれ弱くなんかないわよ」

「はいはい。話もまとまったところで、そろそろ出ようよ」

　ヴィヴィが手を打ち促うながす。フリッツの家の近くで行われる貴族の集会、サロンに参加するため、途と中ちゆうまでヴィヴィも馬車に同乗することになっていたのだ。

　イザベラとフリッツは腕を組んで階下へと向かい、シュティーレ伯爵家の家か紋もんのついた馬車へと乗り込んだ。

「ヴィヴィ、いきなり顔が疲れてるけど、どうしたの？」

　馬車が動き出してほどなく、ヴィヴィの表情の変化に気づきイザベラは問いかける。

「あぁ、最近変な？　妙みような？　まぁ、常識のずれた知り合いができて、向こうから気に入られてんだけど、今日も同じサロンで会うと思うと、もう疲れた」

　想像だけで疲れる相手とは。

　イザベラとフリッツが顔を見合わせると、ヴィヴィは気にするなと手を振ふる。

「別に悪い奴やつじゃないし、ベラみたいに他人に心配かけてばっかでもないしね」

「ちょっと、ヴィヴィ！」

　イザベラが妹の軽口を叱しかろうとすると、ちょうど馬車が停とまる。

「それでは、行ってまいります。ベラお姉さま、フリッツお義兄にいさま」

　鮮あざやかに外そと面づらをつけ変え、ヴィヴィは淑女らしい微笑みを残して降車する。

「なんであの子、あんな風になったのかしら？」

　鳥とり肌はだの立った腕を摩さすりつつ、イザベラはぼやく。

「くく……。お義兄さまだって…………」

　口元を覆おおって笑い出すフリッツに、イザベラは苦く笑しようを浮うかべつつ安あん堵どした。実家と疎そ遠えんなフリッツのほうが、イザベラよりも緊きん張ちようしているのはなんとなく感じていたのだ。

「ヴィヴィには、いつもしてやられるわ」

　イザベラは、次にフリッツが落ち込んだ時こそ、自分が笑え顔がおを取り戻したいと胸中で呟く。

「ベラ、父のことは、気にしなくていい」

　一度は濁にごしたシュティーレ伯爵について、フリッツは小さく告げた。

「あの人は、今も昔も家族に興味がないんだ。だから、俺を家から出して、会いにも来なかった。継嗣としての俺以外に、関心なんてない人なんだよ」

　足元を見つめるフリッツに、イザベラは寂さびしいと泣いていた幼おさな馴な染じみの面おも影かげを見つける。

「七年前、フリッツの留学が決まったのも、急なことだったわね。覚えてる？」

「……忘れるわけがない。別べつ荘そうにさえ居場所がないって泣きながら、ベラの家の庭で膝ひざを抱かかえるのが、あの頃ころの俺の日課で心の慰なぐさめだった。国外に出されたらベラに会うこともできないし、本当に親から捨てられるんだと不安だったよ」

　実母は早くに亡なくなり、悲しむ暇ひまもなく後妻を迎えた父親。

　拠より所のない家庭環かん境きようから、幼いフリッツが泣き虫であったのをイザベラはよく覚えていた。

　慰めようと手を伸のばしかけたイザベラは、突とつ然ぜん顔を上げたフリッツに驚おどろき動きを止める。

「ごめん、ベラ。俺がこんなことじゃ、君を不安にさせてしまう。大だい丈じよう夫ぶ。今さら泣いてばかりの子供じゃないんだ。父は障害にならないと、前向きに考えよう」

　頼たのもしい青年となったフリッツの言葉に、イザベラは頷く。

　シュティーレ伯爵は婚約に反対はしない。それは同時に、反対するというほどの興味さえフリッツに抱いだいていないことの証左のようで、一いち抹まつの不安が胸を過よぎった。

「今日はなんとか説得して家にいるよう言ったんだ。そうでなければ、会合の打ち合わせの打ち合わせなんていう集まりに行くつもりだったらしい」

　明るく言ってみせる姿が、余計に無理をしているように感じる。

　シュティーレ伯爵家の前に馬車が停まった瞬しゆん間かん、フリッツの横顔に緊張が走る。イザベラが見ていることに気づくと、フリッツは笑みを浮かべてみせた。

　眉み間けんを険しくしたイザベラは、両手を持ち上げると同時に、自身の頰ほおを挟はさみ込むように打つ。馬車の中に響ひびく打音に、フリッツは呆気あつけに取られた。

「よし！　どんなご両親だろうと、負けないわよ」

　イザベラが気合を入れると、フリッツは苦笑を漏もらしてイザベラの頰を撫なでる。

「ベラは、本当に強くて、優やさしいな。だから、俺は泣いてばかりの思い出しかなかったこの国に、帰りたいと、ベラにもう一度会いたいと思えたんだ」

　懐なつかしむように目を細めたフリッツはイザベラの手を取って、降車を手伝った。

　シュティーレ伯はく爵しやく家の壁へき面めんには飾かざり窓が並び、屋根には彫ちよう刻こくが立つ。白い化け粧しよう石で飾られた屋や敷しきと対比するように、黒いお仕着せを纏まとった従僕が一人、イザベラとフリッツを出で迎むかえた。

　背筋の伸びた立ち姿は、高度な教育を受けた使用人であることがわかる。けれど、その表情は引き攣つっており、すぐに屋敷の中へ通すこともしない。

　フリッツの腕に手を添えて、淑女らしさを意識して立っていたイザベラも、様子がおかしいことに気づく。フリッツを見れば、訝いぶかるように屋敷の窓を見ていた。

「屋敷の中が騒さわがしいようだ。それに、家令や執しつ事じはどうした？　まさか、出迎えはお前一人でいいとでも言われたのか？」

「いえ、そのようなことは。お客さまをお迎えすべくご用意しておりましたが、その……」

　フリッツの問いに首を縮めた従僕は、屋敷の中を窺うかがいつつ、言葉を濁す。

　屋敷の窓には絶えず、足早に動く人影が見えていた。

　明確な答えを得られないと悟さとったフリッツは、一度イザベラの手を放すと、一人で屋敷に向かって歩を進めようとする。

「お、お待ちください、フリッツさま！」

「何故なぜ待たなければいけない。何があったか説明を求めるだけだ」

　それともお前が説明してくれるか、と目顔で迫せまるフリッツに、従僕は視線を泳がせる。

「ふ、夫人より、ことが終息するまで、お待ちいただくようにと」

「こんな野外で？　客を招き入れもせず待たせるのが、いつからこの家の決まりになった？」

　不快を隠かくそうともしないフリッツに、イザベラは取り成しの言葉を向ける。

「フリッツ、そんなに気を立てないで。この人に、説明してくれる誰だれかを呼んで来てもらったら？　ここまで屋敷内の浮き足立った気配を感じるんですもの。何かあったのよ」

　客を迎え入れるに相応ふさわしくない事態が起こっている。もしかしたら、迎え入れること自体、非礼になるようなことなのかもしれない。

　フリッツは一つ息を吐くと、苛いら立だちを抑おさえて従僕に向き直った。

　瞬間、玄げん関かん扉とびらの向こうで、高い女性の声こわ音ねが響く。

　フリッツはまた表情を険しくすると、今度は従僕の制止も聞かず玄関扉へ手をかける。

「フリッツ、どうしたの……っ？」

「あの人が騒ぐと、碌ろくなことがない」

　そう吐き捨てるように答えたフリッツは、自ら扉を開けて玄関広間へと足を踏ふみ入れた。

　イザベラも、慌てる従僕の横をすり抜ぬけフリッツに続く。

　毛もう氈せんの敷しかれた玄関広間の正面には、踊おどり場から左右に階段が岐わかれた、大階段が据すえられていた。大階段の照明器具には、零こぼれ落ちそうなほどの硝子ガラスが飾られ目を奪うばう。

　イザベラが息を吞のむ間に、フリッツは踊り場に立つ男女の女性のほうへと声をかけた。

「これは、いったいどうした騒ぎですか、ガブリエラ」

「フリートヘルムさん……っ」

　ガブリエラと呼ばれた女性は、ハンカチを握にぎり締しめて階下のフリッツを見下ろした。

　結ゆい上げられた金きん髪ぱつは、白いうなじに零れ落ちて蠱こ惑わく的な雰ふん囲い気きを醸かもす。目鼻立ちがはっきりしており、派手な化粧もドレスも下品に感じないのは、本人の美び貌ぼうがなせる業わざか。

　フリッツとガブリエラの間に生じた緊張が、屋敷の使用人にまで伝でん播ぱした様子で、誰もが動きを止めていた。

「お早い、お戻もどりね」

「来客予定の時間は今です。何があったのかを説明してください」

　フリッツのいつにない厳しい声音に、イザベラもガブリエラが件くだんの継まま母ははであることに気づいた。同時に、フリッツが本人を呼ぶ以外でその名前を口にしたがらないことにも。幼少の記き憶おくを探さぐっても、あえてガブリエラの名を避さけていたように思える。

「戻ったか、フリートヘルム。だが、今日の予定は中止だ」

「何を言うんですか……っ？」

　フリッツに声をかけたのは、ガブリエラと話していた男性。仕立ての良い服装と、フリッツと同じ黒こく褐かつ色しよくの髪かみから、父親であるシュティーレ伯爵その人であることは窺えた。

「シュナエフリーデがいなくなった」

　無感動に告げるシュティーレ伯爵に、フリッツは目を瞠みはって言葉もない。

「お待ちください、あなた。捜さがせばいるはずです。シュニーがまだ外に出たとは……っ」

　言い募つのるガブリエラに一いち瞥べつを向けただけで、シュティーレ伯爵は取り合わない。

「すでに使用人全員を使って一度屋敷は捜しただろう。これ以上入念に捜そう索さくするなら時間がかかりすぎる。となれば、フェルローレン嬢じようとの会談は中止だ」

「それはいいのです！　けれど──」

　良くない、と口を挟みたいイザベラだったが、まだ何が起きているのかがわからない。ただ、もうシュティーレ伯爵の意志が固いことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「私がこれ以上の捜索につき合って何が変わるわけでもない。予定がなくなったのだから、私はいる必要もないだろう。であれば今から出かける。後は好きなようにしろ」

「あなた！　先方にはすでにお断りしたはずです！」

「早く済めば顔を出すと言ってあったのだ。中止になるならちょうど良かった」

　ようやく口の端はしを持ち上げるように笑みを浮かべたシュティーレ伯爵に、ガブリエラは引き留めることを諦あきらめた。

　イザベラが窺っても、フリッツは首を横に振ふるだけ。こうなっては、翻ほん意いは難しいようだ。

「ねぇ、フリッツ。シュニーって異い母ぼ妹まいの子よね？　いなくなったってどういうこと？」
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　屋敷の中に見当たらないとなると、いったい何処どこへ消えてしまったのか。大人の目の届かない場所に隠れているだけなのか。

「わからない。今日の顔合わせに、出るはずだったんだが。ごめん、ベラ。まさかこんなことになるなんて」

「いいえ、また日を改めるわ。それより、シュニーがいなくなったほうが心配よ」

　フリッツはあまりシュニーのことを話さないが、七歳の少女だとは知っている。そんな子がいきなり姿を消したのだ。顔合わせをしている場合ではない。

「場合じゃないとは、思うんだけど……」

　イザベラは振り返りもせず出て行くシュティーレ伯爵を見送った。フリッツが言うとおり、息子むすこの婚こん約やく者にも興味がないらしい。良く言えば能率的な性格だ。すでに屋敷の中を捜し回った後なら、伯爵一人抜けたところで変わらない。顔合わせを強行するよりも、外で人と会って打ち合わせを行うほうが支障はないだろう。

　だからと言って娘むすめの行方ゆくえさえ気にかけない様子に、イザベラは呆あきれた。

「ガブリエラ、シュニーの行きそうな場所に心当たりはないのですか？」

　フリッツの問いに、ハンカチを握り締めて肩かたを震ふるわせていたガブリエラが顔を上げた。その目は、苛立ちと憤ふん怒ぬで燃えている。

「伯爵はわたくしに好きにせよと仰おおせです。あなたはその用もない、場ば違ちがいなお嬢さんをお送りになればよろしいわ」

　ガブリエラは八つ当たり気味に言い放った。

　フリッツから聞く話では、自信たっぷりで、伯爵夫人になったという見み栄えを大切にするような印象を抱いだいていた。余よ裕ゆう綽しやく々しやくな大人の女性だと思っていたのだが、実際のガブリエラはそこまで冷れい徹てつではないようだ。

　不ぶ躾しつけな言われようも、この状じよう況きようでは仕方ないのかもしれないと、イザベラは思い直す。実の娘が所在不明なのだ。取り乱すのも当たり前だろう。母親として心配するあまりの暴言なのだ。

「なんて弁わきまえのないことをするのかしら。見つけたら、二度とこんなことがないようにシュニーを叱しからなくては……っ」

　握っていたハンカチに爪つめを立て吐はき捨てるガブリエラは、叱しつ責せきを優先し、心配が二の次であることを物語った。

「あなたの教育の賜たま物ものですか？」

　呆れたように呟つぶやいたフリッツの声は、決して大きくはない。

　けれど緊きん張ちよう感かんに包まれ、誰も無む闇やみに音を立てない中、その言葉ははっきりガブリエラにも届く。眦まなじりを決してフリッツを見下ろしたガブリエラに、フリッツは冷ややかな視線を返した。

「ほとんど顔も出さない親不孝をしておいて……っ。あなたがたまに来てはシュニーを甘やかすからこんなことになったとは思いませんの？　だいたい、そんな下げ賤せんの娘をこのシュティーレ伯はく爵しやく家に連れてくるなんて恥はじ知しらずな──」

「ガブリエラ。ベラへの侮ぶ辱じよくは看過できない」

　フリッツが言葉を遮さえぎると、余計にガブリエラは怒いかりを燃え立たせる様子。ふん、と顔を逸そらすと居い丈たけ高だかに言い放った。

「『いじわる令嬢』などと言われる方に、何を言っても侮辱になど当たりませんでしょう。噂うわさと本人は違うと仰おつしやっていましたけれど、火のない所に煙けむりは立たぬと言うではないの。継まま子こ虐いじめも、末姫ひめへの虐めも、王宮での令嬢いびりも全すべて本当なのではなくて？」

　苛立たしげに言い捨てると、ガブリエラは目の敵かたきのようにイザベラを見下ろす。

　不意に、気づいたように顔を顰しかめ、イザベラに矛ほこ先さきを変えて言いがかりをつけてきた。

「シュニーの美貌を妬ねたんで攫さらった？　そうよ、『いじわる令嬢』ならやりかねないじゃないの！」

「はぁ……っ？」

　あまりに突とつ飛ぴな難なん癖くせに、イザベラは怒り交じりに声を上げる。

「な、何を言うんですか。ただの噂ですよ？」

「他ほかにシュニーがいなくなる理由なんてないでしょう！　フリートヘルムさんがあなたを迎むかえに出る前には確かにいたのよ。あなたが来たからいなくなったんだわ！」

　言い返そうと息を吸い込んだイザベラは、相手が義理とは言えフリッツの母であることを思い出す。短たん絡らくに行動してはいけないと、イザベラは己おのれを戒いましめた。周りを顧かえりみない行動が、『いじわる令嬢』という誤解を生んだのだ。同じ轍てつは踏ふむまいと、強しいて口を閉じる。

　娘が客の来訪を前に姿を消すという無作法を否定したい、わけもなく消えたという不安を払ふつ拭しよくしたい。そんな心中を慮おもんぱかろうと俯うつむいて耐たえていると、近くから歯は嚙がみする音が聞こえた。

　顔を上げると、フリッツが怒りも露あらわにガブリエラを見み据すえている。

「ふざけた妄もう言げんでベラを傷つけるなんて……っ。ガブリエラ、あなたは本当にちゃんとシュニーを見ていたのか？　自分の化け粧しように夢中で目を離はなしたのでは？」

　母としての非を疑うフリッツは、憤いきどおりを隠かくすことなくガブリエラを非難した。

「なんですって！　わたくしの教育に手抜かりはございません。そちらこそ妬まれるよりも妬みそうなお顔の方を連れて来ておいて。疑わしいではありませんか！」

　まだイザベラを犯人扱あつかいしたいガブリエラの強弁に、フリッツはさらに怒りを募らせる。

「それ以上の侮辱は許さないと言ったはずだ」

「待って、フリッツ！　あちらも興奮して、心にもないことを言っているのよ」

　一歩踏み出そうとするフリッツの剣けん吞のんさに、イザベラは慌あわてて摑つかみ止めた。

　そんな気回しも意識に上らないのか、ガブリエラはイザベラを睨にらみ据える。

「幼いシュニーのほうがずっと綺き麗れいですもの。残念なお顔のご自分に先がないから妬んだのでしょう！　なんて心根まで醜みにくいこと！」

　相手が冷静でないのはわかるものの、言いがかりで貶けなされてはイザベラも腹立たしい。

　フリッツの腕うでに力がこもるのを感じ、イザベラは苛いら立だちを飲み込んだ。

「ともかく！　シュニーがいないのが本当なら、捜すのが先決よ。ここで言い争っていても解決しないわ。フリッツ、ほらあたしを送って行って！」

　イザベラはともかくフリッツとガブリエラを引き離そうと考えた。

　イザベラの考えを察した使用人たちも、二人を離すために動き出す。

「奥さま、もう一度屋や敷しきを捜し直しましょう。長持の中などはまだ捜しておりませんし」

「もしかしたら、庭でお怪け我がをして動けなくなっているのやも！」

　侍じ女じよや従僕がガブリエラを囲み、イザベラやフリッツが視界に入らないよう隔へだてる。

「ほら、フリッツ。行きましょう！　馬車はすぐ出せる？」

「は、はい！　こちらに！」

　イザベラも玄げん関かん前で待っていた従僕に声をかけ、フリッツを屋敷から出すため踵きびすを返した。

　フリッツの腕に手を絡からめ、イザベラが歩き出すと、音もなく壮そう年ねんの家令が見送りに現れた。

「フェルローレン伯爵令嬢におかれては、真まことに申し訳なく」

　腰こしを折り、謝意を述べようとする家令に、イザベラは片手を上げて制した。

「いえ、この状態じゃ、どうしようもないですから。それより、シュニーが見つかった後の仕切り直しをお願いします」

「善処させていただきましょう」

　使用人を宰さい領りようする立場とは言え、曖あい昧まいな答えが返ることをイザベラは咎とがめられない。

　ガブリエラはもちろん、伯爵も目下とは言え客への対応をせず出かけたのだから、家令ではどうしようもない。何より、シュニーが行方不明のままでは婚約を認めてくれと言い出せる雰ふん囲い気きにはならない。

　イザベラは家令に見送られ、馬車へと向かう。一度振り返ったシュティーレ伯爵家は、未いまだに慌ただしい気配に包まれていた。

　憤ふん懣まんやる方ないフリッツを先に押し入れ、フェルローレン家へ帰るよう御ぎよ者しやへと告げる。

「フリッツ、いいわよね？　一度、うちで落ち着きましょう」

「…………ごめん、ベラ」

　膝ひざの上で指を組み合わせ、深く項うな垂だれるフリッツは、そんな言葉を絞しぼり出した。

「伯爵家の夫人としてくらい、まともな態度を取ると、思ってたんだ」

「うん、まぁ、娘さんが消えてしまったんだし、取り乱すのはしょうがないわよ」

「だからって、ベラを貶していいわけじゃない！　ベラの何も、知らないくせに……っ」

　フリッツの怒りは、かつて蔑ないがしろにされた嫌けん悪おもあって激しくなっているのだろう。

　そんなフリッツを前に、イザベラは自分のために怒おこってくれるのなら、一度くらいガブリエラへの怒りを流そうと決める。

「ありがとう、フリッツ。言い方は悪いけど、苦手なご両親を説得して、あたしとの顔合わせを予定してくれたじゃない。今も、あたしのために怒ってくれてる。その気持ちだけで十分よ。必ず次は、顔合わせを成功させましょ」

「……嫌いやに、ならなかった？　正直俺は、もうあの人にベラを会わせたくない」

　顔を上げないフリッツに、イザベラは手を伸のばす。

　両手で頰ほおを包み、顔を上げさせて、茶色い瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

「フリッツは、もうあたしを婚こん約やく者として認められなくてもいいって言うの？」

「そんなわけないだろう」

「じゃあ、この段階を早く終えて、次に行きましょう。シュニーを見つけて、家族揃そろって顔合わせをして、婚約を認めてもらって。ほら、まだ結婚するまでやることがあるのよ」

　何より、結婚が終わりではないのだ。本当に二人で未来を行くための、まだ通過点でしかない。先の幸せを夢見て、今の辛つらさは飲み込めばいい。

「…………はぁ……。ごめん、ベラ。いや、ありがとうか」

「どういたしまして」

　ようやく自分で顔を上げたフリッツに微笑ほほえめば、眩まぶしそうに目を細められる。

「そうか……。ベラと、家族になるための、まだ最初の一歩だ」

　呟いたフリッツは、イザベラの頰へと手を伸ばす。揺ゆれる馬車の中、イザベラは伸びるフリッツの手に自身も手を重ねて、温かな掌てのひらに頰を寄せた。

「どうしよう。キスしたいのに、馬車が揺れてできない」

　真しん剣けんな顔で呟つぶやくフリッツに、イザベラは反射的にフリッツの手を引き離す。両手でフリッツの手を摑んだまま、イザベラは恥はずかしさを押し込めて言葉を絞り出した。

「い、家について、から……、ね」

　フリッツは目を瞠みはって動きを止める。返事がないことで、恥じらいがなさすぎただろうかとイザベラが焦あせり始めると、フリッツは額を押さえて項垂れた。

「…………ベラ、それは逆効果だよ。理性を、試ためされてる気がする」

　発言の意味が摑めず首を傾かしげると、御者からフェルローレン家が近いことを告げられた。

　玄関に横づけしてもらい、イザベラは出かけて間もないフェルローレン家に戻もどる。

　玄関を入ると、ちょうど通りかかった人物が足を止めた。

「イザベラ？　フリッツさんも。いったいどうしたの？」

　顔合わせのはずがあまりにも早すぎる帰宅に、イザベラそっくりの母が眉まゆを顰ひそめる。

「えぇと……、ちょっと、予定が変わって、顔合わせは中止に──」

　イザベラが濁にごそうとするのを、フリッツは手を上げて制すると、母に向かって頭を下げた。

「我が家の不ふ手て際ぎわです。申し訳ない」

　フリッツの言葉の端はしから滲にじむ後こう悔かいに、母は一度目を閉じて、首を横に振ふった。

「……顔をお上げになって、フリッツさん。シュティーレ伯はく爵しやく家の事情は知っているつもりです。あなたがイザベラを望み、イザベラが応こたえたいと言うのなら、私たちは見守ります。これで終わりではないでしょう？」

「ありがとうございます。もちろん、後日仕切り直す心積もりです」

　顔合わせもままならず、とんぼ返りした事実は、娘むすめを軽かろんじられたと怒いかりを買ってもおかしくない。母は簡単に纏まとまるとは思っていなかったらしく、フリッツを咎めはしなかった。

　イザベラは母に目顔で礼を告げると、フリッツを二階の私室へと通した。

「こっちの継まま母ははも、あれだけできた人だったらな」

　フリッツが疲つかれたように呟く声に、イザベラは苦く笑しようするしかない。

「でも、父親と親族は碌ろくなものじゃなかったわ」

　イザベラとヴィヴィの実父は家庭内暴力の末に、母と離り婚こんした。その際、母の実家は手を差し伸べるどころか、揃って恥はじさらしとしてイザベラたち母子と縁えんを切ったのだ。

　そんな肩かた身みの狭せまいイザベラたちを受け入れてくれたのが、今の義父だった。

「隣となりの薔ば薇らは赤い、か」

　ないもの強請ねだりを自じ嘲ちようするフリッツの隣に座り、イザベラは水を向ける。

「本当にシュニーがいなくなったとして、何処どこに行ったか、心当たりは？」

「ないな。シュニーとはあまり会話もないんだ。俺が近づくのを、あの人が嫌がるから」

　フリッツがシュニーと当たり障さわりのない近きん況きようの話をしていても、ガブリエラは目くじらを立てるのだとか。

「そうよね。知らなくて当たり前よ。考えてみれば、フリッツがシュニーに会ったのは今年が初めてなんだし」

　フリッツは七年前に帝てい都とへ留学し、帰って来たのは今年の春。シュニーが生まれた時、フリッツは国外にいたのだ。

「フリッツは、その、シュニーのことは……、苦手？」

「苦手、と言うほどシュニーのことを知らないのが現実だよ。あの継母の子だというだけで、嫌きらう理由にはならないから、俺なりに距きよ離りを詰つめようとはしたんだけど」

　フリッツが関かかわると、シュニーが叱しつ責せきされる。兄妹きようだい関係は他た人にん行ぎよう儀ぎなまま今に至るようだ。

「そうだな、シュニーも同じだと思う。名前で呼ばれたことも、兄と呼ばれたこともないんじゃないかな？　いきなり知らない男が兄だと言われても、実感が湧わかないだろう？　だからって顔合わせを嫌がって隠かくれるなんて子じゃないんだけど……」

　イザベラはフリッツの茶色い瞳を覗き込む。笑えみを浮うかべても、瞳の奥には不安が揺らぐ。

「……やっぱり、心配よね。七歳の女の子が、行方ゆくえ不明なんだもの」

「そう、だな。何処かに隠れているならいいんだけど、そうなると、どうして隠れたかを、聞かなきゃいけないし」

「遊んでて、たまたま見つからなかったんじゃないの？」

「いや、少なくともシュニーはそれほど活発な子じゃない印象だ。あの人の言いつけには、はいとすぐに返事をする」

「もしかして、本当はシュニーが屋や敷しきにいると思ってる？」

「正直、あの継母の自作自演を疑えなくもないな」

「そう？　あの取り乱しようは本当だった気がするけど」

「あの人はだいたいあんな感じだ。……昔は、もう少し計算高い嫌な女の印象があったけど」

　子供の頃ころすぎてよく覚えていないとフリッツは肩を竦すくめた。

　つまり、フリッツはガブリエラによる顔合わせの妨ぼう害がいの可能性を疑っているのだ。

「現状、屋敷にいる可能性が高いのね……。でももし、屋敷から出たとしたら、どうしてかしら？　お友達と遊びに行っただけってことはない？」

「俺たちが育った場所とは、馬車の数も違ちがう。王都育ちの子供は、家の外に出て遊ぶこと自体稀まれだよ。危ないからね」

　それもそうだとイザベラは頷うなずく。特にシュティーレ伯爵家の建つ場所は、王都でも貴族屋敷が並ぶ界かい隈わいの中心部。移動は馬車が主で、女の子が一人で歩いていれば、すぐに目につく。

「シュニーがいつ消えたのか、ちゃんと聞いてくれば良かったわ」

　ここで推測を重ねても、答えは出ない。

「フリッツ、落ち着いたのなら屋敷に戻って、シュニーを捜さがしてあげて」

「でも、ベラ。今日のことをフェルローレン伯爵にも説明して、俺が謝罪をしなくちゃ」

「あら、お義父とうさまの懐ふところの深さを舐なめないでよ。屋敷の中だとしても、七歳の女の子が行方不明だなんて聞いたら、きっとすぐに見つけてあげなさいって言うわ」

「今日のことは、ベラにとっても不ふ愉ゆ快かいなことだったのに……」

「そこは、話に聞いてた継母に会うってわかってたもの。なんでもないわ。それより、シュニーが見つけてもらえずに泣いてるかもしれないほうが嫌よ。可哀かわい想そうじゃない」

　本当は、不安で表情の硬かたいフリッツを見ているほうが嫌だ。謝罪の義務感で自分の側そばに縛しばりつけるより、シュニーを見つけるために行動させてあげたい。

「あ、でも、ガブリエラ夫人はできるだけ避さけるようにしてね」

「わかってる。あの人の相手をするだけ、シュニーを捜す手が止まるのは目に見えてるから」

　応じたフリッツが見つめてくる。不意に伸びた腕うでが、イザベラを強く抱だき締しめた。

「本当に、ごめん。でも、ありがとう」

「ふふ。少しはフリッツの役に立ててるかしら？」

「少しどころか！」

　身を離はなしたフリッツは、意外なことを言われたとばかりに目を瞠っていた。

「いつだって、ベラは俺の背中を押してくれる」

　そう肯こう定ていしてくれるフリッツが、イザベラにとっては何よりの支えだった。

「シュニーを、見つけてあげてね」

「あぁ、もちろん」

　頷いたフリッツは、ふとイザベラを見つめる。馬車の中と同じように頰に触ふれられ、顔が近づくと、イザベラは全身で熱が高まるのを感じつつ目を閉じ、口づけを受けた。

　唇くちびるが離れると、フリッツは熱を帯びた目を一度閉じて気持ちを切り替かえるよう。

「今回はこんなことになったけど、次は必ず、まともな顔合わせにするから。シュニーを見つけて、落ち着いた中で、ベラとの婚こん約やくを認めてもらえるように」

　フリッツは決意を自らに言い聞かせるように、口にする。名残なごり惜おしげにもう一度イザベラに別れのキスをすると、足早に帰って行った。

　母に詳くわしい経けい緯いを話し、一人私室に戻ったイザベラは、長ちよう嘆たん息そくを吐はき出す。

「婚約を認められないから、まずは顔を合わせてって話だったのに…………。本当、どうしてこうなるの？　今日のために心の準備したのに……、最初の一歩も踏ふみ出せないなんて」

　項うな垂だれ、椅い子すの上で前のめりになったイザベラは、己おのれを鼓こ舞ぶするように拳こぶしを握にぎった。

「いいえ、いいほうに考えましょ。前向きにってフリッツも言ってたし。顔合わせの準備をする時間が長くなったと思えばいいわ。今の内にもうちょっと髪かみ型がたも凝こったものを考えてみてもいいじゃない。明日あしたは三時にテレーゼ姫ひめとお茶だから、その時に意見聞いてみようかしら？」

　自分に言い聞かせるように声にしたイザベラは、ふと思いついてしまう。

「もしシュニーが今日中に見つからなかったら、フリッツ不安よね。一度捜して出てこないんじゃ、やっぱり屋敷の外？　夫人に任せておくのも気がかりだろうし。でも、フリッツは出仕しなきゃいけないから、ずっと捜しているわけにも……。明日、三時まで時間あるわね」

　イザベラは、シュティーレ伯爵家周辺を思い描えがき、話に聞いたシュニーの特とく徴ちようを反はん芻すうする。

「雪のように白い肌はだ、血色の良い頰ほおと唇。木炭のように黒く艶つややかな髪の、誰だれもが振り向く美び貌ぼうの女の子だったわね」

　言って、イザベラは慌あわてて首を振ふる。今シュティーレ伯爵家の事情に首を突つっ込んでも、解決に寄き与よできるかもわからないのだ。今日のガブリエラの対応だけを見ても、厄やつ介かいなことにしかならないだろう。

　イザベラは、なんでも自らやりたがる性しよう分ぶんに嘆息した。

　不安を数えてもしょうがない。シュニーはすぐに見つかるだろう。仮令たとえ屋敷の外へ出てしまったとしても、少女一人で見つけられないほど遠くへは行けないのだから。

　そんなイザベラの楽観を他所よそに、日が暮れ、改めて今日の不ふ手て際ぎわを詫わびに現れたフリッツは、不安を押し隠した表情のままだった。
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　姿を消したフリッツの異い母ぼ妹まいシュニーが、昨日の内に見つかることはなかった。

　シュティーレ伯はく爵しやく家の中をくまなく捜しても、少女の姿はなく。屋敷周辺の見回りも行ったらしいが、見つからなかったそうだ。

「自分で隠れてたとしても、夜になればさすがに出てくるわよね。お腹なかすくだろうし。となると屋敷の外だけど、顔合わせの直前にいなくなってるのよね。フリッツが言うようにガブリエラ夫人の……？　でももし本当に屋敷にいないなら、何か理由があって外に出ちゃったのかも」

　呟つぶやいて、イザベラは外がい套とうの前を摑つかんで左右を確かく認にんする。

　昨夜事情を聞き、義父と母がシュニーを案じる姿をフリッツが何処どこか羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見ていたことに、イザベラは気づいた。

　家族に興味がなさそうなシュティーレ伯爵、いなくなった娘むすめを叱しかることをまず考えていたガブリエラ。心配するという当たり前のことをしない両親に、フリッツは落らく胆たんしたのだろう。

「フリッツの悲しい顔なんて、見たくないわ。せめて、シュニーの無事がわかれば……」

　イザベラは昼時をすぎた貴族屋敷が並ぶ界隈へ、シュニーを捜しに出かけていた。

　頭ず巾きんのついた外套を着て、『いじわる令れい嬢じよう』だとわからないように顔を隠す。

「別に悪いことしてるわけじゃないもの。ちょっとシュニー捜しの手伝いをしようってだけで、悪い噂うわさになんかならないわよ」

　そう自分に言い聞かせても、今までの『いじわる令嬢』の噂がある。ガブリエラに見つかれば、またあらぬ疑いをかけられるかもしれない。

　イザベラは目立たないように道の端はしを歩いた。

　フリッツが言ったように、貴族屋敷ばかりの周辺を歩く人はおらず、静かすぎて聞き込みをすることさえ憚はばかられる。

　運良く通りかかった使用人に話を聞いてみるが、返る答えは芳かんばしくない。妹が迷子になったと言い訳をして聞き込みをするが、怪あやしむ視線が痛かった。

「昨日は馬車の往来が激しかったって、今の人言ってたけど。ヴィヴィが参加したサロンかしら？　まさか、何処かで馬車に轢ひかれてるなんてこと、ないわよね？」

　言って、イザベラは大きく首を振った。

「そんなのすぐ噂になるわ。きっとシュニーは無事で何処か、帰りにくい所に行ったのよ。……もしかして、誘ゆう拐かいなんてこと…………ないない！　王都の真ん中でそんなことしたってすぐ捕つかまるもの。そんな犯罪に手を染める人がこんな場所歩いてたらすぐわかるだろうし」

　一人頷くイザベラは、脳のう裏りに閃ひらめいた可能性に息を詰つめる。

「でも、あんまり美少女だから、何処かの貴族に攫さらわれたとか……？　あ、はは。それこそないわ。そんなのシュティーレ伯爵家に喧けん嘩か売ってるようなものじゃない」

　突とつ拍ぴよう子しもない思いつきを否定しても、シュニーが何故なぜ消えたのか、それがわからない。

「そう言えば、屋や敷しきの何処から出たのかしら？　正門は馬車の出入りがあって人はいたはずだし。……裏口を見に行こうかな」

　イザベラはシュニーの足取りが残っていないかと、シュティーレ伯爵家の裏口に回った。

　正面よりも狭せまい路地ながら、フェルローレン家が男爵家だった頃の屋敷の正面と並ぶくらいには、立派な門がついた裏口。

　ただ裏手に面した窓は少なく、屋敷の中にいては裏口での人の出入りなどわからないだろう。

「女の子一人ならここから出かけても、屋敷の人には気づかれないかもしれないわね」

　イザベラはもう一度シュティーレ伯爵家を眺ながめ直した。ふと、見上げた窓に人ひと影かげを見つけ、慌てて路地に身を隠かくす。

　もう一度窓を窺うかがえば、佇たたずむ人影は微び動どうだにせず道を見下ろしていた。

「うん？　…………あれは、ガブリエラ夫人？」

　距きよ離りがあり判然とはしないが、金きん髪ぱつの女性であることはわかる。さらにシュティーレ伯爵家で、窓越ごしにもわかる高そうな首くび飾かざりをしているのは、ガブリエラ以外にいないだろう。

「何してるのかしら、あんな所で？」

　裏に窓が少ないのは採光に適さず、外がい壁へきを飾る必要もないからだ。使用人が立ち働くだけの屋敷の裏を、伯爵夫人が熱心に見つめるのは不自然だった。

　道を確認しても、通りかかる者もいない。イザベラは首を傾かしげてもう一度、ガブリエラを凝ぎよう視しした。見つめる先を探さぐろうとしたところで、不意に肩かたを叩たたかれ飛び上がらんばかりに驚おどろく。

「もしもし、そこの怪しいお嬢さん」

「うひゃぁ……！」

「なんと愉快な。あなたの返事は『はい』ではなく、『うひゃぁ』なのかな？」

「そんなわけないでしょ！」

　ふざけた言葉に振り返ると、イザベラの肩を叩いたのは青年貴族だった。

　灰色の髪を絹のリボンで纏まとめ、洒落しやれた羽根飾りの帽ぼう子しを被かぶっている。面おも白しろそうに笑う顔は甘やかな印象の美男子なのだが、細められた目が何処か獲え物ものを狙ねらう不ふ穏おんさを孕はらんでいた。

「ど、どなた？」

「おや、これは。僕としたことが名乗りを忘れるとは迂う闊かつ」

　芝しば居いがかった動きで手を広げ、嘆なげくように天を仰あおぐと、青年貴族は次いで腰こしを折った。

　突然の動きにイザベラは大きく肩を揺ゆらす。発言も突飛なら、行動もまた何をしでかすかわからない緩かん急きゆうがあり、身構えてしまった。

「僕の名前はラインハルト！　父はヘッセン方伯で、僕は最近ヘッセン子爵になったんだ。けれど子爵なんて名ばかりだ。なんせ、三男だからね。貴族を名乗れるだけの位さ。だから君も僕のことは親しみを込めてハートと呼んでくれて構わない」

「は、はぁ……。あの、用事があるので、あたしはこれで」

　イザベラは戦おののきながらも逃にげの手を打とうとした。

　本当に子爵であるかどうかは横に置いても、ハートとの会話についていける気がしない。

「僕にだけ名乗らせて去ろうだなんて、困ったお嬢さんだ。花を選ぶ蝶ちようのように気き紛まぐれだ！」

　何故か嬉うれしげに、ハートは声を高めた。

　正直、イザベラは蝶などというか弱い存在に譬たとえられたことなどない。そんな繊せん細さいな人物に見えたのかと喜ぶべきか、いっそ馬ば鹿かにされているのだろうかと疑うべきか。

　そんなことを考えている内に、ハートがまた突然動いて顔を隠していたイザベラを覗のぞき込む。

「ふむ、こんな路地裏で顔を隠して忍しのび歩く。鋭するどい眼光はただ者ではない雰ふん囲い気きだ。さてはお嬢さんあなた……、『魔ま女じよ』かな？」

　指を鳴らし、自信満々で答えを求めるハートに、イザベラは脱だつ力りよくする。どう考えたら貴族屋敷の裏で魔女に出会うのか。どんな思考をすればそんな答えに行きつくのか、想像もできない。

　とは言え、もし本当に子爵だとしたら、ここで名乗りもせずに逃げるのは失礼だ。

「えぇと、私は、ある伯爵家の、イザベラです。お気になさる必要は、ありませんので」

　よくある名前なので、名乗るだけで濁にごそうとすると、ハートは突然美男面づらを近づけてきた。

「もしや、もしやだよ？　あなたは噂の『いじわる令嬢』かい？」

「え、どうして……っ」

　知っているのか。寸前で口を覆おおったイザベラだったが、他人の話を聞いているのかも怪しいハートは、狭い路地で腕うでを広げた。

「まさかこんな所であの有名な『いじわる令嬢』に出会えるとは！　なるほど、話に聞いたとおりの様相。それで、それで、次はどんな問題を巻き起こそうというのかな？」

「ご、語ご弊へいがあります……っ。別に、あたしが率そつ先せんして問題を起こしてるわけじゃ」

「そうだ、聞いておくれ『いじわる令嬢』！」

「『いじわる令嬢』って呼ばないでください！」

「それではイザベラ、聞いておくれ。最近僕は大変な真実に気づいてしまったのだ」

「いや、聞くとは言ってな──。あの、会話をしてほしいんですけど？」

　抗こう議ぎなど聞こえない様子で、ハートは身を翻ひるがえし、その場で優ゆう雅がに舞まうような回転を決める。

「会話がしたいんだね。それでは何を話してくれるのかな？　そんな人目を避さける恰かつ好こうで、何を企たくらんでいたのか僕に教えてくれるのかい？」

「あ、聞いてはいるんですね。いえ、何も企んでなんかいません」

「そうかい。ならば、僕の話を聞いてくれ！」

　踵かかとを打ちつけ回転をやめると、舞ぶ踏とうにでも誘さそうように手を差し伸のべお願いされる。

「え、あ、はい」

　つい頷うなずいてしまったイザベラは、自分の馬鹿さ加減に慌あわてたがもう遅おそい。ハートは上じよう機き嫌げんに笑うと、額に落ちかかる髪かみを指先で払はらって喋しやべり始めた。

「美というものは相対的だ。けれど太古の昔から人が追い求める永遠のテーマだ。それは芸術作品を見ればわかるだろう。そう、美の女め神がみはいつの時代も描えがかれていながら、一人として同じ容よう貌ぼうではない」

「は、はぁ。そう、ですね」

　伯はく爵しやく令嬢になって日が浅いため、芸術にはまだ疎うとい。勉強中のイザベラは、ハートの主張をただ聞くしかなかった。

「時代によって美の基準さえ違ちがう。髪か、瞳ひとみか、肌はだか？　体型か、仕草か、表情か？　何を指して美と呼ぶのか、移ろう基準では決して定めることはできないだろう」

「そう言われてみれば、そう、ですね」

　美しさを外見に求めるだけでも、評価基準は時代の流れに添そう。

　哲てつ学がく的な答えのない問答をされている気がしてきたイザベラは、ハートから逃げるべきか迷う。逃げられる隙すきを作れる気がしない。

「ただ僕は、美において普ふ遍へんにして揺るがない価値を見つけた！」

　誇ほこらしげに片手を胸に当てたハートは、茫ぼう然ぜんとするイザベラに向けて、もう片方の手を動かす。指先を上下に揺らすさまは、何かを催さい促そくするようだ。
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「あ、え？　えぇと、す、すごいですねぇ」

　言ってイザベラが拍はく手しゆすると、ハートは満足げに頷く。

「ちょっとこの人、疲つかれるかも」

　こっそり呟つぶやいたイザベラに気づくことなく、ハートは大変な真実とやらを語り始めた。

「どんな時代も、どんな価値観でも揺るがず、皆みなに賞賛される美！　それは少女のあどけない可か憐れんさなのさ！」

「少女……？　確かに、小さい子は可愛かわいいですけど」

　美の女神の話から考えると、少女は対象外ではないだろうかとイザベラは首を傾げる。芸術作品には、テーマがあると習った。美の女神に付ふ随ずいするテーマの一つは、愛欲なのだ。

「そう、無む垢くで穢けがれなき少女の輝かがやきこそ、至高の美ではないかと僕は思うんだ。あの柔やわらかく白い肌があるからこそ、血色で林りん檎ごのように色づく頰ほおの魅み力りよく。どんな髪の色をしていても、少女の愛らしさを左右するものではない」

　力説するハートの姿に、イザベラは嫌いやな予感を覚えた。

「も、もしかして、幼い女の子を、そういう対象に見てる、ひと？」

「そうは思わないかい、イザベラ？」

　満面の笑えみで同意を求められ、イザベラは逃とう走そうのための言い訳を、必死に捻ひねり出した。

「……あ、あぁ！　大変。テレーゼ姫ひめさまとのお茶の約束があるんです。遅おくれるわけにはいきませんので、し、失礼させていただきますね。お、おほほほほ！」

　何か言おうとするハートを、不自然ながら笑い声で遮さえぎると、イザベラは急いで踵きびすを返す。

「おや、それは大変だ。それではまたの機会に話をしよう、イザベラ！」

　ハートの明るい声こわ音ねを背に受け、イザベラは振ふり返らず帰路を急いだ。

「はぁ、はぁ……。思わず逃げるように帰ってきちゃった。何やってるんだろ、あたし？」

　玄げん関かんに入りひと息吐ついたイザベラは、己おのれの行動を振り返って虚むなしくなる。フリッツのためにシュニーを捜さがすはずが、なんの成果も得られていない。

　ともかく着き替がえをするため部屋へ向かうと、ヴィヴィがイザベラの私室から出てくるところを目もく撃げきした。ヴィヴィの髪には見慣れた髪留めがつけられている。

「こら、ヴィヴィ！　またあたしの髪留め勝手に使って！」

「うわ、ベラ。帰ってたの？　あ、その外がい套とういいじゃん。貸して！」

　悪びれもしないヴィヴィは、深緑のドレスを着て、イザベラの深緑の髪留めをつけていた。その上、イザベラが身を隠かくすために着ていた外套にまで手を伸ばす。

「はぁ？　こんな地味なのどうする気よ？」

「ベラの持ってる装そう飾しよくって基本地味じゃん。大人しめにしたい時、いつも借りてんだって」

「あんたね、少しは悪いと思いなさいよ」

　言いつつ、イザベラは外套を脱ぬいでヴィヴィへと渡わたす。貸すのはいいのだ。無断で持っていかれるのが癪しやくなだけで。

「ありがと。髪目立たなくしたかったんだ」

　言われてみれば、ヴィヴィの赤毛が普ふ段だんよりしっかりと纏まとめられている。

「ふぅん、そんな恰好で何処どこ行くのよ？　お友達の所なら、もっと華はなやかでもいいじゃない」

「うん、まぁ。知り合いの所だけど、ね。……って言うか、ベラも何処に行ってたの。今日はお姫さまとお茶会って言ってたじゃん。まぁ、言わなくてもわかるけどさ。どうせフリッツの妹を捜そうなんて思いついたんでしょ。やめなよ、なんにでも見境なく首突つっ込むの」

　勝手に髪留めを使うヴィヴィに、一転して責める視線を向けられるイザベラ。

「み、見境ないわけじゃないわよ。フリッツのことだから、少しくらい力になれないかと思って……。昨日あんたも見たでしょ？　フリッツ、すごく悲しそうな顔してたじゃない」

「あれ、自分の親とお義父とうさま見比べて落ち込んでただけじゃない？　後は、ベラをちゃんと紹しよう介かいできなかったのが、男として不ふ甲が斐いないとか？」

「そんなの気にしなくていいのに。あたしは今のままのフリッツが、その、す、好き、で……。ご両親が難物だってことも、わかってて、結けつ婚こんしたい、なぁって、思って…………」

　言っていて恥はずかしくなり、イザベラは落ち着きなく指を捏こね回す。

「いや、あたしに惚のろ気けないでよ。その手の話、もうお腹なかいっぱい。この二カ月どれだけ聞かされたと思ってんの？　ともかく、ベラはまだ他人なんだから。フリッツの家のことに首突っ込まないの。いい？　じゃ、あたしもう行くから」

「そんな言い方……、ちょっと、ヴィヴィ。王宮のほうに行くなら、馬車に乗る？」

「大だい丈じよう夫ぶ！　迎むかえがある」

　急いでいたのか、ヴィヴィは言いたいことを言うと振り返りもせず家を出て行く。

「まだ他人って言われたら、そうだけど。もう少し言い方なかったのかしら……。あら？　家の馬車以外停とまってなかったはずだけど。迎えは何処に来てるの？」

　イザベラは首を捻りつつ私室に戻もどり、自身も出かける準備を始めた。

「テレーゼ姫は白と赤がお好きだから、被かぶらないように、好みから逸それないように……」

　知った仲とは言え、一国の姫に招待されたお茶で、主しゆ催さい者しやの存在を霞かすませるような色を選ぶわけにはいかない。細やかな気き遣づかいが、上流貴族の嗜たしなみなのだ。イザベラは用意していたドレスに袖そでを通し吟ぎん味みし直した。

　白地に金の刺し繡しゆうで縁ふち取どりをした下重ねのドレスを前面に出しつつ、腰こしの位置を高くする。さらに薄うす青あおいドレスを重ね、胸と肩かたと背面を覆おおった。薄青いドレスにも同じ模様の金刺繡が入っており、色の切り返しははっきりしているが、一体感を保っている。

　寒い時期でもまだ雪が降っていないので、襟えりぐりは大きく開いているのが流行。その分、袖には布地を重ねて暖を求めた。

「よし、これなら大丈夫なはずよ！」

　イザベラは曰いわくつきの姿見の前で、己を鼓こ舞ぶした。

　フェルローレン家の馬車に乗り込むと、王都の高台にある王城へと向かう。

　王城の奥まった一角に、末姫テレーゼの居住区画があった。許された者以外を拒こばむ衛兵がおり、付随の庭があり、教養高い侍じ女じよもいる。

　取り次ぎが行われ、イザベラは問題なくテレーゼの部屋へと招き入れられたのだが。

「お待ちしておりましたの、イザベラ嬢じよう。まぁ、可愛らしい色のドレス。素す敵てきですわね」

　窓まど際ぎわの椅い子すに座ってそう可愛らしく小首を傾かしげるのは、煌きらめく銀ぎん髪ぱつと丸く大きな碧へき眼がんの清せい楚そな姫君。身に纏うのは、空色を主に、薄うす紅べに色いろの花模様が散るドレス。

　口元を隠して笑うテレーゼに、イザベラは敗北した気分で頭を下げた。

「ご、ご機嫌麗うるわしゅう、テレーゼ姫。その、本日は──」

「堅かた苦くるしい挨あい拶さつなんて、私とあなたの間では不要でしてよ。さ、こちらにお座りになって」

　服装が被ってしまったことを謝る機会ももらえず、イザベラは嬉うれしそうに笑うテレーゼの話に相あい槌づちを打つ。頃ころ合あいを見て侍女が全員下がると、足音さえ聞こえなくなるのを待って、テレーゼの表情は一変した。窓の外では秋風に吹ふかれて落ち葉が舞まい散る。

「全く、あなたという方は。招いた私と似た色のドレスを着てくるなんて、私と比ひ肩けんするとでも言いたいのかしら、イザベラ？」

「そ、そんなことはありません。この間、薄紅色のドレスができたと仰おつしやっていたので、それをお召めしになるものとばかり」

　イザベラの言い訳に、テレーゼは勝ち誇ったように笑って顎あごを上げた。

「わかり易やすすぎでしてよ、イザベラ。そう考えるだろうと思ったから、こうして反対の色を着てみれば。簡単に引っかかるんですもの」

　悪戯いたずらが成功したとでも言わんばかりに上じよう機き嫌げんなテレーゼに、イザベラは悔くやしさに歯は嚙がみする。言われたとおり、テレーゼの言葉に誘ゆう導どうされ、安直に反対の色を選んでしまった。

「それに、いい加減に自分に似合う色を自覚なさい。あなたそんな薄い色味より、深い色のほうが似合いましてよ？　お顔がそれだけ厳いかめしいんですもの」

「以前、黒を着て来たら、年寄り臭くさいと仰ったじゃないですか」

「はぁ、だから似合う色と言っているじゃない。もう少し、足りない頭でお考えになるのね。幼少から磨みがかなかった美的感覚は、今さらどうしようもないんですもの。せめて、フリッツさまの魅力を損そこねることがないよう、努力なさい」

「はい……」

　紅茶に口をつけるテレーゼは、所作一つを取っても絵になる洗練具合だ。猿さる真ま似ねでは笑われるだけだとは知っていても、学び取れないかとイザベラは無意識にテレーゼを凝ぎよう視ししていた。

「ちょっと、イザベラ。そんなに睨にらまないでくださる？　あなた、もう少し良い鏡でも見て表情の研究をなさったほうがよろしくてよ」

　助言のふりをして、『いじわる令嬢』の噂うわさをさりげなく引き合いに出す。その頭の回転もイザベラにはないものだった。

「クラリッサ嬢のことも、『いじわる令嬢』のせいになってるって聞きましたけど？」

「あら、ようやく？　けれど、全く噂に気づかなかった頃よりは、ましかしら。──それで、シュティーレ伯はく爵しやく家との顔合わせは上手うまくいったの？」

　水を向けられ、イザベラは言葉に詰つまった。瞬しゆん間かん、テレーゼの碧眼が鋭するどく細められる。

「まさか、フリッツさまにご迷めい惑わくおかけしたなんてこと、ありませんわね？」

「ないです、ないです。どちらかというと、フリッツの家の事情で、少々ありまして」

「ち……っ。まだ破談にはなりそうもありませんのね」

　思わずといった様子で零こぼれた舌打ちに、イザベラは脱だつ力りよくした。

「テレーゼ姫……、まだフリッツのこと諦あきらめてないんですか？」

「あら、私がいつ、フリッツさまを諦めるだなんて言ったのかしら」

　澄すまし顔で菫すみれの砂さ糖とう漬づけを飾かざりつけたケーキを口に運ぶテレーゼ。春先にフリッツと出会ったテレーゼは、その優やさしさと別わけ隔へだてのなさに恋こい心ごころを抱いだいた。

　あの手この手でイザベラとフリッツの離り間かんを試みたが失敗し、逆に二人の背中を押すような形になってしまったのは、テレーゼの中でも一生の不覚となっているのだ。

「フリッツとあたしの婚約が成立したら、さすがに諦めますよね？」

　イザベラが確かく認にんを口にすると、ケーキを飲み込み、甘さを堪たん能のうした後で、テレーゼは愛らしい笑えみを向けてみせた。

「貴族の婚約なんて、お家の事情で破談するというのはよくある話でしてよ？」

「結婚するまで諦めないんですかぁ……？」

　正直、テレーゼに優まさっているところがないのは、イザベラも自覚している。だからと言ってフリッツが心動かすような浮ふ薄はくな人間でないということもわかっている。ただ、シュティーレ伯爵夫妻を見た後では、お家事情というテレーゼの言葉が、懸け念ねんとして胸に暗い影かげを落とした。

　本気で落ち込むイザベラに、テレーゼは傾かたむけていたカップを置いて問い直す。

「本当に何があったのかしら。フリッツさまのお家の事情なら、私のほうが詳くわしくてよ」

「言い切るんですか、テレーゼ姫ひめ？」

「もちろん。フリッツさまの周辺は調べましたもの」

「あ、そう言えば……。あたしが幼おさな馴な染じみってことも、知ってましたね」

　フリッツが留学に出る以前のことを調べ、親しくしていたイザベラの存在さえ知っていたテレーゼ。断言するだけの調査は済ませているのだろう。

　イザベラは悩なやんだ末に頭を下げた。

「詳しくお教えできないことは、ご了りよう承しようください。フリッツの家の、名めい誉よに関かかわりますから」

「いいでしょう。あなたに聞いたとは、他言しないと約束してさしあげるわ」

　シュニーの家出を言わずに、どう切り出すべきか。イザベラは逡しゆん巡じゆんし、テレーゼの情報収集能力を探さぐることにした。

「フリッツの異い母ぼ妹まい、シュニーのことも、お調べですか？」

「シュニー、シュナエフリーデね。……残念ながら、公おおやけの場にも出ない子を調べるのは難しいのよ。でも、母親の言動から想像すれば、あまり出来のいい子ではないように思うわね」

「ガブリエラ夫人の、言動ですか？」

　イザベラの問いに頷うなずきつつ、テレーゼは寛くつろいだ様子で背もたれに体を預ける。恋こい敵がたきながら、本ほん性しようを知るイザベラに姫として飾る必要はなく、本当に気を抜ぬいているのだ。

「あまり器量が良くないという話を、夫人がなさるのよ。自分に似ず、愛あい想そも良くないと」

「え？　フリッツは可愛かわいい子だって言ってましたよ。ガブリエラ夫人も、あたしより可愛いし、将来有望だって」

　テレーゼはイザベラの顔を観察するように見つめると、鼻で笑った。あなたに比べればね、と言わんばかりの態度に、イザベラは言い返せず話の先を促うながす。

「あの方、金髪がご自じ慢まんらしくて、娘むすめの黒くろ髪かみを嫌きらっているそうよ。それに食が細くて血色が悪いとお怒いかりになったり。まぁ、夫人が許せない最たる理由は、娘であることでしょうね」

　テレーゼが言うには、シュティーレ伯爵家の後妻に収まったガブリエラは、フリッツに代わる跡あと継つぎを産むことに腐ふ心しんしていた。だが、結けつ婚こん生活の中で生まれたのは娘のシュニーだけで、ガブリエラは焦あせっていたという。

「そしてこの春、恐おそれていたとおりフリッツさまは帰国と共に継けい嗣しにおなりですわ。ガブリエラ夫人がシュティーレ伯爵家に血を残すことはできなくなりましたの」

　子は鎹かすがいと言うが、貴族の結婚はもっと冷れい淡たんだ。家同士のつき合いを結ぶのが結婚で、子は血と名と財産を後世に継ぐための存在。

　血も名も財産も継げない女児より、男児のほうに重きが置かれる。イザベラも、母が男児を産んでいればと、離婚に際して母方の親族に言われたことがあった。

「つまり、今までシュティーレ伯爵家で伯爵の次に偉えらかったガブリエラ夫人は、フリッツが継嗣となったことで、三番目に地位が落ちた？」

「それどころか。かつて追い出した相手ですもの。今後冷れい遇ぐうされても仕方ないでしょう」

　自じ業ごう自じ得とくと失しつ笑しようするテレーゼ。イザベラは教えてもらった情報から、ガブリエラの立場を考えてみた。

　ガブリエラの血を継ぐ子が継嗣になるのなら、生母として地位は安あん泰たい。だが実際は、将来家から出る娘しか産めず、あの伯爵ではガブリエラが夫の愛に縋すがることもできないだろう。

「過去、本ほん邸ていから継嗣を追い出したんですもの。フリッツさまの代になれば、居場所がなくなると危き惧ぐし、婚約を先延ばしにしようと考えても、不思議はありませんのよ？」

「まさかテレーゼ姫、今回の顔合わせ、上手くいかないって予想してたんですか？」

「…………あら、お茶がなくなってしまったわ」

　無言の肯こう定ていとも取れる笑みを浮うかべて、テレーゼはイザベラに給きゆう仕じを命じる。

　カップに紅茶を注ぎつつ、イザベラは消えたシュニーに考えを巡めぐらせた。

　実母であるガブリエラが、テレーゼが言うように娘を疎うとんじていたのだとしたら。昨日イザベラに向かって放った言葉は、ただの嫌いやみだったのだろうか。

「あの状じよう況きようで、嫌みを言うくらいの図太い神経なら……」

　フリッツが言うように、シュニーの失しつ踪そうを演じて顔合わせを潰つぶした可能性はある。

「でも、もし家でもシュニーに辛つらく当たっていたんだとしたら？」

　娘として生まれたという理り不ふ尽じんな実母の冷遇に加え、フリッツという継嗣の出現で、シュニーは家に身の置き場がなくなってしまったのではないか。

　そう考えると、フリッツが身を固める前段階の婚約は、シュニーにとっても忌き避ひすべきこと。将来を悲観し、自ら家を飛び出した可能性があるかもしれない。

「うぅん……。でも、何処どこに行ったのかしら？　見つからないのは、変よね？」

「イザベラ、私を前に無視を決め込むなんて、立派になられたわね？」

　思考に没ぼつ頭とうしていたイザベラは、テレーゼの嫌みで我われに返る。

「ガブリエラ夫人とひと悶もん着ちやくあったのはわかったけれど、他ほかにも何かあったようね。フリッツさまの妹が、どうしたと言うのかしら？」

　探るテレーゼに、イザベラは余計に滅めつ多たなことは言えないと悩む。

　家庭内不和で七歳の女の子が家出し、失踪したかもしれないとなれば、シュティーレ伯爵家の醜しゆう聞ぶんだ。テレーゼ相手にも言えることではない。

　話を逸そらせないかと考えていたイザベラは、ふと、今日初めて出会い、強きよう烈れつな印象を受けた人物の名を口にする。

「確か、ラインハルト。ハートって呼べとか──」

「あら、ヘッセン子爵？　あの変わり者がフリッツさまと何かあったの？」

「知ってるんですか、テレーゼ姫。実は、シュティーレ伯爵家の近くで会いまして」

「シュティーレ伯爵家の近くで？　あの方の家とは距きよ離りがあるわね。誰だれか付近の貴族を訪ねていたのかしら」

　どうやらまだ社交界入りもしていないテレーゼでも知っている人物らしい。イザベラは社交界に興味を持てず疎そ遠えんにしていた自身の不ふ甲が斐いなさを一いつ旦たん胸に仕し舞まう。

「テレーゼ姫。幼いことが至高の美とか、そんなこと言われて迫せまられたりしてませんよね？」

「何を言っているの、イザベラ？　あの方はお父上のヘッセン方伯がお兄さまの──」

　何かを言おうとして、テレーゼは一度口を閉じる。次いで小さく愛らしい唇くちびるに浮かんだのは、意地の悪い笑みだった。

「イザベラ、ヘッセン子し爵しやくについて知りたいのよね？　そうでしょ？　はいと言いなさい」

「は、はい……っ」

　思わず頷いたイザベラに、テレーゼは両手を合わせると、頰ほおの横に添そえて微笑ほほえんだ。

「でしたら、お兄さまのほうがヘッセン子爵についてはご存じよ。今からお呼びしましょう。えぇ、それがいいわ」

　イザベラに答える暇ひまを与あたえず、テレーゼは細い銀の鈴すずを鳴らして侍じ女じよを呼ぶ。

「あの、いきなりお呼びだてしては、ご迷めい惑わくでは？」

「今日は書類仕事ばかりだとお聞きしていたの。お茶に呼ぶいい口実ができましたわ」

　侍女のいる前で、完かん璧ぺきな姫君を演じるテレーゼは、イザベラに微笑み、兄である第一王子クラウスの招待を敢かん行こうする。

「お呼びしてまいりますから、イザベラ嬢じようは準備をお願いしますわね」

　先さき触ぶれを発した上で、断られないよう自ら出向く周しゆう到とうさ。

　イザベラは諦あきらめて、侍女と共にクラウスの席を用意して、自分の席を片づけさせる。

　クラウスとは知った仲とは言え、王族が集つどう席で、イザベラが座ってなどいられない。

　第一王子のクラウスは、テレーゼの同腹の兄。思い出してみれば、王おう妃ひから下か賜しされた鏡は、クラウスが誕生した頃ころに曰いわくがついたのだ。

「どんな顔して会えばいいのよ？」

　準備を終えた侍女は退出し、イザベラは一人、王族兄妹きようだいが戻もどるのを待って呟つぶやいた。

　室外で複数の足音が聞こえ、イザベラは慌あわてて深く頭を下げる。

　遠えん慮りよなく扉とびらが開けられたことで、部屋の主であるテレーゼが戻ってきたことに間ま違ちがいはない。案内と言葉を交かわすのは、聞き覚えのある低く通りの良い声こわ音ね。クラウスのものだった。

　扉も閉められ、室内には三人しかいなくなったというのに、いつまでもイザベラに体勢を楽にする許可が出ない。

　頭を下げたまま訝いぶかっていると、クラウスの嘆たん息そくが聞こえた。

「訪ねる相手の服装を調べるなど、初歩的なことだろう。しかもティアナローゼの側そば付つきであるなら容易に知れるはず。……さては、何か悪戯いたずらを仕かけられたか？　まぁ、それでも簡単に引っかかるとは、学ばない奴やつめ」

　いきなり嫌みを投げてくるクラウスに、イザベラは強しいて文句を飲み込む。すると感心したようなクラウスの声に続き、上じよう機き嫌げんに笑うテレーゼがようやく許可を出したので顔を上げた。

「どうですか、お兄さま？　イザベラも少しはましになったでしょう」

「ふむ、いつものように怒おこってすぐ頭を上げるものだと思っていたが……。ただ、今の表情を見ていると、素す直なおに感心はできないな」

　イザベラがクラウスと出会ったのは、夏の別べつ荘そう地ち。不ぶ躾しつけな上流貴族だと思い、喧けん嘩か腰ごしで相手をしていたら、実は国の第一王子だと知ったのは、夏も終わる頃だった。それ以来、嫌みやからかいで、イザベラの反応を見て面おも白しろがるのは変わらない。

「まぁ、それは対象外でしてよ？　あんな愛あい想そ笑いも忘れた警けい戒かい心しん剝むきだしのお顔なんて」

　心中を言い当てられ、イザベラは片手を頰に添えて表情を改めようと苦心した。

「ではお兄さま、約束ですわよ」

「しようのない奴だな」

　何やら言葉を交わすと、テレーゼは踵きびすを返す。

「イザベラ、私は少々用事ができましたから、お兄さまのお相手をお願いするわね」

「はい……っ？」

　イザベラが説明を求めようとする間に、テレーゼは滑すべるように部屋を出て行ってしまった。

　クラウスは呼び出した本人の退出など気にも留めず、用意された椅い子すへと長い足を持て余すようにして座る。

　窓から差し込む光に照らされ、クラウスの形良い額の上で金色の髪かみが煌きらめいた。同じ碧へき眼がんでも、テレーゼと違い静かな意志を感じるのは、伸のびやかな眉まゆや通った鼻筋が男性らしい凜り々りしさを演出するからか。

　貴公子の登場を知ったわけではないだろうが、窓の外に小鳥が鳴き交わしながら集う。

「今さら俺の顔に見み惚とれてどうした？　給仕のために立っているのではないのか？」

「う、そんな──、そのようなことはございません」
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　見惚れてなどいないと否定して、イザベラはクラウスのカップに紅茶を注いだ。

「座れ、イザベラ。ティアナローゼが戻るまでの話し相手くらいは、そそっかしいお前でもできるだろう？　それと、その言こと葉ば遣づかいもやめろと言っている」

　有う無むを言わせぬ一いち瞥べつを向けられ、イザベラは長嘆息を吐はき出した。

　本来、第一王子と同じ席につけるような身分はない。けれど、第一王子とは知らされずクラウスと関かかわっていたことがあるため、二人の時にはその頃のまま話せと命じられているのだ。

「クラウス、今度はどんな悪戯なのよ？　テレーゼ姫ひめはどちらに行かれたの？」

　聞きながらクラウスと向き合う席に座り、自身のための紅茶を注ぐ。

「さてな。子供の悪戯の理由など、面白そうという以外にあるのか？」

　顔形は似ていないのに、意地の悪い笑えみだけはよく似た表情でクラウスははぐらかす。機嫌良さそうにカップを傾かたむけたクラウスは、イザベラに水を向けた。

「昨日、シュティーレ伯はく子息と婚こん約やくの申し出に出向いたが、不調だったそうだな」

「……っ、テレーゼ姫。言わないでって言ったのに」

　呻うめくように呟いたイザベラは、睨にらむ勢いでクラウスを見つめた。

「そう怖こわい顔をするな。別にティアナローゼはお前から聞いたとは言っていない。それに俺も余人に他言する気はないさ。余人には、な」

　クラウスの含ふくみに、フリッツを直接からかいに行くという意図があるなどとは気づけない。

「それで？　シュティーレ伯爵夫人と不調に終わったか、それともシュティーレ伯爵本人がもっと割のいい婚こん姻いんを望んだか？」

「あ、そういう人物評価なのね、あの方々……」

「ふん、当たらずも遠からずか。シュティーレ伯爵夫人が伯爵家の家か督とくに執しゆう心しんしているのは周知だ。対して伯爵は貴族の常道から外れぬ面白味のない男と言われる。ティアナローゼが申し出れば、すぐにでも息子むすことの婚姻を調整するだろう」

　クラウスの語る予想に、イザベラは額を覆おおって項うな垂だれた。貴族として、王家との婚姻は慶けい事じに他ほかならない。相手が国王の愛まな娘むすめとして名高い末姫ならなおさらだ。フリッツの相手がテレーゼであったなら、ガブリエラも文句を差し挟はさむ余地などなかっただろう。

「そんなの、フリッツが受け入れるわけないわよ。ないけど、もし、万が一そうなったら、クラウスはいいの？　テレーゼ姫をフリッツに取られても？」

　この国の次期国王はまだ決まっていない。その座を争うのは第一王子であるクラウスと、第二王子であるエリックだ。フリッツはエリックの側近であり、結婚してしまえばテレーゼは第二王子側へと行ってしまうことになる。

　未いまだにフリッツへの恋こい心ごころを捨てていないテレーゼを、クラウスが止めてくれないかと願っての問いだったが、クラウスは探さぐるようにイザベラを見た。

「それでシュティーレ伯子息が、花を手放すのなら摘つみに行ってもいいとは思うが、な」

「え、何？」

　低く吐かれる言葉を聞き逃のがしたイザベラの問いに、クラウスは口の端はしを上げて失しつ笑しようした。

「女二人に取り合われるとは、シュティーレ伯子息も贅ぜい沢たくな身分だ」

「それ、婚約者候補大量にいるクラウスが言うことじゃないと思うわよ」

　第一王子には決まった相手がいない。そのため、候補となる女性は枚挙に暇いとまがないが、有力なお相手はいないまま。

「ふ、お前を婚約者にすると発表したら、王宮は蜂はちの巣を突つついたような騒さわぎになるだろうな」

「や、やめてよ！　悪戯にしてもたちが悪いわ！」

　心底面白そうに笑うクラウスの趣しゆ味みの悪さに、イザベラは語気を強めた。声に驚おどろいたのか、窓の外に集っていた小鳥は我われ勝がちに逃にげ出す。

　そんなイザベラに目を細めたクラウスは、不意に視線を逸そらして息を吐いた。

「今はまだ、ティアナローゼのこの悪戯くらいならつき合ってやるさ」

「このって、あたしとクラウスを置き去りにした悪戯？　どうしてそれが今──あ」

　遅おそまきながら気づいたイザベラに、鈍にぶいとクラウスは笑う。

　婚約者の決まっていない第一王子と、二人きりでお茶をする現状は、イザベラが格別に親しい女性であると喧けん伝でんするようなもの。

「う、噓うそでしょ！　テレーゼ姫ったら！」

「気づくのが遅い。全く、シュティーレ伯はく爵しやく家の事情より、もっと己おのれの風聞に気を回せ」

　クラウスの尤もつともな指し摘てきに、イザベラは紅茶と共にはめられたという悔くやしさを飲み込んだ。

「シュティーレ伯爵夫人の話をしていて、ヘッセン子爵について聞いたとなれば、不ふ倫りんか？」

「ごっふ……！　えっほ、けほ…………っ。な、なな、なんでそうなるのよ！」

　紅茶に咽むせながら問い質ただすイザベラに、クラウスはハンカチを差し出そうとする。

「結構です。それよりどういうこと？　不倫って、ハートってどんな人なの？」

　自分のハンカチで口元を押さえ、イザベラは真意を問う。

　クラウスは面白がるように片眉を上げると、まず端たん的てきに教えた。

「ヘッセン方伯の数いる息子の中で、最も度し難がたく、最も華はなやかな男だ」

　イザベラは思わず頷うなずく。ハートの言動はどうしようもなく自分本位で意味不明だ。と同時に、見た目と所作は大おお仰ぎようだけれど美しく、役者になったほうが良いのではないかと思われるほど。

「本当に知らないのか。相変わらず疎うといな。社交界では有名人だぞ」

　呆あきれてみせるクラウスに、イザベラは半眼になって先を促うながす。

「ヘッセン子爵は社交界で数々の浮うき名なを流している。その無節操さは老ろう若にやく男なん女によを問わず、一夜で十人を口説き落としたという逸いつ話わもある」

　噂うわさとはあくまで誇こ張ちようされた話であることを、イザベラは身をもって知っている。ただ、どうしても聞き流せない単語があった。

「聞き間ま違ちがいかしら？　老若……、男女？」

　イザベラの確かく認にんに、クラウスはゆっくり見せつけるように頷く。

「そう、男女を問わず愛を育はぐくむからこそ、無節操と言われるんだ。本人は美しさに男女の別はないと宣言しているらしいが。まぁ、まず貞てい淑しゆくを尊ぶ者は近づかん。ただ、夫ふう婦ふ仲が上手うまくいかない夫人ほど、ヘッセン子爵の睦むつ言ごとは効くらしい」

　言われて、イザベラも最初のクラウスの予想の理由がわかった。

　まだ一度しか会ってはいないが、シュティーレ伯爵夫妻は仲睦まじい夫婦には見えなかった。

「他にもおかしな言動が話題になる男だ。確か何処どこかのサロンで、全すべてを捧ささげてもいいと思える相手の条件は何かと聞かれた時、熟うれた林りん檎ごのような女性と結婚したいと公言していた」

「熟れた林檎？　林檎のような女性って言ったら、頰ほおが丸くて赤い、血色のいい人かしら？」

「そう。大多数が、お前のように考えた。だが、あの男は、林檎のような頰の淑女も熟女も一様に断った。ヘッセン方伯の縁えん戚せきに連なりたい者は多いからな。一時期相当な数の見合い話が舞まい込んでいたせいで、ヘッセン方伯自身、息子がわからんと頭を抱かかえていた」

　先ほどから、言葉の端々にハートやヘッセン方伯との繫つながりが窺うかがえる。テレーゼも、クラウスを呼ぶ前にヘッセン方伯と関わりがあるようなことを言っていた。

「……ハートは、あなたの部下なの？」

　思わず問うイザベラに、クラウスはなんとも言えない嫌いやそうな顔をした。いつも余よ裕ゆうのあるクラウスにしては、珍めずらしい表情だ。

「イザベラ、ハートと呼ぶくらいだ。会ったことがあるのだろう？　なら、誰だれかの下につくような者かどうかくらい、わかれ。何より、俺があんな奇き矯きような人物を、手元に置くと思うのか？」

「あ、うん……。なんか、ごめん。そう、よね。ハートがクラウスの近くで仕えてるとか想像できな──ぷっ、ふふ」

　クラウスの後ろで踊おどるように回るハートを想像してしまい、イザベラは噴ふき出す。

「何を考えているんだ、何を」

　言って、クラウスは卓たく越ごしに腕うでを伸のばし、イザベラの額を突いて、笑うのをやめさせた。

「最近ではとみに理解が及およばん、とヘッセン方伯から相談を受ける。若いからと言って、俺があんな男の考えなどわかるわけがないというのに」

　クラウスは、ヘッセン方伯の愚ぐ痴ちにつき合わされているようだ。

「最近は純じゆん粋すい無む垢くの美を謳うたい、幼い者にまで手を出しているとヘッセン方伯が嘆なげいていてな」

「え……！　と、止めないの、それ？」

　知っていて野放しかとイザベラが目を瞠みはると、疲つかれた様子でクラウスは首を振ふった。

「奴やつは基本、無む理り強じいなどしない。幼くとも本人が好きであの男と一いつ緒しよにいては、引き離はなすだけで大泣きされるらしい。……中には泣きすぎて熱を出したり、鼻血を出したり。一度手を打とうとしたヘッセン方伯が、憔しよう悴すいしきっていた」

「うわぁ……。なんだか、思ったより、うぅん、思った以上にすごい人ね」

「イザベラ、もし関かかわるならお前も気をつけることだ。『いじわる令れい嬢じよう』と呼ばれる己の風聞が、あの男と知り合うことでどう曲解されるか、わかったものではないぞ？」

「う、うん。気をつけるわ。──あ、お茶のおかわり、いる？」

「貰もらおう……」

　イザベラの申し出に、クラウスは気疲れした様子で応じた。

「そっか、やっぱりハートにはその気が……あ！」

　紅茶を注ぎつつ呟つぶやいたイザベラは、思いついてしまった可能性に声を上げる。

「どうした、イザベラ？」

「な、なんでもないわ、なんでもない！」

　訝いぶかるクラウスに激しく首を横に振ったイザベラは、言えるわけがないと心中で叫さけんだ。

　いなくなった少女と、近くに住んでいるわけでもないのにうろついていた浮名持ちの子爵。もし、ハートとシュニーが出会っていたとしたら。

　美少女だから何処どこかの貴族に攫さらわれたという、突とつ拍ぴよう子しもない考えが現実味を帯びてしまう。

　シュニーはハートの毒どく牙がにかかってしまったのではないか。恐おそろしい想像に、イザベラの心中は荒あら立だった。
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「フリッツ。誘ゆう拐かいされたせいでシュニーがいなくなったって、ありえると思う？」

　クラウスからハートの話を聞いた翌日。イザベラはフリッツを家に呼び、懸け念ねんを伝えた。昨日シュニーを捜さがしてシュティーレ伯爵家近くで出会い、少女の美について力説されたことも。

「ヘッセン子爵のラインハルトか…………」

　フェルローレン家の談話室で、フリッツは頭を抱えた。

「幼少の美を語る噂なら、俺も聞いたことがある。シュニーのいなくなった翌日に、屋や敷しきの近くをうろついていたのは、確かに怪あやしい。けれど、怪しいと言えるだけだ。ベラが否定したように、伯爵家に喧けん嘩かを売る可能性を考えれば、誘拐なんかするより、正面から親交を深めるほうが賢かしこいやり方だ」

「そう、なんだけどね。ねぇ、フリッツ。シュニーはまだ何処にいるかもわからないの？」

　懸念を払ふつ拭しよくしきれないイザベラの問いに、フリッツは首を横に振る。

「一昨日おとといのシュニーの行動について聞き取りをしたんだが、どうも自分で使用人を遠ざけ、その間に屋敷を出たようだ。自ら裏口を開けたという目もく撃げき証言も出た」

「自分で裏口に？　つまり、それって……、家出？」

　テレーゼから話を聞いた時に考えもしたが、まさか本当に家出をしていたとは。

「そう、家出だ。だがどうして家出なんか……、いや。俺が、もっと目を配っていれば」

　後こう悔かいの言葉を吐はき出すフリッツだが、イザベラからすれば致いたし方かたのないことに思えた。

「フリッツはシュニーと会って日が浅いんだし。ガブリエラ夫人が娘むすめへの不満を零こぼしていたことを、フリッツが知らないのは仕方がないわ」

　喫きつ煙えん室に男性だけが集まって話をするように、女性も男子禁制で話し込む場がある。そんな場で有名な話をテレーゼが知っていても、フリッツが知らないのは無理のないことだった。

「だからって、シュニーが虐しいたげられている可能性にも気づかなかった、俺の間ま抜ぬけさの言い訳にはできない。娘だって、自分の子供だろうに」

　固く指を組み合わせるフリッツに、イザベラはかける言葉が見つからない。すると、フリッツは吐き捨てるように告げる。

「あの二人は、家出かもしれないとわかった途と端たん、シュニーの捜そう索さくをやめた……っ」

　イザベラは目を瞠った。家出という淑女にはあるまじき風聞の悪さに、行方ゆくえの知れない幼い娘を捜さないなど、見捨てるようなものだ。

「家出なんてした娘の分別のなさに、父さえ呆れたと言うんだ。あの継まま母ははは、未いまだにイザベラが唆そそのかしたんじゃないかと、馬ば鹿かなことを言っている」

「おかしいわ、そんなの……っ。だって、シュニーにも家出した理由があるはずよ」

　フリッツに言っても仕方がない。それでもイザベラは言わずにはおれなかった。

「そのとおりだよ、ベラ。そんなことも、考えつかないんだ。幼いあの子が何故なぜ、家出なんてしたのかさえ、考えようともしないで、体面を気にしてるんだ」

　くだらないとでも言いたげに、フリッツは歯は嚙がみした。

　やるせない様子のフリッツに、イザベラは肩かたへと手を添そえる。

「フリッツ、あたしも手伝うわ。あたしたちで、シュニーを捜してあげましょう。もう丸一日以上が過ぎてるのよ。捜してくれるのを待ってるか、飛び出したはいいけれど帰れないか。なんにしても、きっと、寂さびしい思いをしているわ」

　実の両親が何もしないのなら、なおのこと放ほうっておけないとイザベラは同情を深める。

「そう、そのとおりだ。…………どうしてこんな当たり前の思いやりが、ないんだろうな。わかっては、いた。近づいてもいいことはないと今でも思ってるけど、全部裏目に出るなんて」

「全部って、ご両親や伯はく爵しやく家のことよね？　シュニーのこと以外に、何か問題あるの？」

「…………君が誰にでも優やさしいのは知っているし、それが美点だとは思うけど、本当にもう少し、自分のことも考えてくれないか？」

　フリッツはイザベラの手を取って真しん剣けんにお願いする。今まで身を挺ていして他人を庇かばい、怪け我がを負っているイザベラは最近何か心配をかけることをしたか、逡しゆん巡じゆんした。

「シュニーがいないままじゃ、顔合わせもできないだろ？　顔合わせの段取りに手間取ったのも、俺があの人たちと距きよ離りを取っていたせいでもあるんだ。もっと先を見み据すえて、関わっていれば……」

「フリッツのせいじゃないわよ。無理しないで。そんな苦しそうな顔してるのに」

「無理しないとやってられないよ。俺に関心がないならそれでいいんだ。もう、諦あきらめてる。でも、当たり前のように君のことにまで口を出されると、胸が、悪くなるような感情が湧わいてくるんだ」

　春に帰国してから、フリッツは第二王子エリックの側近として寝しん食しよくを共にしていた。つまり、家に帰っていなかったのだ。それだけ近づきたがらなかった家に、顔合わせのためもあり、ここのところ頻ひん繁ぱんに通っている。

　さらにはシュニーが虐げられた末に家出したかもしれないとなれば、心労はいや増すだろう。

　イザベラはフリッツを心配して言葉をかけた。

「あたしたちのことは、急がなくていいわ。時間をかけて周知させる方法だってあるじゃない。一緒に出かけたり、夜会に参加して、ね？」

　時間はかかるが、フリッツの同どう伴はん者しやとしての既き成せい事じ実じつを作ればいい。そんなイザベラの慰なぐさめに、フリッツは思わずといった様子で暗い声こわ音ねを漏もらした。

「はやく一緒にいたいと思うのは、俺だけなのかな？」

「え？　あ、そんなわけないじゃない。あたしが言いたいのは、そうじゃなくて……。ほら、すぐ一いつ緒しよになりたいなら最悪、駆かけ落ちすればいいんだから。フリッツばかりが無理する必要ないのよって、言いたかったの」

「……駆け落ち…………？」

　慌あわてて言い訳したイザベラは、虚きよを衝つかれたようなフリッツの呟きに、さらなる誤解を招いたかと冷や汗あせを浮かべた。

「べ、別にフリッツに伯爵位とか、王子さまの側近の座とか全部捨てろなんて言わないわ！」

「う、うん、わかってるけど……。ベラはそれでいいの？　家族は？」

　信じられないと言わんばかりのフリッツに、イザベラは家族や離はなればなれになる人を思う。

「お義父とうさまとお母さんは、あの仲の良さなら大だい丈じよう夫ぶでしょ。ヴィヴィも二人がちゃんと見てくれるでしょうし、本人しっかりしてるもの。リーテには王子さまがいるから大丈夫。テレーゼ姫ひめはクラウスと仲良くなって楽しそうだし。うん、何も心配いらないわ」

　イザベラが大きく頷うなずいて微笑ほほえむと、フリッツは途端に頭を抱かかえてしまった。

「え、え？　どうしたの、フリッツ？」

　予想外の反応にイザベラは狼狽うろたえる。声をかけると、フリッツは頭を抱えた手をずらして、指の間からイザベラを窺うかがった。

「……なんか、俺…………、思ったよりベラに、愛されてるなって、思って」

　否定はしないが、愛を実感されたと言われる気き恥はずかしさに、イザベラは頰ほおを染める。

「思ったよりって、どうしてよ？　あたし、ちゃんとフリッツのこと、その……、好きよ？」

「うん、ありがとう。…………駆け落ちを考えるってさ、ベラが大事な家族たちと、俺を比ひ較かくして、俺を選んでくれるってことだろ？」

　頭から手を下ろしたフリッツは、口元を隠かくすようにして喋しやべる。フリッツの耳が赤いことに気づいて、イザベラは嬉うれしいやら恥ずかしいやら、スカートを握にぎり込んで肯こう定ていした。

「当たり前よ。フリッツはあたしだけの大事な人だもの」

　そう答えた途端、フリッツに抱だきつかれ、イザベラは驚おどろいて身を硬かたくする。顔色を窺えないほど強く抱き締しめられ、イザベラは身み動じろぎながら呼びかけた。

「フリッツ、動けないわ」

　何より、逞たくましい腕うでの感かん触しよくやフリッツに包まれるような熱が伝わる体勢が、心臓の動きを激しくする。イザベラは強すぎる胸の高鳴りに息さえ詰つめた。

「ごめん、ちょっと、このままで……。色々限界。嬉しすぎて、頭が回らないや」

　震ふるえるフリッツの声に、イザベラの頰へとさらに血が集まる。迷った末に、抱き返そうと、手を伸のばした瞬しゆん間かん、談話室のノブが音を立てて回った。

　室内からの応答を待たずに無ぶ遠えん慮りよに開けられた扉とびらの向こうには、ヴィヴィが立っている。

「あ、いたいた……って、なんか悪いところに来ちゃったみたいだね。ま、いいや。フリッツ、ちょっと聞いていい？」

　外出から戻もどったのか、余所よそ行きの靴くつを履はいたヴィヴィが、談話室の椅い子すに勝手に座る。談話室にある硝子ガラス戸の向こうでは、木の葉を翻ほん弄ろうするように秋風が強く吹ふいていた。

　気まずく目を見み交かわし、イザベラはフリッツと離れて皺しわの寄ったスカートを戻す。仕切り直すように咳せき払ばらいすると、頰が熱いままヴィヴィを叱しかりつけた。

「い、いきなり入ってくるんじゃないわよ……っ。それに知った仲でも、まずは挨あい拶さつでしょ」

「や、フリッツ。景気の悪そうな顔してるじゃん。代わりにベラ真っ赤だけど」

　イザベラをからかうために声をかけるヴィヴィに、フリッツは苦く笑しようを返して肩を竦すくめた。

「そうだな、あまり状じよう況きようが良くない。そんな俺でいいなら、何が聞きたいのかな？」

「もう、フリッツも怒おこっていいのよ？」

　ヴィヴィの不ぶ躾しつけさにイザベラが口を挟はさむと、当のヴィヴィが煩うるさげに手を振ふって、フリッツに問いを向けた。

「フリッツさ、伯爵家継ついだとして、異い母ぼ妹まいを自分と同じように家から追い出すつもりってある？」

「はぁ……っ？」

　いつも以上に失礼な問いにイザベラが声を上げても、ヴィヴィは怯ひるまず問いを続けた。

「ま、母親は追い出されてもしょうがないことしてるし？　そんな母親の血を引く妹なんて可愛かわいくないだろうし。母親だけ他所よそにやって、異母妹育ててやる義理なんてないもんね？」

　煽あおるように鼻で笑うヴィヴィに、フリッツよりもイザベラのほうが怒いかりに肩を震わせた。

「家出したら、これ幸いと見捨てるよねぇ。社交界に入れるだけお金かかるし。いい嫁とつぎ先探すのも苦労するしさ。それより、自分の婚こん約やく者に手間かけたいってもんでしょ」

「い……、いい加減に…………っ」

　イザベラが怒ど鳴なってでも止めようとすると、フリッツが片手を上げて制した。

　ヴィヴィは眉まゆを上げてフリッツの反応を待っている。イザベラは、フリッツの瞳ひとみに思案する色を見つけた。

「ベラ、ヴィヴィにシュニーのことを言った？」

　フリッツの問いに、イザベラは息を吞のんで首を横に振った。シュニーが家出したことなど、今フリッツに聞いて知ったくらいだ。

「……ヴィヴィ。君はシュニーの家出に一枚嚙んでいるな」

　思わぬフリッツの言葉に、イザベラは反射的に否定の言葉を投げかけた。

「まさか！　だって、あたしに他人になんか深入りするなって言うような子よ？　そのヴィヴィが他人の家出に手を貸すなんて──」

　ありえない。そう言おうとしたイザベラより先に、ヴィヴィが頷いてみせた。

「そ、家を抜ぬけ出したのはシュニーだけど、その後移動させたのには関かかわってるよ」

「え、えぇ！　何考えてるのよ、ヴィヴィ！」

「うっさいなぁ。小さな女の子が、見つからないほど家の側そばから離れられるわけないっしょ。手引きした人間がいることくらい、想像つくって」

「そうじゃなくて。どうしてあんたが、シュニーの家出を手伝ったのかってことよ！」

「そう言われると語ご弊へいがあるんだよね。ま、フリッツは想像ついてるかもしれないけど、あたしが言った台詞せりふは、シュニーから聞いたことだから」

　ヴィヴィが並べた不躾な質問は、シュニーの胸の内。フリッツは厳しい面おも持もちで、ヴィヴィに先を促うながした。

「ふぅん、妙みように冷静だと思ったら、継まま母はは関係のこんな下げ衆すの勘かん繰ぐりは慣れっこってこと？　でも、出所がシュニーだと他人ひとごとじゃいられないってとこか」

　ヴィヴィは片眉を上げて、フリッツの心中を推察する。言われてみれば、確かに父親や継母に対する言動は一線を引いている雰ふん囲い気きがあるとイザベラも納なつ得とくした。比して、シュニーに対しては同情的で親身な様子がある。

「家から追い出されるってのは、母親からフリッツとの不仲を聞いていたからみたい。追い出すって言わなくても、そうされても仕方がないと思うくらい、ちゃんと家の状況わかってる」

　七歳の少女が、考えなしに飛び出したわけではない。そう語るヴィヴィは、シュニーが二日前、家出に踏ふみ切ったきっかけを教えてくれた。

「ベラが顔合わせに行った日、シュニーが母親に、フリッツが連れてくる客がどんな人か聞いたんだって。で、なぁに考えたんだか、母親は『いじわる令れい嬢じよう』の話を聞かせたらしいんだよね」

　ヴィヴィが聞く限り、『いじわる令嬢』の噂うわさの中でも、他人をいびり殺したとされる一番凶きよう悪あくな話を聞かせたらしい。

「なんってことしてくれるのよ、あの人……！」

　高こう慢まんそうだったガブリエラを脳のう裏りに描えがき、イザベラは憤ふん懣まんを吐はき出す。そんな姉を気にも留めず、ヴィヴィは続きを口にした。

「で、シュニーは自分もいびり殺されると思って家出したんだって。母親はもちろん、『いじわる令嬢』を連れてくるフリッツも助けてくれないと思い込んで」

「え……？　もしかして、シュニーの家出、あたしのせい？」

　イザベラが狼狽えると、フリッツはきっぱりと首を振った。

「ベラ、そうじゃない。悪意ある噂を聞かせたあの人が悪いんだ。実の娘むすめにまで……っ」

　イザベラの髪かみを優やさしく撫なでるフリッツは、顔を顰しかめる。そんな様子を眺ながめ、ヴィヴィは気まずげに頰を搔かいた。

「あのね、実は、シュニーを最初に見つけたの、あたしじゃないんだよね」

　他ほかにも家出を助けた者がいる。ヴィヴィは視線を横向けたまま、当日の様子を話し出した。

「衝しよう動どう的に飛び出したけど、外なんて知らないから、シュニー大泣きでさ。その声聞きつけて、いきなり走り出して……。そしたら、シュニー抱かかえ込んで親捜さがすんじゃなくて、保護しようとか言って連れ去っちゃったんだよね…………、ハートが」

「ハートが……っ？」

「本当にラインハルトだったのか！」

　絶句するイザベラとフリッツに、ヴィヴィは止めたのだと言う。

「ほら、あの日サロンに送ってもらったじゃん？　そこにいた友達と一いつ緒しよになって止めたんだけど、ハートって人の話聞いても言うことは聞かないんだよ」

　シュニーを連れ帰ってしまったハートを追って、家に帰すよう説得したが聞き入れられず。

「何より、シュニーが怯おびえて帰りたくないって言うから、それを免めん罪ざい符ふにハートが帰さなくて。そのままハートの別べつ荘そうに」

「ヴィヴィ、それはシュニーに『いじわる令嬢』の噂が噓うそだと言って、身の危険はないと説得したらいいんじゃないか？」

　フリッツの尤もつともな指し摘てきに、ヴィヴィは疲つかれたような表情を浮うかべた。

「もしシュニーが帰るって言っても、あのハートが素す直なおに帰すかはわかんない。ハートの変人ぶりは、言葉じゃ表しきれないからさ。こっちも手を焼いてんの」

　頼たよりない答えを返すヴィヴィは、それでも努力はしているのだと弁明する。

「シュニーの家出を知ってるのはハートを抜いて七人。フリッツの家の醜しゆう聞ぶんになるし、どう見てもハートが幼女攫さらった事件だし、自分たちの家にも秘密でシュニーの助けになれるよう動いてはいるんだって」

　友人とは言え、ハートの奇き行こうも性せい癖へきも知っているので、シュニーとの間に間ま違ちがいが起きないよう、一人は必ずハートについて見張っているのだとか。

「ふぅ……。ありがとう、ヴィヴィ。ラインハルトに連れ去られたと聞いた時には焦あせった」

　シュニーを案じて息を吐くフリッツに、ヴィヴィは向き直った。

「シュニーとできる限り二人きりにしないように見張ってはいるんだけど、みんないつまでも見張れるわけじゃないよ」

　問題は、ハートがシュニーを帰す気がなく、シュニーも帰宅を拒きよ否ひしてしまっている現状。

「一日経たって、シュティーレ伯はく爵しやく家の動きが鈍にぶすぎるって、あたしらの中でも問題になっててさ。……まぁ、こっちとしては悪事ばれそうにもないから安心な面もあるけど」

　ヴィヴィの指摘にフリッツは耐たえるように目を閉じる。

「ヴィヴィ、フリッツの家のことはあんたも知ってるでしょ」

　思わずイザベラが口を出すと、ヴィヴィは縮れた赤毛を引っ張った。

「まぁね。知ってるからこそ、あたしはあんまり時間かけるべきじゃないって思ってんの」

「どういうことよ？」

「つまり、フリッツが直接シュニーに会って説得しちゃわない？　ってこと」

　ヴィヴィの提案にフリッツは真しん剣けんな顔で向き直る。

「いいのか？　ラインハルトはシュニーを帰す気がないんだろう？」

「いいの、いいの。ハート、元から他人の言うこと聞かないし。シュニー動かしてくれたほうが早いって。友達の中でも、いつまでも隠かくれてるわけにはいかないって話になってんだ」

　匿かくまってはいても、所しよ詮せん当事者ではない。お家事情の解決など外からはできないのだから、中の人間を引き入れて解決を要よう請せいするのが順当な手段だ。

「それにさ、あたしはフリッツのこと知ってるし？　……継母憎にくしで妹虐しいたげたら、どっかの世話焼きが口挟はさんでくるのもわかってるし、ね？」

　半眼になって笑うと、ヴィヴィは意味ありげにイザベラを見る。

「ちょっと、ヴィヴィ。フリッツがシュニーを虐げるなんてこと、あるわけないでしょ」

「だってよぉ？」

　イザベラが眉を顰ひそめると、余計に面おも白しろがる様子でヴィヴィはフリッツに視線を向けた。

「ふ……。確かに、ヴィヴィは俺を良く知ってる」

　頷うなずくフリッツに、ヴィヴィは立ち上がる。

「じゃ、すぐ行こう。今日ハートは別荘に顔出す予定ないから」

　そうヴィヴィに促され、イザベラも立ち上がる。

「ベラは来なくていいから」

「なんでよ、ヴィヴィ！」

「そうやって怖こわい顔してたら、シュニーに怯えられるに決まってるじゃん」

　呆あきれたように指摘され、イザベラは慌あわてて表情を繕つくろう。

「はい、駄だ目め。眉まゆ顰めたままだし、口元引き攣つってる」

　駄目出しをするヴィヴィに、フリッツが口くち添ぞえをした。

「ヴィヴィ、我が家の事情に巻き込んで申し訳ないけど、俺はベラにもいて欲しい。あまり、妹の扱あつかいというものが、わからないんだ」

「はぁ……。連れて行くだけ、面めん倒どうごと増える気しかしないんだけどな」

　憎まれ口を叩たたきつつ、ヴィヴィはそれ以上イザベラの同行を拒否しなかった。

　フェルローレン家から少し離はなれた所に停とめてある馬車に乗り込み、シュニーが匿われているというハートの別べつ荘そうを目指す。

「あ、少し家に寄ってくれないか？」

「言っとくけど、今の状じよう況きようでシュニーが見つかったなんて家に報告しても、ハートの家と諍いさかいにしかなんないよ？」

　フリッツの頼たのみに、ヴィヴィはすぐさま釘くぎを刺さす。決まり悪げに、わかっていると苦く笑しようしたフリッツは、黒こく褐かつ色しよくの髪を搔き回して目的を告げた。

「さっきも言ったとおり、シュニーに帰宅を説得するにも、俺は共通の話題を持ってない。少しでも話の糸口になりそうな物を、シュニーの部屋から拝借してこようかと思って」

　着の身着のままで飛び出したシュニーに、普ふ段だん使いの物を見せて里心を擽くすぐる。物で釣つるような方法しか思いつかないことを、フリッツは恥はじているようだった。

「いい思いつきじゃない、フリッツ。理り屈くつで説得するだけより、シュニーから家出の理由を聞き出せるかもしれないわ」

　フリッツがシュニーへ歩み寄るための手段を講じようとすることに、イザベラは賛同した。

　ヴィヴィは一つ頷くと、シュティーレ伯爵家の近くに馬車を向かわせる。フリッツだけが一度降りて、徒歩で屋や敷しきへ。

　馬車に戻もどってきたフリッツは、人形の入った籠かごを持ち帰る。人形の足元には、櫛くしやリボンなど普段使いらしい日用品も入っていた。

「じゃ、今度こそハートの別荘行くよ」

　ヴィヴィは御ぎよ者しやに命じて馬車を走らせる。ハートの別荘は王都近きん郊こうにあった。

　農作地からも離れた場所に一いつ軒けんの屋敷が建っており、周囲に屋敷以外の建物はない。農家に比べれば大きな屋敷だが、辺りは拓ひらかれておらず、屋敷が目立つこともなかった。

「ここは、狩しゆ猟りようが趣しゆ味みのハートが近くの森で狩かりをするために買った別荘なんだって。森自体は父親の関係者から借りてるとか。まぁ、そこら辺の面倒な話は必要ないや」

　説明を途と中ちゆうで投げたヴィヴィは、別荘の前に馬車が停まってもすぐには降りなかった。

「言っとくけど、あたしだって交友関係には気をつけて振ふる舞まってんだからね。ベラ、余計なことは言わないように」

「何よ、いきなり？　あたしだってテレーゼ姫ひめに作法教えてもらってるんですからね」

「はい、はい。フリッツ、ベラのことは任せたから」

　お座なりに手を振り、ヴィヴィを先頭に馬車を降りる。玄げん関かん扉とびらを開ける使用人に、ヴィヴィは普段とは比べ物にならないにこやかさをみせた。

「あ、そういうこと……」

　イザベラは思わず呟つぶやく。つまり淑しゆく女じよを取り繕うため、口出し無用ということらしい。

「シュニーは今どちらかしら？」

　妹の変へん貌ぼうぶりに、イザベラは背筋がむず痒がゆくなる。思わず身み動じろぐと、フリッツが宥なだめるように肩かたに手を置いた。

「気持ちはわかるけど、少しはヴィヴィの頑がん張ばりを見守ってあげよう」

「うん、まぁ……確かにあれは頑張ってるわよね。正直、作り笑いは負けたと思う」

　どうしても引き攣ってしまうイザベラと違って、ヴィヴィの笑えみは自然に見える。

　そんなことを話していると、ヴィヴィと同じ年とし頃ごろの少女が屋敷の奥から現れた。麦むぎ藁わらのような色の髪かみから、シュニーではないとわかる。家出を助けた友人の一人だろう。

「ヴィクトリアさん、ご、ごめんなさい！」

「どうしたの？　いったい何が──」

　突とつ然ぜん取り縋すがって謝る少女にヴィヴィが理由を尋たずねる直前、新たに近づく足音が聞こえた。

「はっはぁ！　おいたはいけないね、『赤ずきん』！」

　軽快な笑い声を発して現れたのは、灰色の髪が特とく徴ちよう的なハートだった。

　いないと聞いていたイザベラとフリッツは驚おどろき、ヴィヴィも危あやうく作り笑いを崩くずしかける。

「ハ……、ハート。どうして、いらっしゃるのかしら？」

「おや、おかしなことを聞くね。ここは僕の別荘のはずだけれど？」

　ヴィヴィの問いに首を傾かしげ、ハートは別荘を示すように両手を上げてみせる。

「さてさて、それよりもそこで立ち尽つくしているのはお客人だね。やや、これは。懐なつかしきイザベラじゃないか！　と言っても、会ったのは昨日ぶりだけどね！」

　恐おそろしいほど陽気な声こわ音ねのハートは、誰だれの意見も聞かず客を持て成そうと言って応接室にイザベラたちを通した。

　狩猟のための別荘というだけあって、応接室には腕うで前まえを誇ほこるように立派な牡お鹿じかの角が飾かざられている。足元に敷しかれた黒い熊くま皮がわの敷しき物ものも、仕留めた獲え物ものなのかもしれない。

「おや、お客を連れてきた君がいなくなってどうするんだい、『赤ずきん』！」

　謝って来た友人と共に、応接室から出ようとしたヴィヴィを、ハートは呼び止めた。

「あの、『赤ずきん』って、妹のことですか？」

「そうだよ、イザベラ。ぴったりの名前だと思わないかい？」

　ヴィヴィは赤い頭ず巾きんなど被かぶっておらず、イザベラの知る限りそんな服も持っていない。

　イザベラの疑問の視線を受け、応接室に残ったヴィヴィは取り繕った言こと葉ば遣づかいで応じた。

「初めてハートとお会いした時に、まるで赤い頭巾を被っているような髪だと仰おつしやったのよ。最初の印象で、ハートは呼び名を決めてしまうの」

「ではどうして、ベラのことは名前で呼んでいるのかな？」

　いつもより低いフリッツの声に、イザベラは目を瞠みはる。同時に、腰こしを引き寄せられた。

「た、たぶん、『いじわる令れい嬢じよう』って呼ばれるのを、拒否したからじゃないかしら？」

　気恥ずかしさに嚙かみながら答えると、ハートは悩なやましげな顔と大おお仰ぎような動きで額に手を当てた。

「むむ、それは新たな呼び名を作ってほしいという要望だね！　『赤ずきん』の姉ならば、そう、『黒ずきん』なんてどうだい……っ？」

「嫌いや、です！」

　力いっぱい断れば、何が面白いのかハートは笑い出す。

「やはり君との会話はとても面白い！　そして聞いてくれ。この別荘に入ることを許している僕の友人たちは七人いるんだ。僕は彼らを七人の『こびと』と呼んでいる！」

　昨日会った時と同じく、勝手に喋しやべり出すハート。フリッツに自己紹しよう介かいさえさせず、長話を始めてしまった。

「親切な友人たちだよ。お伽とぎ噺ばなしにもいるだろう？　親切こびとと悪戯いたずらこびと。『赤ずきん』を始め、皆みな僕の素す晴ばらしい友人で、最初は『妖よう精せいさんたち』と呼ぼうとしたんだが、反対されてね。だから親切な『こびと』と呼ぶことにしたんだ」

　シュニーに会うという用事があるので中座もできず、友人の呼び名から始まったハートの話は、父親の伝つ手てを借りたという別荘購こう入にゆうの経けい緯いから、趣味の狩りについてへと移っていく。

　折々に不可思議な動きを入れてくるものだから、留学経験から社交術を身につけたはずのフリッツも、口を挟む機会を摑つかめずにいた。

　次に何をするかが予想できない。会話をしようにも会話が成り立たない。

　ヴィヴィに言うことを聞かない、手を焼いているとは聞いていたが、面と向かうと相当な難物だとイザベラは実感した。

　ハートの話はどれくらい続いているだろう。無駄な時間を浪ろう費ひしていく苛いら立だちをフリッツから感じ始めた時、不意に室外から扉を叩く音が聞こえた。

　ハートは動かず、別荘で自由が許されているというヴィヴィが応対に立つ。

　すると、お仕着せ姿の従者が室内に入り、ハートへ耳打ちをした。

　ハートの頷うなずきを得て、従者は無駄な言動などせず、すぐさま部屋を後にする。

　従者に耳打ちされるまで、動き回り、喋りまくっていたハートが、微び動どうだにせず沈ちん黙もくしたのが不気味に感じられた。

　意を決してフリッツが口を開こうとすると、ハートは制するように視線をフリッツに向ける。

「どうやら、君たちの馬車を追って、別の馬車が周辺に姿を現していたようだよ？」

　心当たりは、と聞いてくるハートに、フリッツは答えられない。イザベラはヴィヴィと視線を合わせ、互たがいに心当たりなどないことを目顔で確かく認にんした。

　返答がないことで、ハートはさらに言葉を続ける。

「不ふ審しんな馬車からは、顔を隠かくした不審な人物が降り、屋敷の周りを探さぐるように不審な動きで歩き回っているらしいんだ」

「そんな、いったい誰が？」

　イザベラにそんな不審者の心当たりはない。すると、フリッツが苦い顔で答えた。

「たぶん、俺の家の者だろう。途中で寄ったのが、まずかったみたいだ」

　念のためというヴィヴィの指示で、屋敷から距きよ離りを取って降車したはずだったが、馬車は尾び行こうされてしまったようだ。

「さてさて、そろそろ招いていないお客には、帰ってもらわないといけないね」

　ハートの言葉に、自分たちも含ふくまれていることをイザベラは感じる。

　同じく察したフリッツも、ハートに向かって身を乗り出した。

「待ってくれ。わかっているんだろう、ヘッセン子し爵しやく。俺たちがここに来た訳を」

「さて、ヘッセン子爵と呼ばれるのは好きじゃないんだ。ラインハルトと呼んでくれたまえ」

　煙けむに巻くようなことを言うハートに、なおもフリッツは食い下がる。

「では、ラインハルト。ここに妹のシュニーがいると聞いた。いるのなら、俺は兄として会う権利があるはずだ」

「兄としてかい？　それは、家出と知って捜さがしもしない両親を放ほうっておいて、嫌がるシュニーを無む理り矢や理り連れ帰るかもしれない人物に尾行されておいて、言う言葉かな？」

　辛しん辣らつなハートの返答には、確かな拒きよ絶ぜつがあった。ハートはフリッツにシュニーを会わせる気がない。だからヴィヴィも、ハート不在を見計らったのだ。

「それに、シュニーの語る君とお母上の確かく執しつは事実だと、『赤ずきん』が言っていた」

「社交界でも知られた話だ。否定はしない。ただそれは、シュニーには関係のない話だ」

「どうして母を虐しいたげるかもしれない相手に、自分も虐げられないと信じられるのかな？」

　ハートの言葉に、フリッツの表情が険しくなる。先に田舎いなかへと追いやり、虐げたのはガブリエラである。そう反論して怒いかりを露あらわにすれば、ハートは冷静になるため帰れと言うだろう。

「ハート、お話ししたでしょう？　フリッツはそんな方じゃないわ」

　ヴィヴィが取り成しの言葉を向けても、信じられないと言わんばかりにハートは肩を竦すくめた。

　イザベラはフリッツを信しん頼らいしてもらうため、口を開こうとする。途と端たんに、妙みように恰かつ好こうをつけた体勢でハートが指を向けてきた。

「それにイザベラ。シュニーは『いじわる令嬢』をとても怖こわがっている。それこそ、お伽噺の狼おおかみや魔ま女じよのようにね！」

「あたしは『いじわる令嬢』じゃないって言ってるでしょ……っ。あと、魔女でもない！」

　路地裏で魔女かと言われたことを思い出しつけ加えると、ハートは指差したまま笑い出す。

「魔ま女じよ狩がりのご時世でもないのに、魔女じゃないと怒おこるなんて！　そんな奇き矯きような人物、初めて見たよ。あはははは！」

「ちょっ、指差して笑わないでよ！　そっちが魔女って言うからでしょ！」

　長話につき合わされた苛立ちもあり、イザベラはハートの不ぶ躾しつけさを叱しつ責せきした。

　イザベラがハートの気を引いている間に、フリッツとヴィヴィは対策を考える。

　静と動の両極端な応接室に、また扉とびらを叩たたく音が響ひびいた。

　ヴィヴィが応対に出たのだが、扉の向こうに訪問者の姿が見えない。

　するとヴィヴィは扉の前から身を引いた。イザベラにも見えた訪問者は、ヴィヴィの腰くらいまでしか身長のない少女。

　黒く艶つややかな髪かみに、白く穢けがれのない肌はだ。年相応に可愛かわいらしいのだが、何処どこか将来の美び貌ぼうを窺うかがわせる麗うるわしさを感じさせ、可愛いと言うだけでは表しきれない綺き麗れいな顔立ちをしていた。

　そんな少女の登場に、イザベラは言葉を失なくしていたが、フリッツは驚おどろきながら名を呟つぶやく。

「シュニー」

「あの、あのね。おうちから、誰だれか来たって、聞いたから……」

　俯うつむきがちにそう言って顔を上げたシュニーは、フリッツの姿に目を瞠る。

「ご……ごめんなさい！」

　スカートを力いっぱい摑んで、シュニーは謝罪の言葉を口にした。

　フリッツは椅い子すから立つと、シュニーの前に膝ひざをついて笑ってみせる。

「謝らなくていい。今は、シュニーが無事で良かった」

「お、怒ってないの？」

　首を竦めてフリッツを窺うシュニーは、心底怯おびえているようだ。怒られるようなことをしたという自覚がある分、叱責を恐れているらしい。

「君が突とつ然ぜんいなくなったと聞いて、驚いたし、心配もした。でも、今はまた会えて嬉うれしいよ」

　フリッツが優やさしく言葉をかけると、シュニーは安あん堵どのためか摑んでいたスカートを離す。

　慰い撫ぶするため手を伸のばそうとしたフリッツだったが、攫さらうようにハートがシュニーの手を取り椅子へと案内してしまった。

「おやおや、困ったね『白雪姫ひめ』。お客が帰るまで部屋にいて欲しいとお願いしたのに」

　ハートはシュニーを『白雪姫』と呼んでいるらしく、シュニーにも戸と惑まどいはない。

「あ、あのね、おうちが気になって、お話、聞きたくて……。ごめんなさい」

　家出した後の様子が気になり、シュニーは言いつけを破って出てきてしまったと言う。

　シュニーを掠かすめ盗とられるような形になったフリッツは、立ち上がるとイザベラの隣となりに戻もどる。シュニーはハートの隣に座っていた。

「良かったわね。シュニー、怪け我がはなさそう」

　イザベラが囁ささやくと、フリッツは微かすかに苦く笑しようする。ハートの振ふる舞まいに腹立たしいことはあるものの、シュニーが決して無体な扱あつかいを受けていないのは、健すこやかな様子からも判別できた。

　ハートと会話する様子に怯えはなく、心を許していることが窺える。安堵すると同時に、イザベラはクラウスの言葉を思い出していた。

　基本、ハートは相手に無む理り強じいなどしない。幼くとも本人が好きでハートと一いつ緒しよにいては、引き離はなすだけで大泣きされる、と。

　ハートからシュニーを引き離して帰宅の意志を持たせるのは、思ったより難しそうだ。常識を身につけたイザベラたちからすれば、ハートは変人奇人の類たぐいだが、シュニーは純じゆん粋すいに明るく華はなやかなハートを受け入れている。

　イザベラが窺うと、フリッツも仲良く話すシュニーとハートを見て思案げに目を細めた。

　そうして手を伸ばしたのは、シュティーレ伯はく爵しやく家から持ち出した籠かご。

　フリッツの動きにハートが気づくと、シュニーも籠の存在に口を開いた。

「それ、わたしの……」

　話の糸口にと持ち込んだシュニーの日用品は、効果を発揮した。ハートが独どく占せんして話もできなかったシュニーが、フリッツへと向き直ったのだ。

「君の部屋から持ってきた。普ふ段だん使っている物が、必要かと思って」

　フリッツは反応を見ながら、籠を差し出す。すると、シュニーは嬉しそうに手を伸ばした。

「うん！　この子がいないと、夜おちつかなくて」

　眠ねむる時にいつも抱だいていた人形だったらしく、シュニーは頰ほおを緩ゆるめる。人形を籠から取り出し抱き締しめたシュニーは、ふとまだ籠の中に物があることに気づいて覗のぞき込んだ。

　瞬しゆん間かん、微笑ほほえんでいた頰が強こわ張ばり、小さな唇くちびるが引き結ばれる。

　あまりの変わりように、ハートもヴィヴィも訝いぶかしむ様子をみせた。

「シュニー？　これも君の部屋から持ってきた物なんだが」

　フリッツが籠を動かすと、途端にシュニーは人形を抱き締めて嫌いやがるように身を引いた。

「…………いや……」

　小さく呟いたシュニーは、身を守るように人形を抱き締めて俯く。

「シュニーの物じゃないの？」

　イザベラの問いにもシュニーは首を振って拒絶の意を示すばかり。

　ハートも籠の中を覗き込むが、入っているのは櫛くしや手鏡、染せん色しよくされた紐ひもにリボンがいくつか、小さな絵が描かかれた札のおもちゃが数枚。おかしな物など見当たらなかった。

　シュニーの変わり身に焦あせったのか、フリッツは籠を持ったまま身を乗り出して話しかける。

「シュニー、家のことが気になるなら、帰って自分の目で見ればいい。叱しかられることが怖いのなら、俺がガブリエラには叱らないよう口くち添ぞえを──」

「わ、わたし……！　帰りたくない…………！」

　フリッツの言葉を断たち切るように、シュニーは高い声を上げた。叫さけんだシュニーは、驚くフリッツを振り返ることなく、応接室を飛び出していく。

「シュニー、待ってくれ！」

　遅おくれて追いかけようとするフリッツを、ヴィヴィが目顔で制して動いた。

「ここは私が行きますから」

　明らかにフリッツが籠を見せた後に、シュニーの様子は変わってしまったのだ。ヴィヴィはハートからも首しゆ肯こうを得て、応接室を後にした。

「いったい、何をあんなに嫌がったのかしら？」

　イザベラはフリッツから籠を受け取り、中身を確かめる。いったいどの品に対して、シュニーは拒絶を示したのか。

「ラインハルト、シュニーは今までもあんなことが？」

「いいや、全くの初見だよ！　いったい君は何を持ってきたのかな？」

　逆に問われ、フリッツは言葉に詰つまる。

「ふむ、これは不思議なことだ。『白雪姫』はとても聞きわけの良い可愛い子だったのに。あんなに声を上げるなんて、保護した時以来だよ」
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「保護した時って、どんな様子だったの？」

　シュニーの行動の理由を考え込んでいるためか、ハートは少し大おお仰ぎように動く程度で、会話ができている。イザベラはすかさず問いを向けた。

「それはそれは、大泣きさ！　可哀かわい想そうに目を真っ赤にしてね。まるで可愛らしい黒くろ兎うさぎさ！」

　ハートのおかしな言動を抜ぬくと、どうやらシュニーは『いじわる令れい嬢じよう』に殺されると怯えて泣きながら走っていたらしい。前もよく見ずに走っているところをハートが見つけ、転びそうになったシュニーを助けたという。

　ヴィヴィが言ったように、『いじわる令嬢』にいびり殺されると誤解して、恐おそろしくて家に帰りたくないと言っていたとか。

　イザベラは思わず顔を覆おおって項うな垂だれた。

「子供に泣いて怖がられるとか。それこそお伽とぎ噺ばなしの『魔女』じゃない……っ」

「ベラ、シュニーはまだ子供だから、現実と想像の区別がつかないだけなんだ。それに、さっきはベラを見ても怖がっている様子はなかっただろう？」

　フリッツがそう慰なぐさめると、ハートは笑って否定した。

「いや、『白雪姫』はイザベラの顔を知らないだけさ！　きっと『いじわる令嬢』だと知ったら怖がってしまうよ！」

　断言され、消しよう沈ちんしていたイザベラは逆に不服を覚えた。

「怯えるシュニーにあたしがそんな人間じゃないって、言ってくれてもいいんじゃないの？」

「ははは、それはすでに『赤ずきん』が言っているよ。でも、母親の言葉のほうが信しん頼らいに値あたいするのは、幼子の常さ」

　それだけ親という存在は大きい。

　そうハートが言うと、ヴィヴィが応接室へ戻って来た。ハートの前であるため繕つくろってはいるが、姉であるイザベラにはヴィヴィが迷っているのが窺えた。

「どうしたの、ヴィヴィ？　シュニーが何を嫌がったかわかった？」

　水を向けられたヴィヴィは、一つ頷うなずきを返すと、籠の中から二つの物を取り出してみせる。それはなんの変へん哲てつもない櫛と腰こし紐ひも。

「この二つが、シュニーにとっては恐きよう怖ふだったみたいなの。……母親に、辛つらく当たられる時の道具らしくて」

「辛く当たられるとは、具体的に？」

　促うながすフリッツの目にいつもの優しさはなく、鋭するどく細められていた。

　ヴィヴィは一度逡しゆん巡じゆんするように目を閉じ、できる限り余計な感情が入らないよう答える。

「シュニーから聞いたのは、自じ慢まんの金きん髪ぱつを受け継つがなかったことに怒おこって、乱暴に髪を梳すかれること。そして、娘むすめであるならせめて国一番を目指せと言われて、この腰紐で括くびれを作ろうとして締めつけられたこと」

　痛いと言ってもガブリエラはやめず、櫛と腰紐は恐怖の対象になっていたのだと言う。

「そんな…………。知らなかった」

　フリッツは悔くやむように呟つぶやく。良かれと思って持ってきた物が、シュニーにとって家出の一因とも考えられる物だったのだ。

「あんなに、自分の娘のほうが素す晴ばらしいみたいなこと言っておいて」

　イザベラも、ガブリエラと顔を合わせた時の言葉を思い出す。シュニーのほうが女性としての魅み力りよくがあるように言われたのだから、娘を可愛かわいがっているのかと思っていた。

　テレーゼが聞いた娘に対するガブリエラの不服も、行きすぎた謙けん遜そんではなかったようだ。

「あれも駄だ目め、これも駄目。じっと大人しく、言うことだけを聞きなさい。そんな風に言われ続けたシュニーの生活を想像してみるといい」

　ハートは籠の中のリボンを揺ゆらして手遊びしながら口を開く。

「品物を硝子ガラスの向こうに飾かざるようなものさ。可愛い綺き麗れいなお人形は、動かないように息を殺すばかり。なんて退たい屈くつで居い心地ごこちの悪い場所だろう！　そうは思わないかな？」

　ハートに同意を求められても、フリッツは押し黙だまっていた。答えられるわけがない。シュニーがどんな暮らしをしていたのか、離れて暮らしていたフリッツは知らないのだ。

「さて、ここで僕ははっきりと言わせてもらおう。『白雪姫ひめ』の帰宅には反対だよ。考えてもごらん。誰だれも守ってくれる者のいない家庭に戻もどしたら、あの子はどうなる？」

　第二王子の側近として王城に住むフリッツは、シュティーレ伯はく爵しやく家に常時いるわけではない。そんな状態でシュニーを帰宅させても、前の生活に戻るだけだ。

「ここで帰して、母の手でいびり殺されてもみろ！　あぁ、僕は恐ろしくて『白雪姫』からひと晩でも離はなれたくなくなってしまうね！　もう一度硝子の棺ひつぎに戻すようなものじゃないか」

　身み悶もだえながら、ハートはヴィヴィを窺うかがうように見る。ハートの奇き行こうに心動かされた様子もなく、ヴィヴィはただ首を横に振ふった。

　シュニーとハートを二人きりにはしないという意思表示のようだ。

「こほん、というわけだ。現状維い持じなんて以もつての外！　君が兄を自じ称しようするのなら、妹一人を守る騎き士しになりたまえ！」

　言って、ハートは剣けんを掲かかげる騎士の真似まねごとをする。ただ、その手には下に伸のびるリボンが握にぎられているだけで、恰かつ好こうがついていない。

　それでも、フリッツには響ひびくものがあった様子で何も反論をしなかった。

「いいの、フリッツ？」

　別べつ荘そうからの退去をハートから要よう請せいされ、フリッツは従う。別荘を出たイザベラは、シュニーとまともに会話もできていないままでいいのかと聞いた。

「……良くは、ない。でも、ラインハルトの言うとおり、今シュニーを帰宅させるだけじゃ、害にしかならない」

　シュニーが家出したのは『いじわる令嬢』を恐れたからだった。けれど、衝しよう動どう的に家出をするほど追い込んでいたのは、実母であるガブリエラだったのだ。そんなガブリエラのいる家へ帰れなどと、言えるわけがない。

「帰りたくない家なんて、嫌いやね。家族がいて、安らげる場所が家のはずなのに」

　肩かたを落とすフリッツを見つめて、イザベラはヴィヴィを振り返った。

「ヴィヴィ、また来るわ」

「言うと思った」

　すでにハートはシュニーの様子を見るために別荘の奥へと消えている。普ふ段だんの口調に戻ったヴィヴィは、呆あきれたように息を吐つく。

「いいよ。シュニーから母親のことは聞き出してみる。ハートも、説得は続けるよ」

　別荘での自由を許されているヴィヴィは、シュニーの側そばに残ると言う。

　イザベラはヴィヴィに頷いて、フリッツと共に馬車に乗り込んだ。

「ベラ、こんな所にまでつき合わせてすまない」

「何言ってるの、フリッツ。あたしのことより、今考えてあげなきゃいけないのはシュニーよ。どうするつもり？」

「……まず、家で今までのシュニーの様子を調べる。ラインハルトのほうが、シュニーのことを知っている現状じゃ、あの子に何も言えない」

　今、シュニーが信頼しているのはフリッツよりもハートだろう。兄としての不ふ甲が斐いなさに、フリッツは嘆たん息そくした。

「どうして家族のこととなると、こんなに上手うまくいかないんだろう。帝てい都とにいた時には、人づき合いが上手いとさえ言われたのに」

　優やさしいが、親しいと言える女性を作らず、敵も作らず。そんなフリッツの社交術は、この国に帰ってからも健在だった。

　女性と距きよ離りを取る根底に、拭ぬぐいきれない継まま母ははへの苦手意識があることをイザベラは知っている。派手に着き飾かざった女性を見ると、継母を思い出して苦手意識が先立つと言うのだ。イザベラは改めて、地味な外見で良かったかもしれないと胸中で頷いた。

「今まで関かかわるだけ面めん倒どうだと、避さけてきたつけなのかな……」

　落ち込むフリッツを前に、イザベラは気を持ち直させようと、ともかく口を開いた。

「そんなことないわ。いいほうに考えましょ。これを機会に、そうね、えっと、あ……！　婚こん約やくを認めてもらえる足がかりを作るのよ」

　シュニーの家出を解決することも大事ではあるが、顔合わせの仕切り直しも、イザベラとフリッツにとっては大事なこと。

　どちらもしなければいけないのなら、いっそ一挙両得を狙ねらって行動してもいいのではないか。

　前向きなイザベラの慰なぐさめに、フリッツも息を吐いて肩の力を抜ぬく。

「シュニーが家出した問題を解決して？　恩に着てもらえるかはともかく、そうだね。あの人たちのために骨を折るんじゃなくて、ベラのために頑がん張ばるんだと思えば」

　気が楽だとでも言うようにフリッツは苦く笑しようした。

　イザベラも何か手伝えることはないかと考え、窓の外を見た。

「……じゃあ、あたしはフリッツのためにシュニーと仲良くなろうかしら？」

　シュニーの境きよう遇ぐうは可哀かわい想そうだと思える。何より、フリッツの妹だと思えば、気になる存在だ。世話を焼きすぎるとヴィヴィに言われるだろうが、フリッツに関わるならやはり他人ひとごとではないとイザベラは一人頷いた。

　そうしてやる気になるイザベラを前に、フリッツはふと不安そうな顔をする。

「ベラ、シュニーのことで協力してくれるのは嬉うれしい。けど、ハートに近づきすぎないようにね。どうも、ベラを気に入ってる節がある」

「どうしたの、いきなり？　ハートはただあたしの反応を面おも白しろがってるだけでしょ」

「いや、クラウス殿でん下かも面白がってベラに近づいたのが最初じゃないか」

　フリッツの指し摘てきに、イザベラはまだ誤解されているのかと息を吐いた。

「クラウスは別にあたしなんて、なんとも思ってないわ。フリッツの気にしすぎよ。それにクラウスだってたまに会うだけだもの。心配するようなことなんて起こりっこないわ」

　イザベラはフリッツの不安を笑う。クラウスが元男爵令れい嬢じようなど恋れん愛あい対象として相手にするわけがない。同じくらい、ハートがイザベラをそんな相手として見るとも思えなかった。

「……たまに、第一王子に会ってるの？」

「あ、えっと……。ほら、テレーゼ姫とお会いする時同席することもあるから」

　低くなるフリッツの声こわ音ねに、イザベラは気分を悪くさせてしまったかと言い訳をする。

　考えてもみれば、イザベラもフリッツがテレーゼと一いつ緒しよにいる姿を見るのも辛つらかったのだ。誤解を生むような真似はよそうと決めると同時に、先日はテレーゼによって二人きりにさせられたとは言えないと胸中で呟く。

　イザベラは、誤ご魔ま化かすように笑えみを浮うかべた。すると馬車に驚おどろいた鴉からすの鳴き騒さわぐ声が上がる。イザベラは誘さそわれるように窓の外へと視線を向けた。

　動く影かげを見た気がして目を凝こらすと、慌あわてて踵きびすを返す人の姿。

「え……？　まさかあれが、不ふ審しん者？」

　イザベラの呟きに、フリッツはすぐさま抱だき寄せ庇かばう姿勢を取る。フリッツが窓の外を窺っても、すでに不審者の姿は後方に消えていた。

「ベラ、顔を見られた？　家の者だとしたら、邪じや推すいされるかも」

「いいえ、馬車に驚いて逃にげるようだったから」

　イザベラが見たのは、肩かた掛かけを頭から被かぶり素す性じようを隠かくした明らかに怪あやしい人物。

　何より驚いたのは、身を返す瞬しゆん間かんに見えた顎あごの細さと色づいた唇くちびる。直感的に女性だと思ったが、走る馬車の中からでは見み間ま違ちがいの可能性もある。下草で隠れ、服装さえ判然としない。

　それでも誰かがいたのは確かだ。

　誰がなんのためにつけて来たのか。もしシュティーレ伯爵家の使用人だとすれば、シュニーの居場所がばれるかもしれない。

「シュニーが今帰っても……、きっとガブリエラ夫人に叱しかられるだけだわ」

　その上、ハートたちは誘ゆう拐かいを疑われるだろう。どう考えても今シュニーの居場所が知れるのは良いこととは思えない。

　イザベラは抱き締しめるフリッツの胸に頰ほおを寄せて、微かすかな声で呟つぶやいた。

「見つけただけじゃ、駄だ目めなんだわ」

　シュニー自らが帰宅を望む状じよう況きようを作らなければ、なんの解決にもならない。話に聞いたような、息を殺すシュニーと顔合わせをしたところで、婚約話なんて進められるわけがないのだ。

　イザベラは不本意ながら、シュニーの安全をハートが守ってくれるよう胸中で祈いのらずにはいられなかった。
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　翌日、イザベラはまたフリッツと共にハートの別べつ荘そうを訪おとずれることができた。

　ヴィヴィが昨日『こびと』を集めて、フリッツが迎むかえに来たという事実からシュニーへの面会を許すべきだと、意見をまとめたのだという。

　ハートも友人一丸となっての説得に折れ、正式にフリッツを別荘に招くことにしたらしい。

　イザベラはフリッツのつき添そいという名目で、別荘でシュニーが使っている客室の前にいた。

　フリッツが扉とびらを叩たたくと、幼い声が返る。

「入るよ、シュニー」

　フリッツが声をかけて扉を開くと、人形を抱いたシュニーが立っていた。

「き、昨日は、ご無礼をいたしました」

　片手で裾すそを持ち上げて頭を下げる姿は、七歳の少女にしては良く躾しつけされていると思える。

　ただ、躾しつけたのが無体を強しいたらしいガブリエラであり、そのことで家出したかもしれないシュニーが畏かしこまっていることに憐れん憫びんの思いが湧わいた。

「シュニー、そんなに改まらなくてもいい。それに謝らなくてはいけないのは俺のほうだよ」

　優しく顔を上げさせるフリッツに、シュニーは微かに笑みを浮かべる。

　愛らしい瞳ひとみがフリッツから逸それ、兄妹きようだいを見守るイザベラへと向けられた。

「昨日は紹しよう介かいできずにいたね。彼女はイザベラ＝フェルローレン。俺の、大事な人だよ」

「大事な、ひと……？　…………あ」

　シュニーは唇を動かすだけだったが、確かに『いじわる令嬢』と呟いた。

　一度口を引き結んだフリッツは、シュニーを座らせ、向かい合う椅い子すにイザベラと共に座った。叱られると思っているのか、シュニーは人形を抱き締めたまま身を硬かたくする。

　イザベラはシュニーから向けられる視線に怯おびえが含ふくまれていることを感じ、誤解だと言いたい衝しよう動どうに駆かられながらも、フリッツに任せるため口を閉じていた。

「シュニー、君がどうして家出をしたのか、今日はそれを聞きに来たんだ」

　フリッツの言葉に、シュニーはイザベラを盗ぬすみ見る。

　頰が攣つりそうになるのを堪こらえるイザベラに、フリッツは気き遣づかわしげな視線を向けて思案した。

「……そう、だな。まずは少し、俺のことを話そうか？　俺が、今のシュニーくらいの時、どんな風に暮らしていたかを」

「わたしくらいの、時？」

「そう。実は俺も、家出をしていたことがある。それも、一回や二回じゃない。屋や敷しきの者に黙だまって、それこそほぼ毎日家出をしていた」

「え……っ？　毎日？」

　フリッツの告白に、シュニーは元から大きな目をさらに大きく見開いた。

「俺が家を出されて、別荘に預けられていたのは、知ってるかい？」

　気まずげに頷うなずくシュニーに、フリッツは複雑な心情を物語る笑みを浮かべた。ヴィヴィが言うとおり、シュニーはフリッツの処遇を理解しているのだろう。

　イザベラは幼おさな馴な染じみであるため、実態を目にしたこともあった。シュティーレ伯はく爵しやく家の別荘にいた五人の使用人は、偏へん屈くつであったり神経質であったりと、癖くせのある者ばかり。当時のフリッツの世話を必要以上にする者も愛情を傾かたむける者もいなかった。

　それどころか、母を亡なくして田舎いなかに追いやられたフリッツを、伯爵家から捨てられた子だと言っていたのが、その使用人なのだからたちが悪い。

「あまり居い心地ごこちのいい場所ではなくてね。黙って別荘を抜け出しては、家出を繰くり返していたよ。もちろんばれたら怒おこられる。……でも、悪いことだとは今でも思えない」

　七年前まで住んでいた場所を思い出しているのか、遠くを見ていたフリッツが、不意にイザベラを見て甘く微笑ほほえむ。

「王都は壁かべに覆おおわれた屋敷ばかりだけど、向こうはそうでもなくてね。垣かき根ねや防風林で囲われているだけなんだ。だから、俺は家出の度たびに勝手に他人の庭に隠れさせてもらっていた」

　片目を瞑つぶってみせるフリッツに、イザベラも当時を思い出して小さく笑う。

　フリッツは、いつもイザベラの家の庭にある榛はしばみの木の下に隠れて泣いていた。泣き声を聞きつけたイザベラは、フリッツを泣き止やませるのが日課となっていたのだ。

「あの別荘に俺の居場所はなかったけれど、代わりに忍しのび込んだ庭で、素す敵てきな出会いがあった。……今の、シュニーのように」

「わたし……？　すてきな、出会いって？」

　わからない様子で小首を傾かしげるシュニーに、フリッツは言おうか迷う様子をみせた。イザベラも、脳のう裏りにくるくると回りながら勝手に喋しやべる灰はい髪がみの人物が浮かび視線を泳がせる。

「例えば、『こびと』と呼ばれている優やさしい者たちや、その、ラインハルトのような……」

「うん、みんなやさしくしてくれるよ。でも……」

「な、何かされたのか？」

「うぅん。日が暮れるとみんな、帰っちゃうのが、寂さびしくて、その……、わがままだよね」

　安あん堵どの息を吐ついたフリッツは、そんなことはないと首を横に振ふった。

「素敵な出会いをしたからこそ、一時の別れも辛くなるんだよ。当たり前の感情を、我わが儘ままとは言わないさ。俺も、別れは辛かった」

　フリッツの言葉に、シュニーは安堵の息を吐く。話している内に、人形を抱き締める手の力も抜ぬけていっているようだ。

「家出してみて、どうだった？　何も、家が世界の全すべてじゃないんだ。外に出れば、色んな人がいるし、色んな出会いがある。今回は、シュニーが自分の足で家を出たからこそ、ラインハルトや『こびと』と出会って、こうして助けを得られたんじゃないかと俺は思う」

　ハートたちがいなければ、行き場のないシュニーは路頭に迷うしかなかった。助けられたという自覚があるらしいシュニーは、笑えみを浮うかべて頷く。

「うん。やさしいみんなに出会えたのは、すてきな出会いだと思うわ。それに、こんな風に話したいって、ずっと、思ってたの」

「俺と？　嬉うれしいな。俺もシュニーと話がしたかったよ」

「わたしのこと、嫌きらいじゃない？　おやさしいのは、わかってたけど、おかあさまが……」

　途と端たんに不安そうに俯うつむくシュニーに、フリッツは身を乗り出して否定した。

「嫌うわけないだろ。シュニーは俺の妹なんだ。どんな子なんだろうと、留学している時から会えるのを楽しみにしてたよ」

「わ、わたしも！」

　勢い込んで同意するシュニーは、顔を上げた途端イザベラを見てたじろぐ。

　人見知りが激しいのではなく、シュニーの中で『いじわる令れい嬢じよう』の噂うわさが影えい響きようしているのだ。

　フリッツもシュニーの視線の先に気づき、そっと体の横に置いたイザベラの手に自身の手を重ねる。温かく大きな手に包まれ、イザベラは安堵を覚えると同時に、場違いにもはにかみそうになる唇を嚙かんだ。

「シュニー、『いじわる令嬢』の話を聞いたんだね？」

　フリッツの確かく認にんにシュニーは小さく頷く。

「ベラは『いじわる令嬢』ではないよ。『いじわる令嬢』はあくまでお話の中に出てくる空想上の人物だ。本物のベラを知れば、きっとシュニーも好きになる」

「でも、おかあさまが……」

　ハートが言うように、シュニーにとってガブリエラの言葉には重みがあるようだ。

「あの人はベラを知らないし、『灰かぶり姫ひめ』も知らないだろう？　『灰かぶり姫』と呼ばれるアシュトリーテは、それはベラと仲の良い姉し妹まいなんだよ。『灰かぶり姫』の物語に出てくる硝子ガラスの靴くつ。あれをアシュトリーテに貸したのがベラだと、シュニーは知っていた？」

「え、魔ま法ほう使つかいのおばあさんじゃないの？」

『灰かぶり姫』の物語の中では、虐しいたげられるリーテに舞ぶ踏とう会の衣い装しようを用意したのは『魔女』であったり、亡母の形見であったりする。けれど、実際はイザベラがリーテと共にドレスを作り、靴は自身が舞踏会のために誂あつらえた物を貸したのだ。

「あなたは『魔女』なの？」

「へ……、え？　あたし？」

　期待に輝かがやくシュニーの瞳に、イザベラは狼狽うろたえる。誤解は解きたい、期待にも応こたえたい、けれど魔女かと問われて頷くことには抵てい抗こうがあった。

「…………お、お話の中では、ね……」

　苦し紛まぎれに限定的な肯こう定ていを示すが、シュニーは『魔女』がいるという興奮で身を震ふるわせる。

　フリッツもイザベラの困こん惑わくを見て、シュニーの意識を逸らそうと話しかけた。

「シュニー、ともかくベラは『いじわる令嬢』のような怖こわい人じゃない。それどころか、優しくて、困っている人には必ず手を差し伸のべる素敵な女性だよ」

　イザベラからフリッツへ視線を動かしたシュニーは、ふと二人の間に目を留める。シュニーの視線を追ったイザベラは、フリッツと仲良く繫つなぐ自身の手を見つけて顔が熱くなった。

　慌あわてて離はなそうとするが、フリッツが放してくれない。どころか、何を慌てているのかと言わんばかりに見つめてくる。

「……手をはなしたくないくらい、その人が、大切なの？」

　不意に問うシュニーへ、フリッツは迷うことなく答えた。

「もちろん。ベラは俺にとって誰だれよりも大切な人だよ。二度と、離れたくないと思うくらい」

「もう、フリッツ。今は──」

　イザベラがフリッツを窘たしなめようとすると、シュニーは続けて聞いた。

「じゃあ、わたしは？」

「シュニーは、俺のたった一人の大切な妹だ」

　すぐに答えたフリッツだったが、何故なぜかシュニーは唇くちびるを尖とがらせて人形を抱だき締しめる。

　考え込んで黙ってしまったシュニーに、イザベラはフリッツと顔を見合わせて首を傾げた。

「シュニー、何処どこか具合が悪いの？」

　可能性に気づいてイザベラが問うと、シュニーは言葉にはせず首を横に振るだけ。

「何か、俺はまずいことを言った？」

「いいえ、そんな気はしないけど」

　囁ささやき合っていると、シュニーが人形に顔を埋うずめるようにして喋った。

「『魔女』さんは、抜きで、二人だけで、お話がしたい、な……」

「…………『魔女』、さん……」

　イザベラはシュニーが口にした呼び名に動どう揺ようする。

「ラインハルトの影響かもしれない。ちゃんと、言い聞かせるから」

「あ、うぅん。フリッツ、そのことは後でいいわ。今は誰にも邪じや魔まされないんだもの。兄妹きようだいでゆっくりお互たがいを知るためにお喋りするべきよ」

　大人しそうなシュニーがやりたいことを口にしたのだ。今は最大限その希望を叶かなえるべきだろう。何より、子供らしい我儘と言うにはシュニーの様子は大人しすぎる。他人がいては思うことも言えないのかもしれない。

　イザベラが立ち上がると、さすがにフリッツも握にぎっていた手を放してくれた。

　家出の理由を聞き出してみる、とフリッツは目顔で決意を物語る。頷きを返したイザベラは、一人シュニーの客室を後にした。

「ふぅ、『いじわる令嬢』より『灰かぶり姫』を助けた『魔女』のほうがまだまし、なのかしら…………？」

　まさかハート相手に断固拒きよ否ひした呼び名をシュニーにつけられるとは思っていなかった。

　何処で二人を待つべきか。勝手のわからない別べつ荘そうの中で、イザベラは廊ろう下かを見み渡わたす。

　すると、廊下の角から見慣れた赤毛が現れた。

「あれ、ベラだけ？　何して追い出されたの？」

「ちょっと、人聞きの悪いこと言わないでよ。シュニーがフリッツと二人だけで話したいって言うから、あたしが部屋を出たの」

「あっそ。じゃ、こっちで待てばいいよ」

　ヴィヴィに手招かれ、イザベラは別荘の一室で話が終わるのを待つことにした。

　談話室らしく、いくつもの椅い子すが壁かべ際ぎわに並び、彫ちよう刻こくの施ほどこされた書しよ架かには、女性向け男性向けに拘こだわらない書物が雑多に並べられている。

　室内にはイザベラとヴィヴィだけ。姉妹二人きりのためか、ヴィヴィは淑しゆく女じよを演じることなく盛せい大だいに息を吐き出した。

「がっつり首突つっ込んじゃって。てか、こうなるからベラには言いたくなかったんだよね」

「ちょっと、それどういう意味よ？」

　うんざりしたとでも言わんばかりのヴィヴィに、イザベラは向かい合わせに座りながら睨にらみ据すえる。今さらイザベラの睥へい睨げいで怯ひるむはずもなく、ヴィヴィは遠えん慮りよのない言葉を投げた。

「馬ば鹿かみたいな勘かん違ちがいで、『いじわる令嬢』の名をほしいままにしてるの誰だっけ？」

「望んで『いじわる令嬢』なんて呼ばれてるわけないでしょ！　勘違いだって──」

「あたし何度も言ったよね？　リーテ怒ど鳴なってばっかでうるさいし、そんなんじゃ変わんないって。それに周りに勘違いされてるってのも教えたし」

『いじわる令嬢』の元になった、厳しすぎるリーテの更こう生せいについては、確かにヴィヴィは警告をしてくれていた。

「お姫さまの時も、なんかあるって言ったのに。結局側そば付つきにいびられて、それが今じゃベラのほうがいびったって話になっててさ」

　テレーゼに初めてお茶会に招待された時も、何か悪い意図があるのではないかと疑っていたヴィヴィ。実際、フリッツとイザベラを離り間かんさせようとしたテレーゼの罠わなだった。

「極きわめつきは、今年に入って二回も死にかけるとか。ほんと、何をどうしたらそうなんの？　余計なことに首突っ込むだけ、自分を危険にさらすとか考えなさすぎってもんでしょ？」

「ま、まだ今回は危ないことないじゃない……っ。以前のは、その、相手が悪かったのよ」

「まだ、ねぇ？」

　半眼になって責めるヴィヴィに、イザベラも堪たまらず反論する。

「リーテが襲おそわれた時は、ドーンがあんな強きよう硬こう手段に出るなんて思わなかったじゃない」

「その時いなかったあたしが言うのもなんだけど、一人で飛び出したって聞いてるよ？」

「う……っ。モ、モントルシュタイン伯はくの時は、テレーゼ姫が危なかったし…………」

「その時も一人で行って、相手怒おこらせて塔とうの上から落ちかけたんだっけ？」

　返す言葉のないイザベラに、ヴィヴィは呆あきれたように言った。

「そもそもが、思い込んだら突っ走るベラの性格の問題じゃん。今回はシュニーの家出とは言え、シュティーレ伯はく爵しやく家から責められたら、こっちは誘ゆう拐かい犯になる危険が高いんだよ？　そんなとこにベラみたいな自分を顧かえりみることもしない人間、入れたいわけないでしょ」

　危険を冒おかしているのは同じはずだ。イザベラが指し摘てきする前に、ヴィヴィは言葉を継ついだ。

「ともかく、ベラはこれ以上『いじわる令れい嬢じよう』の噂うわさの元作らないように気をつけなくちゃ」

「……いいわよ、もう」

　妹に叱しつ責せきされ、イザベラは腕うでを組んで開き直る。

「そう言われると、なんだか何をやっても悪いほうに取られる気がしてきたわ」

「はぁ……？　ちょっ、ベラ？」

「ヴィヴィはなんだかんだ言って、あたしが何をしたかったか理解してくれてるし。家族やフリッツが、わかってくれてるならいいわ。考え直してみても、あの時リーテやテレーゼ姫を庇かばわなかったらなんて、思えないもの」

　リーテを守り殴なぐられ、テレーゼを助けて塔から落ちた。

　もし自分が動かなければ。そう考えるほうが嫌いやだ。行動して良かったと思いこそしても、後こう悔かいはしていない。

　イザベラが笑うと、ヴィヴィは苦い表情を浮うかべた。

「…………小さい頃ころから、そうだよ」

　低く吐はき出される言葉に交じるのは、不服の思い。

　ヴィヴィは横を向くと、赤い縮れ毛を引っ張って不満を吐くように言った。

「ヴァインフェスにいた時、お母さんはあたしたちを守って、ベラはあたしを守ろうとして、あいつに怪け我がさせられて」

　母が離り婚こんしてから誰も口にしなくなった旧きゆう姓せいヴァインフェス。ヴィヴィの口からその名が出たことにイザベラは驚おどろいた。

　赤毛を痛めつけるように引っ張るヴィヴィの癖くせは、家庭内暴力を行っていた実父とよく似た特とく徴ちようを嫌っている証あかしのように思っていたから。イザベラが母親似であるように、ヴィヴィは父親によく似ていた。

「あいつから守られてばっかで、あたしがいたら誰か怪我するし、だから家にいないようにしてさ。一人ですることもないから、風聞の悪い仲間と時間潰つぶしにつるむようになって……」

　思い出すように、ヴィヴィは目を細める。イザベラはヴィヴィが一時期ぐれたのが、そんな理由だったとは知らなかった。

　幼い頃から母に言われていたのだ。姉なのだから、妹を守りなさい、と。その言葉に従い、当時は弟のように思っていたフリッツを献けん身しん的に慰なぐさめもした。けれどイザベラが姉として守ろうとしたことは、ヴィヴィにとって己おのれの無力を痛感するできごとだったのだ。

「なのに……っ、あたしがベラやお母さんの負担にならないようにしてたってのに、あのリーテは！　放ほうっておけばいいのに、ベラはなんだかんだ口も出すし手も出すし。構ってもらいたいからリーテが嫌々してるの、見てわかんないかなぁ？」

「何？　まだリーテのこと嫌きらいなの？　家族だとは思ってるとか、言ってたじゃない」

「それとこれとは別。文句ならベラにだって幾らでもあるんだからね」

　責めるように睨まれ、イザベラは椅子の上で身を引く。

「お母さんが離婚決めたの、ベラがあたし庇って覆おおい被かぶさる姿見てだって、知ってた？　娘むすめたちにこんな思いさせ続けるわけにはいかないって」

「あ、え？　い、いつのこと？」

「へぇ、ふぅん、覚えてないんだ？　リーテをドーンから庇った時、あたしがされたこととそっくりな状じよう況きようだったってお母さん言ってたよ？」

「あぁ……、言われてみればあったかも、そんなこと？」

　殴られて倒たおれたヴィヴィを抱かかえ込むように庇ったのは確かに似た状況だが、怯おびえていたリーテとは違い、ヴィヴィはどけ、殴り返してやると好戦的だった。

「懲こりなよ。妹あたし庇って怪我しまくってるのにさ、義ぎ妹まいができたらそっちに全身全ぜん霊れいで向かって、妹みたいなお姫ひめさまに仕えたら粉ふん骨こつ砕さい身しんとか、身がもたなくなるのなんて目に見えてるじゃん」

　ヴィヴィに叱しかられ、イザベラは逡しゆん巡じゆんする。

「心配してくれてるのはわかるけど、シュニーの扱あつかいに困ってたんでしょ？　だったらもっとあたしを頼たよってくれても──」

「本当に、懲りろ。ベラは今回フリッツのおまけなの。自覚しなよ」

　深入りしすぎるなと責められ、イザベラも言われっぱなしではいられない。

「フリッツのことなら、余計に他人ひとごとじゃないわ」

「まだ顔合わせもまともにできてないくせに、何言ってんの？」

「そんな言い方はないでしょ！　しょ、将来的には、シュニーだって、妹で……」

「うわ、顔真っ赤。ここで惚のろ気けてくる？」

　余人がいないことで姉し妹まい同士好きに言い合いをしていると、扉とびらの向こうで荒あらい足音がした。

　イザベラとヴィヴィは言い合いをやめる。瞬しゆん間かん、遠慮なく扉が大きく開かれた。

　扉の向こうでは、ハートが室内を凝ぎよう視ししている。

「……おや？　二人だけなのかな？」

　訳のわからない質問にイザベラが頷うなずくと、その間に外面を取り繕つくろったヴィヴィが口を開いた。

「どうしました？　今はシュニーとフリッツが二人きりでお話し中ですよ」

　シュニーがいるのはこっちではない。そう伝えるヴィヴィに、ハートは腕を組むと首と共に腰こしも横に曲げて口を引き結ぶ。

　ハートの奇き行こうについていけないイザベラは、会話をヴィヴィに任せる。

　どれくらい話し込んでいただろうと考えた時、軽かろやかな少女の足音が聞こえた。

「ハート、『魔ま女じよ』さんを知らない？」

「おや、『白雪姫』。『魔女』さんとは、ここにいるイザベラのことかな？」

「ベラ、それにヴィヴィも。ここにいたのか」

　シュニーと手を繫つないでやって来たフリッツは、ハートとシュニーの間を隔へだてるように立つ。

　ヴィヴィの提案で全員室内に入ると、シュニーと並んだフリッツは笑えみを浮かべて言った。

「シュニーが、この別べつ荘そうから出ることを承知した。ラインハルト、まさかシュニーの意志を妨さまたげることはしないな？」

「おや、それは寂さびしいね『白雪姫』」

　ハートの言葉に、シュニーは揺ゆらぐように眉まゆを下げる。フリッツの睨にらみも意に介かいさない様子で、ハートはそれでと水を向けた。

「別荘から出るというのは、具体的にどんな意味だろう？　シュティーレ伯爵家に帰る、ではないんだね？」

　ハートの問いに、シュニーは何処どこか嬉うれしげにフリッツを見上げた。

「三日以内に渡わたりをつけて、王都にいる親しん戚せきの屋や敷しきで面めん倒どうを見てもらうつもりだ」

　家には帰さず、親戚に預けるというフリッツに、シュニーが疑問の声を上げた。

「……え…………？」

「え？　シュニー？」

　シュニーの驚きが予想外だったらしいフリッツが声をかけると、途と端たんに白い頰ほおに赤みが差し、黒い瞳ひとみには涙なみだが浮かんだ。

「わたし、いっしょに暮らせると思ったのに……っ」

　フリッツと一いつ緒しよに家を出る。そう思っていたというシュニーは、よく知らない親戚に預けられるとわかっていなかったようだ。

　説明するためフリッツが身み動じろぐと、シュニーは飛び降りる勢いで椅い子すから立つ。

「シュニー、君もハートに迷めい惑わくをかけるのは心苦しいと言っただろう？　ずっとじゃない。ここに隠かくれているよりもいい選せん択たくだ」

「でも、でも……」

　フリッツの言葉を否定するだけの考えもまとまらない様子で、シュニーは泣きそうになる。すると、ハートも椅子を立って満面の笑みを向けた。

「迷惑だなんて、そんなことはないさ！」

　シュニーとの距きよ離りを縮めたハートは、床ゆかに膝ひざを突つくと少女を優しく抱だき締しめる。

「いたいなら、いつまでもいるといい。僕が君を泣かせる魔の手から守ってみせよう」

　芝しば居い染じみた抑よく揚ようをつけて、ハートは恰かつ好こうをつけた表情でフリッツを見上げる。

　悪役にされたフリッツも立ち上がり、ハートに言い返す。

「待て、魔の手はどっちだ。シュニーに近すぎる。今すぐ離はなれるんだ」

　ハートの性せい癖へき上、当たり前の心配ながら、ハートは決め顔のまま。シュニーは怒おこられると思ったのか、ハートの服を摑つかんで離れる気配はない。

「く……っ、妹をどうする気だ」

　フリッツがハートの下もとにシュニーを置いておきたくない一番の懸け念ねんが口をついて出る。シュニーがわからないのは当然としても、張本人であるハートは平然と答えた。

「おや、もちろんこの上もなく可愛かわいがるよ」

「お前が言うと如何いかがわしい！　シュニーを返せ」

「嫌だね！」

　シュニーを抱えあげて、室内を逃にげ始めるハート。フリッツは危ないからやめろと、シュニーを取り返すために追う。

　追いかけっこを始めてしまったハートとフリッツを眺ながめて、イザベラはシュニーが笑っていることに気づいた。

「シュニーを返すんだ、ラインハルト！」

「ははは！　『白雪姫』は渡せないね！」

　シュニーは取り合われる状況に笑みを深め、何処か嬉しそうだった。

「もう、そうやって構うから……。さすがに小さい子ならしょうがないか」

　諦あきらめたように息を吐くヴィヴィの低い呟つぶやきは、喧けん騒そうに紛まぎれてイザベラにしか聞こえない。

「いいじゃない。兄として、シュニーを心配するからこそでしょ」

「そっちじゃなくて。ま、いいや。ともかく二人を止めよ。さすがに怪け我がしちゃまずいし」

　ヴィヴィに促うながされ、イザベラはフリッツを落ち着かせに向かう。

「フリッツ、心配はわかるけど、急ぎすぎじゃない？」

　イザベラが声をかけると、ヴィヴィに止められるハートから目を逸そらさず足を止めた。

「ヴィヴィが言ったように、時間が経たつほど面倒になると思う。俺も仕事を抜ぬけ出してきているし、シュニーを説得する時間も作れなくなるんだ」

　悩なやましげに俯うつむくフリッツに、抱えあげられていたシュニーが気づいた。

「フリッツおにいさま、わたしがここにいると、おにいさまに迷惑がかかるの？」

　不安げに震ふるえるシュニーの声に、フリッツはすぐには答えられず言い淀よどむ。

　二人きりで話す間に、フリッツのことを兄と呼ぶほど慕したう様子。だからこそ、つけ込むようなことはしたくないのだろう。

「もう、帰ったほうが誰だれの迷惑にも、ならない？　怒られるのは怖こわいけど、それなら」

「違ちがうよ。待つんだ、シュニー」

　フリッツはそれ以上言わせないよう、シュニーを止めた。

　帰りたくないと、昨日言った言葉に偽いつわりはないだろう。それでもシュニーはフリッツのために己おのれの気持ちを押し込めようとしている。言いたいことも言えない、硝子ガラスの中のお人形とハートが言っていたのは、こんなシュニーの悲しい献けん身しん的な性格を知っていたからだろうか。

　フリッツは息を吐はき出すと、イザベラへと苦く笑しようを向けた。

「そうだね、ベラの言うとおり性急にことを運ぼうとしていたかもしれない。今、シュニーをガブリエラに会わせても、いいほうには転ばないと思ったんだ」

　だから親戚に預ける形で離そうとフリッツは考えた。一緒に暮らせないなら家に帰るとシュニーが言うのでは、本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　フリッツはハートに抱かかえられたままのシュニーに近づき、目を合わせて言い聞かせる。

「シュニー、家に帰るのは、少なくともガブリエラに自分の気持ちをしっかり言えるようになってからでいい。これは、俺の経験から言うことだけど、離れてみて初めてわかることもある。自分も、他人も」

　フリッツも幼い頃ころはガブリエラを怖がっていた。イザベラは幼いフリッツの口から、派手で押しの強い女性と聞いている。

　今は体も大きくなり、家が全すべてではないフリッツが、ガブリエラを怖がることはない。そんな分別をシュニーに望むのは早いけれど、そうなってくれるようフリッツは願っているのだ。

「それならやはり、ここでいいじゃないか」

　ハートはシュニーと場所を入れ替かえるように身を返し、フリッツと間近に見つめ合う。

「……外聞が悪い」

　フリッツはハートから顔を離し、声を低くして告げた。

「おやおや、気にしすぎだね。シュニーがここにいると知っている者は少ない。明確に子供を別居させるほうが家に問題があると喧伝するも同じさ」

「う、それは、そうかもしれないが、ここにいる理由にもならないだろう。だいたい、シュニーがここにいると知られれば、困ることになるのは君だ」

　またフリッツとハートが言い合いを始めてしまう。イザベラが間に入ろうとした途端、シュニーがしゃくりあげて涙を零こぼした。

「わたし、おうちにも、ここにも、いちゃいけないの？　いらない子なの？」

　シュニーの言葉に、フリッツは息を止めたかのように身を硬かたくした。

「そんなことはない！　いつまでもいていいんだよ、『白雪姫ひめ』」

　すぐさま慰なぐさめるハートに、フリッツは気まずげに目を逸らす。イザベラは心中を想像し、フリッツの肩かたを撫なでて身を寄せた。

　いらない子になったと、そう言って泣いていたフリッツを、イザベラは知っている。留学のため国外へ出されるとわかった時のことだ。今のシュニーより大きかったフリッツでも、泣いて不安がった。フリッツは当時を思い出したのか、何も言えなくなっている。

「フリッツ、シュニーはまだ動かさないほうがいいわ。大人の都合で翻ほん弄ろうするのは可哀かわい想そうよ」

「そう、だね……」

　イザベラの言葉に頷うなずきつつ、フリッツは消しよう沈ちんする。わかるはずのシュニーの思いに寄り添そえなかったことが、口くち惜おしい様子だ。

「大だい丈じよう夫ぶ。きっと、シュティーレ伯はく爵しやく家の誰より、フリッツは今、シュニーの気持ちをわかってるわ。だから、ちょっとあたしに任せてみない？」

「ベラ、迷惑じゃ……」

「そんなわけないでしょ。フリッツの力になれることがあるなら嬉うれしいわ。シュニーとも仲良くなりたいし。任せて」

「そうか。……ありがとう」

　ヴィヴィには文句を言われたが、フリッツからの了りよう承しようを得て、イザベラはそっと体の脇わきで拳こぶしを握にぎって気合を入れていた。
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　気落ちするフリッツを丸め込んで、ハートは別べつ荘そうでシュニーを預かることを了承させた。

　周りの顔色を見てしまうシュニーを、落ち着かせる必要があるとフリッツも受け入れていたのだ。イザベラは毎日顔を見せることのできないフリッツの代わりになろうと、ヴィヴィに邪じや険けんにされつつハートの別荘に通うようになったのだが。

「いい加減に吐きなさいな、イザベラ」

「テレーゼ姫、どうしても言えません。その上で申し訳ありませんが、お暇いとまさせてください！　行かなきゃいけない所があるんです」

　イザベラは側そば付つきとして仕えるテレーゼからのお茶の誘さそいを断り、深く頭を下げた。唇くちびるを尖とがらせたテレーゼは、イザベラが前言を翻ひるがえさないと見て息を吐く。

「ふぅ、しょうがないですわね。折れてさしあげるわ。でも勘かん違ちがいなさらないでね？　あなたの不義理は、フリッツさまのためになると言うから許しているのよ」

「はい、ありがとうございます！」

　テレーゼは嫌いやみに対して、感謝の言葉を返されると、拗すねたようにそっぽを向いた。

「ふん、あなたのためではないと言っているでしょう。三回も連続で私からの誘いを断るなんて。……これで夫人がいつにない行動を取らなければ、あなたが私を避さける言い訳をしていると思うところよ」

「え？　ガブリエラ夫人が、どうしたんですか？」

　疑うような視線を向けられ、イザベラは慌あわてて言い訳を口にした。

「ほ、本当にフリッツのおうちの事情に関かかわることで、何処どこに行って何をしてるかは言えないんです。その、特にガブリエラ夫人に知られるとまずい、ので……」

「はぁ、あなたに噓うそを吐つく才能がないことは知っているけど。ばれたくないなら、その相手をしっかり見張るのも大事でしてよ？」

　避けるばかりでなく、相手の動向は摑つかんでおけと、呆あきれたように助言を貰もらった。

「──夫人が、シュティーレ伯爵と共に参加した晩ばん餐さん会を、中座したの」

　今までにないことだと言うテレーゼは、さらにガブリエラの普ふ段だんにない行動を挙げる。

「公爵夫人のお茶会も顔だけ出して、体調不良を理由にほぼ欠席したようなものだし。親しい夫人同士の誘いも断るか、参加しても気もそぞろな様子らしいのよ。まぁ、夫人をご覧になった方の言葉を借りるなら、苛いら立だっている様子だったとか」

　シュニーが帰らないことに怒おこっているのか、夫ふう婦ふ仲で何か問題が起きたのか。イザベラは考えてみるがこれといった確信はなかった。

　フリッツも両親とシュニーの教育について話をしようとしているが、ほぼガブリエラの勘気によって話が進まないと聞いている。

「あら、時間はいいのかしら？　私とお茶をする余よ裕ゆうもないのでしょう？」

「あ、う……。この埋うめ合わせは、必ずしますから」

「だったら、フリッツさまと二人でお茶がしたいわ」

「それは駄だ目めです！」

　力いっぱい拒きよ否ひすると、気分を害した様子でテレーゼは目を細めた。

「そう言えば、私との時間は作らないのに、先日は『灰かぶり姫』の下もとへご機き嫌げん伺うかがいには行ったらしいですわね。それなのに、私の機嫌を取ろうとは思わないのね」

「なんで知って──っ」

「否定なさらないのね？　そう。私と、義ぎ妹まいとは言え身内では、扱あつかいに差ができるのねぇ」

「いえ、そ、そういうことではなくて……っ。ちょっとお願いごとがあって行っただけで。そんなに睨にらまないでください。…………さ、三人で、あたしもいれて三人でなら、いいです！」

「ふ、言ったわね？　必ずフリッツさまを連れていらっしゃい」

　勝ち誇ほこったように笑うテレーゼに、イザベラはフリッツを呼び出すために上手うまく誘ゆう導どうされた気がしてならない。

　上機嫌になったテレーゼに見送られ、イザベラは王城を後にした。

「遅おそぉい。何してんの、ベラ？」

　ヴィヴィに睨まれ、イザベラはまた謝る。別荘へ行くためフェルローレン家から離はなれた場所に馬車を用意していたヴィヴィを、待ちぼうけにさせてしまったのだ。

「荷物もあるんだから、目立つでしょ。さっさと行くよ」

　ヴィヴィの合図で車輪が回り始める。普段よりも馬車の走り出しが遅く感じた。

「ごめんね、ヴィヴィ。ドレスや小物の梱こん包ぽうまで任せちゃって」

「本当だよ。リーテのお古を領地から取り寄せたのベラのくせに。受け取りも確かく認にんも全部あたしにやらせてさ」

「悪かったって言ってるじゃない。シュニーにリーテのお古着せてあげようって言ったら、賛成してくれたでしょ」

「そりゃ、好きなドレス選んだことないとか言われたら、着きせ替かえ遊びにつき合うくらいはしてあげようとは思うけどさ。それにしたって、リーテのお古全部送らせるとか考えなさすぎ」

「や、やっぱり選べる服は多いほうがいいじゃない。それに、リーテも好きなの持っていっていいなんて言うんだもの。迷うくらいなら全部って思っちゃって」

「どうしてそう、大おお雑ざつ把ぱな上に実行力だけはあるかなぁ」

　ヴィヴィに文句を言われながらも、イザベラはまたハートの別荘にやって来た。

　シュニーと交流を持ち始めて、少しずつガブリエラとの関係を聞き出している。その中で、着る服はいつもガブリエラが命じたとおりの物しか着たことがないと言われたのだ。

「え、これぜんぶお洋服なの？　『魔ま女じよ』さん」

　シュニーにも驚おどろかれ、イザベラは誰だれにも気づかれない角度でヴィヴィから突つつかれる。

「お、多すぎたかしら？　色々選べたほうがいいと思ったんだけど」

　馬車に積んでいたドレスを降ろすのに、御ぎよ者しやや使用人のみならず、別荘にいた『こびと』にまで手伝ってもらった。

　男性陣じんは室外へ退き、女性使用人たちが鞄かばんの中から次々にドレスを取り出しては並べていく。

「わぁ、うわぁ！　可愛かわいい、きれい！」

　幼少から愛らしかったリーテに誂あつらえられたドレスは、華はなやかな色や透すかし編あみ、刺し繡しゆうで飾かざられている。

　リーテが幼い頃ころに亡なくなった生母が揃そろえた物という形見の品でもあるので、フェルローレン家が男爵家であった時から仕える使用人たちが、大事に保管していたのだ。

「これは『灰かぶり姫ひめ』が、ベラにならと言って貸してくれた衣い装しようなんですよ」

　淑しゆく女じよを演じるヴィヴィがシュニーに教えると、物語の登場人物所縁ゆかりの品と知って、さらにシュニーの頰ほおは色づいた。

　イザベラは喜ぶシュニーの姿を、微笑ほほえましく感じると共にやる気を覚える。

「さ、どれを着てみたい、シュニー？　この赤いドレスなんかどう？」

「あら、ベラ。シュニーにその色は強すぎるわ。こちらの薄うす桃もも色いろはどうかしら？」

「……う、ん。そうね。あ、こっちの若草色のリボンと合わせてみましょうか」

　大人しいヴィヴィに違い和わ感かんを覚えつつ、イザベラはシュニーを窺うかがう。選びきれない様子だったので、まずはヴィヴィとイザベラが似合うと思うドレスを試着してもらうことにした。

　大きく膨ふくらんだ薄桃のスカート。コルセットをつけない白のドレス。青いリボンが爽さわやかに目を引く物や、黒を基調にした大人びた物。試着しては鏡の前で踊おどるように回るシュニー。

「シュニー、そろそろ疲つかれたでしょう。庭にお茶とお菓か子しを用意してもらったから、その服で外に出てみない？」

　イザベラの誘いに、シュニーは深く頷うなずいた。

「うん！　この花はな柄がらのドレス、とってもすてき。赤いリボンが可愛いの！」

　大きな花柄を描えがいた薄桃色のドレスには、鮮あざやかに赤い大ぶりなリボンが並んでいる。

「だったら、赤いリボンを髪かみにもつけましょうか？」

　ヴィヴィの申し出に、シュニーは喜んで鏡台の前に座った。櫛くしを怖こわがる様子もなく、髪を梳すかれてご機嫌だ。

「あら？　……うぅん、上手くいかないわ」

　髪を纏まとめようとしたヴィヴィが、困ったように声を上げると、途と端たんにシュニーの表情が暗くなってしまった。

「シュニー、どうしたの？　髪を引っ張りすぎた？」

「違ちがうの……。おかあさまも、わたしの髪、扱いにくいって、言うから…………」

　滑なめらかな黒髪を見下ろし、イザベラはつい眉まゆを顰ひそめる。同じ黒髪でも、自身の剛ごう毛もうとは天地の差を感じた。

「ベラの髪とは、また違う纏めにくさがあるのよ」

　場所を代わってシュニーの髪を纏め始めたイザベラは、ヴィヴィの言葉の意味を理解した。滑らかすぎる髪が指の間から零こぼれ、言うことを聞かないのだ。

「うん、よし。だったらボンネット被かぶりましょ。確か、リーテに借りた小物の中に、赤ちゃんの頃のあったでしょ」

　既き婚こん女性が被ることの一いつ般ぱん的な頭帯飾りだが、幼児用の防寒具としても使われる。白い幼児服とお揃いの、透かし編みを幾いく層そうにも重ねたボンネットに赤いリボンを飾り、足りない紐ひもの長さをさらに赤いリボンで補い即そく席せきで作り上げた。

　無理に髪を纏める必要もなく、赤いリボンを飾ることに成功する。

「すごい、すごい！　本当になんでも叶かなえてくれるのね、『魔女』さん！」

「いえ、そうでもないけど……。これくらいなら」

　イザベラが言い淀よどむと、ヴィヴィが声を低くし、耳打ちしてきた。

「そこは好感度稼かせぐために、そうよって乗ってあげなよ」

　ヴィヴィの助言に呆れ半分に感心していると、シュニーは早く外に出ようと、すでに部屋の扉とびらに手をかけていた。
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　いつもより声が高く見るからに興奮しているが、シュニーは見苦しいほどに動いたり裾すそを乱したりしない。身についた作法があるので、喜び勇んでいても何処どこか気品を保っているのだ。

「ヴィヴィ、あたしなんだか、シュニーの年ねん齢れいを忘れそうになるわ」

「そうね。年の割にしっかりしているのは、教育の賜たま物ものなのかもしれないけれど」

　イザベラとヴィヴィが言葉を交かわしながら部屋を出ると、先に出ていたシュニーが振ふり返る。

「わたしの、教育？　いつもおかあさまが考えてるって、言うわ。いっしょうけんめい考えて、わたしのために教育するんだって」

「あら？　ガブリエラ夫人自らなさるの？　家庭教師を雇やとうんじゃなくて？」

　上流階級ほど、子供の教育にはその時代の著名な人物を招いて教育を施ほどこしてもらう。そうでなくても家庭教師を雇うことは貴族にとって子供の教育においては当たり前のことで、イザベラたちの母も、義父とは家庭教師として雇われたのが出会いだった。

「うん。全部おかあさまがなさるわ。わたしにひつようなことは、全部おかあさまが一番知ってるからって」

「そう言えば、髪も服もガブリエラ夫人が自分でやるのよね。侍じ女じよに任せるんじゃなく」

　イザベラの呟つぶやきに、ヴィヴィも頷く。

「その上、教育もってことは、あんなしっかりした振る舞まいを躾しつけたのも継まま母ははってこと？」

　ヴィヴィは思わず出た素すの口調に口を押さえつつ、イザベラと目を見交わした。

「全部ガブリエラ夫人がしてたなら、相当手をかけて育ててるってことよね？」

　イザベラは思案しながら、シュニーと共に森を眺ながめる庭へと移動する。やって来た庭は、野生動物の侵しん入にゆうを防ぐための柵さくがあり、花か壇だんや噴ふん水すいはない、野や趣しゆ溢あふれる庭だった。

　そこに、室内から移動させた椅い子すと机が出されており、すでにお茶の用意は万ばん全ぜん。気に入りの服を着て外に出るという状じよう況きようだけで気分が高こう揚ようしているらしいシュニーは、あまり見る物のない庭でも気にしないらしい。

「シュニー、疲れてない？」

「だいじょうぶ。お部屋にもどったら、今度はあの黄色いスカートのドレスを着たいわ」

　イザベラの心配を他所よそに、シュニーはまだまだ着せ替え遊びを続ける気満々だ。

　食が細いとヴィヴィは言っていたが、今はお茶もお菓子も元気に口へ運んでいる。そんな所作も子供には見えない落ち着きがあり、やはり親の教育を窺わせた。

　イザベラはリーテと比べてもシュニーのほうが上品だと考え、ふと思い出し笑いを漏もらす。

「ふふ、妹がこれだけ素直に着替えてくれるなら、楽よね」

　思わず呟いたイザベラに、ヴィヴィはその妹が誰かを察して笑った。

「あら、苦労するのも楽しんでいたでしょう？　そうでなくちゃ、毎日続けられるわけがないもの。私にはとても無理よ」

「そう言って、手伝ってって言っても手伝ってくれなかったわよね、ヴィヴィ」

　今年の夏、リーテが王子に見み初そめられる直前も、同じような会話をしていた。使用人の真似まねごとをするリーテに男だん爵しやく令れい嬢じようらしいドレスを着せようと奮ふん闘とうするイザベラを、ヴィヴィはよくやるものだと茶ちや化かしていたのだ。

「ベラは母親になっても同じような失敗をしてしまいそうで、心配だわ」

「な……っ。は、母親なんて、そんな、まだ早いっていうか、え？　失敗しそう、あたし？」

　一いつ瞬しゆん半眼になるヴィヴィだが、笑えみを繕つくろって首を傾かしげた。

「失敗が怖いなら、今からフリッツに手伝ってねとお願いすればいいでしょう？」

　一いつ緒しよに子供を育てましょうと、イザベラから言えというのだ。ヴィヴィの助言交じりのからかいに、イザベラは当とう惑わくして上手うまく言葉が出てこない。

「なんで……そう…………っ」

「あら、私は手のかからない妹でしょう？」

「ぐぬぬ……。少しくらいかかってもいいわよ。その分、姉を尊重してちょうだい」

　淑女を演じた笑みを返されるが、内心では尊重できる部分があるならとっくにしてるよ、とでも思っているのは姉し妹まいとして育ったからこそ想像がつく。

　言っても今さら態度は変わらない。イザベラは嘆たん息そくすると、シュニーに目を戻もどした。

　カップを小さな両手で持ち、口に運ぼうとした体勢のまま、シュニーは動きを止めている。

「シュニー？　どうしたの？」

「いもうと？　あね？　『赤ずきん』と『魔ま女じよ』さんは、姉妹なの？」

　シュニーの質問に真意はあるのだろうか。わからずヴィヴィを見ると、同じように驚おどろいたような表情を浮うかべていた。

「……あ、そうか」

　呟いたヴィヴィは、また淑女の笑みを浮かべてシュニーに頷いた。

「そうですよ。私はベラの妹です。私が名乗っていなかったから、知らなかったのよね？」

「うん、知らなかった。『灰かぶり姫ひめ』とおなじ？」

　シュニーの問いの意味を察して、今度はイザベラが首を横に振った。

「リーテは私たちの義理の妹よ。ヴィヴィは、私と同じ父と母から生まれたの」

　母似のイザベラと、父似のヴィヴィ。外見では確かに姉妹とはわからないほど似ていない。

　シュニーは理解したのか、大きく息を吸い込むと共に、目と口をいっぱいに開く。

「ほ、ほんとうに、血がつながってるの？　似てなくても、家族なの？」

「えぇ、もちろん家族よ。一緒に暮らしてるわ」

　イザベラが肯こう定ていすると、シュニーはカップを置いてさらに興味を示した。

「なかよし？　似てなくても、きらいじゃない？」

「嫌きらわないわ。似てないくらいで、嫌いになるわけないじゃない。妹よ？」

「シュニー、どうしたのかしら？　似てない兄弟は、珍めずらしくないのよ？」

　シュニーの興奮具合に、ヴィヴィも声をかける。

　親子兄弟だからと言って、必ずしも似るとは限らない。イザベラとヴィヴィも似ていないが、クラウスとテレーゼもあまり似ているとは言えない。

　そうなると、フリッツとの間に子供ができた場合、いったいどちらに似るのか。そんなことを考えてしまったイザベラは、熱くなった頰ほおを隠かくすように両手で覆おおう。

「ベラ、何考えてんの？」

　シュニーに聞こえないよう、ヴィヴィは呆あきれた呟きを漏らす。

　そうしている間に、シュニーは俯うつむいていた。

「あの……、あのね…………」

　ヴィヴィの問いに答えようとしながらも、言葉が出てこないのかシュニーは指を捏こねるように動かして俯く。急せかさずシュニーの言葉が整うのを待っていると、注いだ紅茶が冷めた頃ころ、ようやく答えが返ってきた。

「わたしが、おかあさまに似てないから、あんまり、好きじゃないみたいなの」

「え……？」

　七歳のシュニーは、自分が母親に似ていないから嫌われているのだと言った。
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　シュニーがガブリエラに嫌われていると言った翌日。フリッツを呼んで、シュニーの客室にイザベラたちは集まった。

「どうして、ガブリエラに嫌われていると思うのか、教えてくれないか？」

　怖こわがらせないように微笑ほほえむフリッツは、イザベラからだいたいのところを聞いていたが、シュニーの口から聞きたいと言ってやって来た。

　客室にいるのは、フリッツとイザベラ、ヴィヴィ、そしてハート。

　シュニーはただならぬ気配を感じたのか、すぐには話し出さない。時折イザベラとヴィヴィを見比べては、自分の黒くろ髪かみを触さわっていた。

「あのね……。おかあさまは、わたしが金きん髪ぱつに生まれていればって、言うの。そうしたら、もっときれいって言われるし、おとうさまもじまんの娘むすめだって言ってくれるはずなのにって」

　ガブリエラは美しい金髪が自じ慢まんであり、それが娘へ引き継つがれなかったことに不満を持っているのは、聞いた話だ。

「いつも、髪をすく時に、言うの。この髪が金髪だったらって。なんで黒髪に生まれてしまったんだろうって。そう言ってる時のおかあさまは、すごく、髪をひっぱるのよ。まとめにくい、あつかいにくい、どうしてこんな風に生まれたのかしらって」

　人形を抱だき締しめて俯くシュニーは、昨日イザベラが急ごしらえで作ったボンネットを気に入ったらしく、今日もつけていた。

「いたいって言っても、こうしなきゃきれいにならないからって言って、ぎゅうぎゅうひっぱるの。……おかあさまは、この髪がおきらいなの」

　ひいては、そんな髪に生まれた娘を嫌っていると、シュニーは考えているらしい。

　髪の色が違ちがえば、もっと美しい体の曲線があったら、教養はまだ足りない、流行のドレスを着こなせないと、シュニーへの不満から始まる愚ぐ痴ちを、ガブリエラは言い続けるのだと言う。

「がまんしなさいって……」

　シュニーが少しでも不平を言おうものなら、ガブリエラから決まって返る台詞せりふ。

　そうして我慢し続けた結果、突とつ然ぜん家を飛び出すという行動に繫つながったのだろう。

「何をやっているんだ、あの人は……っ」

　フリッツが吐はき捨てるように言うと、ハートが動きを見せる。けれど横に控ひかえていたヴィヴィが、まだ口を出してはいけないと止めた。

　この場にハートを招き入れる条件として、フリッツの話が終わるまで口を出さないと約束させたのだ。もちろん家主なのにと抗こう議ぎされたが、ヴィヴィとフリッツの二人で丸め込んだ。

「でも、でもね、おかあさまにほめられることもあるのよ？　おかあさまのおにいさまがいらっしゃった時、おかあさまに似て美人になるってほめられたら、わたしのかわいい娘だものって、言ってくださったの」

　その後、機き嫌げんの良いガブリエラは普ふ段だんよりも優やさしく、詩を一つ暗唱しただけでも褒ほめてくれたのだとか。

「言うとおりにできたわね、えらいわねって。できたら、怒おこらないのよ。喜んでくれるの。だけど、わたし……うまくできなくて、よく怒られるの」

　そんなシュニーの健けな気げさが、フリッツには痛ましく映ったようだ。

「命令して抑おさえつけてるだけじゃないか。娘にも、そんな対応しかしてないのか……っ。気分で態度を変え翻ほん弄ろうするなんて。まだ幼いのに、大人の顔色を見ることを覚えさせるのは酷こくだ」

　憤いきどおるフリッツに、シュニーは口ごもる様子をみせた。

「シュニー、お母さまは他ほかにもシュニーのためだって言っていたんでしょう？」

　イザベラが促うながすと、シュニーは小さく頷うなずいた。フリッツの怒いかりもわかるが、今はシュニーの言葉を全部聞くべきだと思ったのだ。

「わたしのためだからって。きびしくすることも、大きくなった時、役に立つのよって」

　だから今は我慢しなさい。

　ガブリエラはシュニーにそう言い聞かせるのだとか。

　詭き弁べんだとでも思ったのか、フリッツの顔は険しいまま。イザベラも心中わからなくもないが、今ここでその思いを言わせてはいけない。

　シュニーにとって母親であるガブリエラの存在は大きく、同時に優しい兄であるフリッツも慕したっているのだ。少なくとも、今シュニーの前でフリッツがガブリエラを悪く言うのは好ましくない。

　何よりフリッツが妹に嫌われるようなことにはなって欲しくなかった。

「フリッツ、時間はいいの？　王子さまに無理を言って抜ぬけ出してきたでしょう」

　昨日連れん絡らくを入れて、フリッツは城での仕事を抜け出してきたのだ。まだ時間はあるが、イザベラの誘さそいにフリッツは引き際ぎわを考えるよう。

「おや、だったらここからは、僕が『白雪姫』を独どく占せんさせてもらおう！」

　フリッツが答える前に、ハートが踊おどるように前に出る。陽気な声に誘われてシュニーは顔を上げ、ハートへと意識を逸そらした。

「ラインハルト、また危ないことを……っ」

「フリッツ、ここはヴィヴィに任せて。これ以上シュニーに悲しい顔をさせておきたくないでしょ。今日はこれくらいにしておいたほうがいいと思うの」

　イザベラが声を潜ひそめ促すと、フリッツは息を吐いて力を抜き、シュニーへと笑えみを向けた。

「シュニー、話を聞かせてくれてありがとう。俺は、お暇いとまさせてもらうよ」

　また来ると約束して、フリッツは客室を後にする。イザベラもシュニーとハートに挨あい拶さつをすると、帰ろうとするフリッツの後を追った。

「ベラ？　見送りってわけじゃなさそうだね」

　帰る準備をしたイザベラに、フリッツは馬車の中から手を差し伸のべた。

「あたしも戻もどるわ。それで、少し家に寄ってくれない？　話がしたいの」

　イザベラの願いに、フリッツは考えるように目を細めるが、首しゆ肯こうして笑みを返してくれた。
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　車輪の音が地面から石いし畳だたみに変わり、揺ゆれの質も変化する。

　そんな馬車の中で、フリッツは目の前に座るイザベラを見つめた。険しい顔で俯くのが、自分が持ち込んだ問題のせいだと思えば、不ふ甲が斐いなさに焦あせりが湧わく。

「笑っていてほしいのに、な」

　フリッツの呟つぶやきは真しん剣けんに考え込むイザベラには聞こえていない。

　イザベラは王都に来て変わった。フリッツとしては喜ばしいことに、まず自分を異性として意識してくれているとわかるようになったのだ。

　今着ている服も、伯はく爵しやく家継けい嗣しというフリッツの立場に見合うようイザベラの趣しゆ味みは脇わきに置いて考え、選んでくれたのだと知っている。

　秋の晴れ間のような爽さわやかな空色のドレスは、渋しぶ好ごのみのイザベラが男爵令れい嬢じようであった時には選ばなかった物。長く床ゆかを滑すべる裾すそ、柔やわらかな生き地じが幾いく重えにも折り重なって華はなやかだが動きにくい袖そで周り、どれも実用性を重視していたイザベラが身分に見合うよう意識して変えた装よそおい。

　外見に工く夫ふうを凝こらしている姿を見ると、自分のために頑がん張ばってくれたのだと思えて嬉うれしい。

「派手な女性は、苦手だったはずなんだけど……、俺も変わったか？」

「え、何？　フリッツ」

　馬車の速度が落ち、フリッツの呟きにイザベラが気づく。

「……なんでもないよ。フェルローレン家の門を潜くぐったことには、気づいた？」

「気づかなかったわ。もうそんな所まで来てたのね。……どうやって話を…………」

　また考え込むイザベラに、フリッツは困ったように笑う。自分のことを思って頭を悩なやませているイザベラに感謝する反面、幼い頃ころから好きだった満足げな笑え顔がおが見たいと思ってしまう。

「我わが儘ままだな……」

　フリッツは先に馬車を降りて呟いた。扉とびらを開いた御ぎよ者しやが、問うようにフリッツを見る。

「ぅひゃぁぁああ……っ」

　瞬しゆん間かん、イザベラの悲鳴が上がった。見れば、考え込んだまま馬車を降りようとして前のめりに倒たおれようとしている。

　フリッツは咄とつ嗟さに前に出てイザベラをしっかりと抱き留めた。勢いを殺すため身を返すと、音を立てて何かがイザベラから落ちる。

「あ、靴くつ脱ぬげちゃった。ご、ごめんね、フリッツ。重いでしょ？　降ろしていいわ」

　転がった靴を見ていたフリッツは、慌あわてふためくイザベラの声に顔を上げた。

　頭一つ分ほど高い位置にあるイザベラの顔は、見る間に赤くなっていく。

「靴が脱げたなら、このまま屋や敷しきまで運ぶよ」

「い、いいわよ！　そんなの！」

　力いっぱい首を横に振ふるイザベラに、フリッツは笑みに緩ゆるむ口元を抑えられない。

　こうして触ふれる度たび、意識して言葉をかける度に、イザベラもまたフリッツを意識して頰ほおを染めるのが、好意を持たれているのだと実感できて楽しくなる。

「ベラは細いくらいなんだ。大だい丈じよう夫ぶ、落としたりしないよ。そう言えば、別べつ荘そう地ちでの舞ぶ踏とう会でもこういうことがあったな」

「あぁ、庭園の階段で、って、そうじゃなくて……っ」

「ほら、動くから俺の肩かたに摑つかまって」

　問答無用で動き出すと、イザベラが遠えん慮りよがちに身を寄せてきた。かつて婚こん約やく者はいたものの、イザベラは異性との親しいつき合いに慣れてはいない。そんな初心うぶな様子にフリッツが微笑ほほえんでいると、イザベラから知った香かおりが漂ただよって来た。

　それは夏の終わりに、フリッツがイザベラに贈おくった菫すみれの香こう水すい。婚約の証あかしと言って贈ったが、未いまだに婚約どころか顔合わせも達成できていない現状に、フリッツは歯は嚙がみした。

　一部始終を見ていた使用人が、玄げん関かんに椅い子すを用意していたので、フリッツはイザベラを降ろす。靴を履はき直したイザベラに私室へと招き入れられ、二人きりになると、先ほどまでの羞しゆう恥ち心しんを振り払はらう勢いで話を切り出された。

「シュニーは嫌きらわれていると思っているけど、ガブリエラ夫人が本気で娘むすめを嫌っている確証にはならないと、あたしは思うの」

　これだけ真剣に他人を思えるイザベラを、どうして『いじわる令嬢』という噂うわさで判断するのか。フリッツは内心の苛いら立だちのまま、否定の言葉を口にしてしまう。

「嫌うと言うより、あの人は思いどおりにならなかったシュニーを邪じや険けんにしているようにしか、俺には感じられない」

　ガブリエラに幼少からの苦手意識があることは否定しない。けれど今回のことに関しては、シュニーが怯おびえるほどに心身を抑よく圧あつしたという事実がある。

　フリッツの硬かたい声こわ音ねに、イザベラは短く息を吐はいた。

「それは、そうね。ガブリエラ夫人のやり方は、正直やりすぎよ。シュニーに当たるような方法で矯きよう正せいするのも間ま違ちがってる。けど、社交界に出たら金きん髪ぱつのほうが好感度高いのはわかるでしょ？　括くびれだって幼い頃からコルセットに慣れさせておいたほうがいいわ。言っている内容は社交界の女性に求められるものだし、発言だけで嫌っているとは言えないと思うの」

　フリッツとしてはやりすぎている時点でどんな言い訳も意味を成さないが、イザベラはそうは考えないようだ。目顔で先を促うながすと、イザベラは己おのれを鼓こ舞ぶするように手を握にぎり込んだ。

「シュニーは本当によくできた子よ。そういう風にシュニーを教育したのはガブリエラ夫人なの。躾しつけも身なりも言こと葉ば遣づかいや教養も、家庭教師任せじゃなく、全部あの人が関かかわってるそうよ。伯爵夫人としてのつき合い以外は、全すべての時間をシュニーに使ってたんじゃない？　それだけ、シュニーに手をかけて大事に育てたとも取れるんじゃないかしら？」

　イザベラは考えながら、説得するように続ける。

「……そもそも、嫌う娘の世話を、自分からしようとは思わないんじゃない？　伯爵家だもの。娘の世話は全て乳母うばや侍じ女じよに任せてもいいのよ。シュニーの髪かみを触さわった感かん触しよくからすると、きちんとシュニーの髪を作ろうとしたら、時間と手間のかかる作業だってわかるわ」

　実際にシュニーと語り合い、世話を焼いたからこそのイザベラの言葉だった。

「服をシュニーに選ばせなかったのは、流行や場を読む自分に自信があって、シュニーに誰だれよりも似合う衣い装しようを選べる自負があったからって考えられない？　自分以上に、娘を熟知している者はいないって思えるほど、ガブリエラ夫人はシュニーを構ってるんじゃないかしら？」

「……俺は、シュニーの話を聞く限り、あの人がシュニーを意志のない人形のように自分勝手に扱あつかっているようにしか思えない。それこそ、ラインハルトが言うように」

　硝子ガラスに入れて飾かざるだけの品物。そんな尊厳の存在しない扱いを、許容することはできない。

「でも本当に邪険にしてるなら、シュニーの全てを悪く言えばいいし、褒ほめる必要なんてないわ。それに気になるの。テレーゼ姫ひめが仰おつしやってた、お茶会での落ち着かなさとか、シュニーが帰らなかった翌日の屋や敷しきの裏を見つめる様子とか」

　イザベラは、厳しい対応も好意故ゆえの行いである可能性があると言う。

「厳しくしてでも素す敵てきな女性になって欲しいなんて、娘を持つ母親なら当たり前に思うことじゃない？　それに娘を褒められて喜ぶくらいにはシュニーを思っているんじゃないかしら？」

「伯父おじに褒められたという話のこと？　あれは単に自分に似て美人だとガブリエラ本人が褒められたからじゃないのか？」

　そんな自分本位の人なのだと知っている。けれど教育の成否を答えられるほど、ガブリエラとシュニーを知らない。

　フリッツが不甲斐なさに黙だまり込めば、イザベラは頰に手を添そえて嘆たん息そくした。

「やり方っていうか、手間をかける自分の苦労をそのままシュニーに聞かせるなんてことは、しないほうがいいんだけど。そんなこと言われていたらシュニーが疲つかれてしまうわ」

「実は、シュニーの世話をする時、あの人が愚ぐ痴ちを聞かせる話は使用人からも聞いていたんだ。けれど、彼らはあの人を庇かばってか、教育熱心だと口を揃そろえた」

　その熱心すぎる姿勢が、シュニーから見てどう映るのかを、フリッツは知りたかった。

「そう言われると、確かに教育熱心な人にも思えるわね。将来のためと言って厳しく当たって、満足いく結果を出せたら褒めるって。まぁ、本当に教育熱心な人だったとしても、理想が高すぎて、シュニーの負担になってしまっているけど」

　受け取り方は人それぞれだと、イザベラは眉まゆを顰ひそめる。

「シュニーはガブリエラの顔色を窺うかがう癖くせがついてしまっている。そんなことしなくてもいいんだと教えるべきなんじゃないか？」

「それは、そうね……。シュニーって嫌いやって言わないもの」

　イザベラも、最初に家に帰りたくないと拒きよ絶ぜつし、親しん戚せきに預けると言った時以外に、シュニーからそんな言葉は聞いていないと言う。

　こうしていいかと聞いた時、嫌なことも即そく答とうしないだけで、いいと最終的には答えてしまう。自分の意見を後回しにしてしまうのだとか。

　叱しかられることを恐おそれていたシュニーの姿は、フリッツにはガブリエラこそを恐れているように見える。そうして抑圧される中で、なんでも悪いことは自分のせいだとシュニーが考えるようになっていたのだとしたら。

「嫌なことは嫌だと言わなければ、シュニーは独り立ちできないんじゃないかな」

「待って、フリッツ。シュニーに独り立ちはまだ早いわ」

　シュニーを思っての発言を、イザベラに止められた。何処どこか危機感を覚えたような心配の目で見つめられる。

「フリッツ、少し落ち着きましょう。ねぇ、フリッツは今、シュニーに自分を重ねていない？」

「それは……」

　ないとは、言えない。シュニーも自分と同じ思いをしているのかと、不安を感じていた。

　そんな焦あせりをイザベラに指し摘てきされ、フリッツは言葉に詰つまる。

「フリッツはもう大人で、家が世界の全てじゃないと知っているし、家の外に大切なものを持ってるわ。でも、シュニーはそうじゃないのよ？　まだ七歳で、フリッツが留学した歳としよりも小さいの。少なくとも、今のあの子は母親の愛情を欲しがってる。そんなシュニーの気持ちを否定しちゃ、いけないんじゃない？」

　身につまされる思いがした。今でこそ父に愛情を求める気はないが、幼い頃ころは愛されていない、捨てられたと泣いていたのは自分だ。

「少なくとも、シュニーは母親に嫌われてると言っても、決して母親を嫌ってはいないわ」

　そんな状態でガブリエラは娘への愛情など持ち合わせていないと、シュニーを前に否定することのほうが酷こくだと、イザベラは言いたいのだろう。

　ガブリエラは苛立ちこそ見せるが、心配しているようには見えない。そう思えてしまうのは、自分の経験から目が曇くもっているからなのか。

　フリッツが考え込んでしまうと、イザベラは思わずと言った様子で呟つぶやいた。

「…………実の親だから愛せって言われるのも、嫌だけどね」

「ベラ……？　それは、君の父親のこと？」

　瞬しゆん間かん、イザベラの顔に浮うかんだ寂さびしげな笑えみに、フリッツは歯嚙みする。

　実の親に否定され、振り向いてもらえない苦しみは、きっとイザベラのほうが知っているのだ。幼い頃慰なぐさめてもらっていた時も、きっとイザベラは己の悲しみを後回しにしていた。

　フリッツが謝ろうとすると、イザベラは手を振ふり苦く笑しようする。

「あ、いいの。今はあたしのことはどうでもいいわ。──少なくとも、シュニーのほうがガブリエラ夫人を望んでいるのよ。だったら、いきなり二人を引き離はなすより、親子の愛情を繫つなぎ直すほうがシュニーのためになると、あたしは思うの」

　イザベラの言葉に、フリッツは一度目を閉じる。

　ヴィヴィがイザベラを関わらせたくなかった理由が、わかった。イザベラは自分の過去の感傷よりも、目の前で困っているシュニーを優先し、自分が傷ついていることにも気づかない。

　きっとイザベラはガブリエラという親に、娘を否定されたくないのだ。シュニーが親を求める限りは、イザベラに身に覚えがある感情だからこそ、叶かなえたいと尽じん力りよくする。

　だからこそ、イザベラの考えはシュニーの思いに寄り添っているはずだ。

「…………わかった。ベラの言うとおり、俺は自分の感情に流されているな。どうしても、あの人にそんな情があるなんて、信じられないんだ」

　抑おさえきれなかった本音に、フリッツは口を引き結んだ。

　幼い頃、家を追い出された悲ひ憤ふんや、ガブリエラの妊にん娠しんと共に国外へ出された寂せき寥りようは今でも胸の中に淀よどんでいる。ただ今は、なんの足しにもならない感傷など飲み込むべきだ。

　そう強しいて落ち着こうとしていたフリッツに、イザベラは思わぬ問いを向けてくる。

「……ねぇ。フリッツは、過去が変えられるなら、変えたい？　もし、ガブリエラ夫人がもっと謙けん虚きよで、フリッツを家から追い出すなんてことしない人だったらって」

「それはもちろ──」

　自じ嘲ちよう気味に笑おうとしたフリッツは、もしそうなっていたらと考え、頷うなずくのをやめた。

「あたしは……、変わってほしくないわ。小さいフリッツが泣いていたのは、本当に可哀かわい想そうだと思ったし、あたしが慰めなきゃって本気で一いつ生しよう懸けん命めいになったのよ。でも、でもね？　男だん爵しやく令れい嬢じようだったあたしがフリッツに出会えたのって、フリッツが田舎いなかに来たからじゃない」

　フリッツも、イザベラと出会えなかったかもしれないと考えれば、過去を変えたいとは思えない。仮令たとえ、それが今なお傷として胸の内に残る過去だとしても。

「……それは、俺も嫌だ…………。くそ……っ。こんなことであの人に感謝なんかしたくは、ないんだけど…………」

　フリッツが本気で懊おう悩のうすると、イザベラは噴ふき出して笑った。

「フリッツ。あたしね、お父さんは好きになれないけど、あまり怨うらんではいないの」

　フリッツは家庭事情を知っていたからこそ、目を瞠みはった。

　暴力を振るう父親に怪け我がを負わされていたのも知っている。怒ど鳴なり声や物を壊こわす音が聞こえるのは、周辺でも有名な話だった。一生許さないと言ってもいいような体験をしたはずのイザベラは、照れ臭くさそうに笑う。

「だって、お父さんがいなければあたしもヴィヴィも生まれてないわけじゃない？　その上、あの性格じゃなかったらお母さんとも離り婚こんしてなかったんだし。そうなると、お義父とうさまやリーテにも会えないままだったのよ。その上、今でこそ伯はく爵しやく令嬢になれたからフリッツとも並んで歩けるけど、お義父さまの娘むすめにならなかったら、今よりずっと結婚は難しかったはずだし」

　本当に運がいいとイザベラは一人頷く。あまりの前向きさに、フリッツは言葉を挟はさめない。

「だったら、お父さんはあたしが今持ってる幸せのための前段階だったと思えばいいのよ。あの時辛つらかった気持ちを耐たえたから、今素敵なお義父さまやちょっと手はかかるけど可愛かわいい義妹に出会えたと思えば、ね？」

「あ、ははは……。ベラ、君は…………、君は本当に、強いな」

「強いとかじゃなくて、自分に都合よく考えてるだけよ。全部いい結果になったから言えるんだもの。今あたしが良かったと思えるのは、フリッツがいてくれるからだわ」

　イザベラは、心底嬉うれしそうに言う。フリッツは抱だき締しめようとする己おのれの片かた腕うでをもう一方の手で押し留とどめる。イザベラが俯うつむきがちにはにかみ、言葉を続ける様子があったからだ。

「だからね、過去は過去で今の踏ふみ台だとでも思えばいいのよ。過去は変えられないけど、未来は変えられるもの。フリッツがガブリエラ夫人の非道を知っているなら、知った上でこの先どうすればシュニーにいい未来を齎もたらしてあげられるか、どうすればあたしたちが一いつ緒しよに居続けられるかを考えてみない？」

　顔を上げて笑うイザベラに、フリッツは一瞬夢かと思う。留学先で寂さびしくてやるせなくて泣きながら、イザベラの下もとへ帰ることばかりを考えていた。再会し、ずっと一緒にいようと言われる夢をよく見た記き憶おくがある。

　友人ができ、勉学に励はげみ、処世術を身につけ、帰りたいと思ったのが、国でも家でもなくイザベラだったことの意味は、何度も考えた。

　実の父親にさえ、捨てられるように田舎へ送られ、留学に出され。そんな中で唯ゆい一いつ、何処にいても誰だれが嫌きらっても好きでいると約束してくれたイザベラは、幼い頃からフリッツにとって特別な女の子だった。

　今も変わらず、イザベラは特別なのだとフリッツは再さい確かく認にんする。

「本当に……ベラはいつでも俺の欲しい言葉をくれる」

　きっとイザベラ以外の誰に言われたところで、ガブリエラへの感情を脇わきに置くことなどできなかっただろう。
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　イザベラはフリッツが夢にまで見た言葉をなんの衒てらいもなく発して、ガブリエラの存在以上の衝しよう撃げきでもって、フリッツの冷静さを引き出した。

「熱くなって早計に決めつけるのは、エリックの悪い癖くせだと言っていたのにな。あぁ、そう言えばあの人がいなければ、俺はエリックと学友になることもなかったかもしれないのか」

　かつて、イザベラがリーテを継まま子こ虐いじめしていると信じ乗り込んで来た学友のエリック。その騒そう動どうを落ち着かせたはずのフリッツが、今は宥なだめられる側に回っている。

「大だい丈じよう夫ぶよ、フリッツ。だって、こうしてあたしの言葉を聞いてくれてるじゃない。フリッツなら、きっとシュニーのいいお兄さんになれるわ」

　イザベラに言われると、できないわけがないと思えるから不思議だ。いや、できると言ってくれるイザベラの期待に応こたえようと思うからこそ、やれるという気がするのだろう。

「そうだといいな。……愛情を繫ぎ直す、か。考えたこともなかった…………」

　関係の改善ができるなら、確かにイザベラの考えのほうがシュニーのためになる。

　ただ、問題は今も払ふつ拭しよくできない己の不信感。まず、ガブリエラが本当にシュニーを愛しているのかを確かめたい。

　見つめると、イザベラは小首を傾かしげる。

「どうしたの、フリッツ？」

「ベラ、城に戻もどる前に一つお願いがあるんだ」

「なぁに？　あたしにできることならなんでも協力するわよ」

「じゃあ、ベラを抱き締めてキスをしたい」

　身を乗り出すと、イザベラは首まで赤くして狼狽うろたえる。拒きよ否ひの言葉が出る前に口を塞ふさいでしまおうかと考えたフリッツは、不意にイザベラが腕を開くのを見た。

「……少し、だけね。もうお城に戻らなきゃいけない時間──、きゃ！」

　フリッツは、思わずイザベラを強い力で引き寄せる。

　迷いながらも抱き締め返してくれるイザベラの手が、とても温かい。この温ぬくもりが愛故ゆえだと信じられることが、今のフリッツにとって何よりの幸せだった。
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「楽しい楽しい、お引っ越こしだよ『白雪姫ひめ』！　さぁ、君が『こびと』の中から選んでおくれ！」

　突とつ如じよ乱入して来たハートの宣言に、イザベラは慌あわてた。

「ちょ、待って！　引っ越しってどういうことよ？」

　翌日、シュニーと裁さい縫ほうをしていた客室の入り口で、ハートは『こびと』を引き連れて立つ。しかし、後ろに続く『こびと』こと七人の友人たちもわからない顔の者が半数。

「おひっこし？　えらぶって、何を？」

　シュニーの問いは、イザベラの心中でもあった。ただ返答するハートの言葉は難解で。

「新たな愛の巣を求めて、逃とう避ひ行こうをするのさ！」

「……ヴィヴィ、説明できる？」

「さっきまで話していた内容からの、推測でしかないけど」

　イザベラはハートの後ろにいた妹に答えを求める。

「私たちは、さっきまで別の部屋で、不ふ審しん者についての対策を話していたはずだったのよ」

　淑しゆく女じよを演じて困り顔を作るヴィヴィの説明では、時折現れ、別べつ荘そうを監かん視しするらしい不審な人物の目もく撃げきが頻ひん繁ぱんになり、手を打つべきだという意見が出た。

「あ、この前も庭でお茶をしていた時にいたわね」

　シュニーと着きせ替かえ遊びをして、即そく席せきのボンネットを作った時のこと。庭の柵さくの向こうで人ひと影かげが動き、急いで室内に避ひ難なんしたのだ。

　ここ数日は頻繁に別荘の周りを、顔を隠かくした不審者がうろついているとイザベラも聞いており、今日はシュニーにボンネットを作るための裁縫を室内で教えていた。

「何処どこの誰かは不明なまま。捕つかまえようにも逃にげ足が速くて」

　対処に困るという話をしていたはずが、突然ハートがシュニーに聞けばいいと言って、部屋を飛び出したと言う。

「それで、さっきの選べって？　どういう意味？」

「たぶん、ここを引き払はらって、別の場所に身を隠したほうがいいということだと思うわ」

「それで愛の巣だの、逃避行だのって言うの？」

　イザベラが胡う乱ろんな顔をすると、ヴィヴィは笑え顔がおで誤ご魔ま化かすが、心情から半眼になっていた。

「『魔女』さん、どういうこと？」

「えっとね、よくわからない人がいて、お外が危ないってことは教えたでしょ？」

　イザベラの確認に、シュニーは素す直なおに頷うなずく。

「そんな人がいるこの別荘は、ちょっと住みにくいんじゃないかしら？　だから、ハートはシュニーがもっとのびのびしていられる場所に移ろうって言ってるのよ」

　シュニーが怖こわがらないよう言葉を選べば、ハートは我が意を得たりとばかりに頷く。

『こびと』から選べというのは、友人たちの別荘でも借りるつもりなのだろう。ようやくハートの意図に気づいた『こびと』たちは、互たがいに使える屋や敷しきがあったかを話し合い始めた。

「ハート、そういうことは、きちんと私たちの了りよう承しようを得てからにしてくださいね」

　ヴィヴィが苦言を呈ていすと、ハートは満面の笑みで大きく腕を広げた。

「僕は知っているさ。君たちは寄る辺のない『白雪姫』を放ほうり出すような薄はく情じよう者じゃないと。親切な『こびと』だからね！　今もこうして『白雪姫』のため動こうとしているじゃないか！」

　結果は同じなのだから、説明は後でもいい。

　言い切るハートの不ふ遜そんな信しん頼らいに、ヴィヴィも額を押さえてそれ以上の小言は言えなくなる。

「でもヴィヴィ。うちで預かると、ここよりも面めん倒どうなことになるんじゃない？」

　イザベラは、ガブリエラから娘を誘ゆう拐かいしたのではないかと言われている。本当にシュニーがフェルローレン家にいては、疑いが事実になってしまうだろう。

　姉の懸け念ねんを受け、ヴィヴィはハートを見上げた。

「手助けしたくても、できないこともありますから、今度は事前に相談してくださいね」

　言い含ふくめるように言うヴィヴィに、ハートは顎あごに指をかけてしかめっ面つらを作る。

「むむっ、そうか。『赤ずきん』は王都に来て日が浅く、周辺に別荘を持っていないのか。これは僕の失敗だ。しょうがない。領地にいる叔父おじの屋敷が空き家だったはず。『赤ずきん』の代わりに僕がそこを紹しよう介かいしよう」

　顎から手を離はなすと同時に、芝しば居い染じみた動きでヴィヴィへと手を差し伸のべたハートは、片目を瞑つぶってみせた。ヴィヴィは気づかないふりでハートのほうを見ようとはしない。

「どこへ行くか、わたしがえらぶの？　ここにいちゃ、いけない？」

　不安げに呟つぶやくシュニーに、『こびと』たちは慌ててハートを部屋から引き摺すり出した。

「シュニー、大丈夫よ。ハートの妄もう言げんは忘れていいわ。私たちはもう一度よく話し合います」

　淑女の笑みを浮うかべたヴィヴィは、『こびと』と共に部屋を出てしっかり扉とびらを閉めていく。けれど扉の向こうからは、ハートの考えなしを窘たしなめる『こびと』たちの声が聞こえていた。

「わ、わたしのせい？」

「ハートが怒おこられているのは、ハートのせいよ。大丈夫。ハートはちょっと失敗してしまったけれど、失敗してもいいの。次に何をするか、それが大事なんだから」

　不安がるシュニーにそう微笑ほほえみかけると、失敗してもいい、とシュニーは小さく繰くり返した。

「そうよ。失敗してもいいし、失敗は当たり前なの。ほら、裁縫だってどう針を刺さすか、どんな糸を使うかはやってみなきゃわからないでしょ？　誰だれでも初めてのことは上手うまくいかないわ。だから、色々やってみて学ぶのよ」

　シュニーはイザベラの言葉を理解しようとして、じっと考え込む様子。

　イザベラは目の前の少女が聡そう明めいと言うべき性質を持っていることに気づいていた。自分が七歳の頃ころなどもっと考えなしで、大人の言葉にこれほど真しん剣けんに耳を傾かたむけていたか怪あやしい。

「『魔女』さん、やってみたいことが、あるの……」

　窺うかがうように見上げてくるシュニーに、イザベラは一も二もなく頷いた。

「なぁに？　あたしに教えられることなら、教えるし手伝うわ」

「あの、ね……、わたしを心配して、ここをはなれるって言うんでしょ？　それは、ハートがわたしを嫌きらいだから、追い出すんじゃ、ないよね？」

「もちろんよ。ここにいるみんな、シュニーのことを思っているわ。でも、離れたくないなら、そう言ってもいいのよ？」

「うぅん、そうじゃないの。わたしのためなら、しょうがないって思うの。でも……、何か、わたしも、みんなにできること、ないかなって」

「つまり、ハートにお礼がしたいの？」

「そう！　お礼がしたいの。『こびと』さんたちにも、おにいさまにも。でも、どうすればお礼できるか、わからなくて……」

　自信なさそうに俯うつむくシュニーに、イザベラは自然笑みを浮かべた。

「素敵じゃない、シュニー。いい思いつきよ。……そうね、いつ移動するか決まってないし、場合によってはすぐに動き出すこともあるかしら？　お礼の言葉だけじゃ味気ないわよね」

　あまり時間をかけてはいられない。家出を助けていることを知られるのはまずいので、形に残る物は避さけるべきか。

「うん、お菓か子し作ってみる？　シュニーは、お菓子作りをしたことあるかしら？」

「お菓子、作るの？　作れるの、『魔女』さん？」

「えぇ、台所仕事はひと通り。ここら辺は育ちの違ちがいね。伯はく爵しやく令れい嬢じようは台所に立っちゃ駄だ目めって言われてるけど、少し教えるくらい、いいわよね？」

　自らに言い訳をしつつ、イザベラはシュニーの反応を窺う。

　大きな瞳ひとみには期待の色が表れ、確かな尊敬の念が宿っていた。

「うぅ……、妹ってこういう可愛かわいげがあってしかるべきな気がする」

　実じつ妹まいや義妹、妹のような年ねん齢れいの末姫を脳のう裏りに描えがき、イザベラは嚙かみ締しめるように呟いた。

「何を作るの、『魔女』さん？　ハートはどんなお菓子がすきかしら？」

「え？　あ……、えっと、確か…………林りん檎ご好き？」

　シュニーの思わぬ問いに、イザベラは聞いたハートの話を端たん的てきに口にした。

「そうね、ハートはよくりんごがきれいって言ってるわ。きっと、りんごを使ったお菓子を喜んでくれると思う」

　興奮気味に同意するシュニーに、イザベラは頷いた。今はハートの好みより、シュニーのやる気を優先させる。

「簡単なのはバターたっぷりの林檎の丸焼きだけど。蜜みつ煮ににしてケーキに挟はさむのもいいわね」

「『魔女』さん、あのね、シュトルーデルって、作れるかな？　前ね、おかあさまと食べて、おいしかったの」

　シュトルーデルは小麦粉を練った生き地じで具を巻き、竈かまどで焼き上げる一いつ般ぱん的なお菓子だ。林檎に限らず季節の果物を巻いて焼き、クリームを添そえて食べる。

　大きな生地を作ってみんなで食べられるので、お礼には適したお菓子と言えた。

「ただ、生地捏こねたり伸ばしたり体力がいるんだけど……、そこはあたしがやればいいか」

　頷いたイザベラは、さっそく台所番に頼たのんで材料を用意してもらった。

　シュニーと一いつ緒しよに前まえ掛かけをつけて、袖そでを捲まくり上げ、まずは材料を揃そろえる。

「シュニー、まずは生地のための材料を用意してね」

　やる気に満ちたシュニーは、台所番の指示に従って、小麦粉の必要分を計量し始める。その間に、イザベラは竈に火を入れ準備をした。

　小麦粉が舞まったり、林檎が切れずに転がったりと、すんなりとはいかなかったが、シュニーはイザベラと台所番の手を借りて奮ふん闘とうする。

「どうしよう？　上手くいかないよ、『魔女』さん」

　シュニーが切った林檎は、凸でこ凹ぼこが激しく見た目が悪くなってしまった。それに比べてイザベラと台所番が切った林檎は均等に並んでいる。

「大だい丈じよう夫ぶよ、シュニー。こういうのは慣れだから。最初から上手くいくほうが珍めずらしいの。大切なのは、上手くなろうって頑がん張ばり続けることよ。そうすれば慣れて、上手くなっていくから」

「怒らないの？」

「怒らないわよ。時間をかけて頑張った分だけ上手くなったら、褒ほめてあげるわ」

　イザベラが微笑みかけると、シュニーは頰ほおを紅潮させてやる気をみせた。

「さ、それじゃ、寝ねかせておいた生地を出して」

「うん！　……あれ？　生地が柔やわらかくなってるよ！　どうして？」

　寝かせておいた生地を取り出したシュニーが、まるで魔法を見たかのように声を上げる。

　ふとイザベラは、乗ってあげればいいのに、とヴィヴィに言われたことを思い出した。

「ふっふっふ。それはね、寝かせる前にあたしが美味おいしくなる魔法をかけておいたからよ」

「すごい、すごい！　やっぱり『魔ま女じよ』さんなのね！」

　一いつ片ぺんの疑いもなくはしゃぐシュニーに、イザベラは居た堪たまれなくなる。シュニーがイザベラを魔女と呼ぶのは別べつ荘そうでは周知なので、台所番はわかっていると言わんばかりに頷うなずいていた。

「さ、さぁ、シュニー。作った具を巻き込むのも大変なのよ。まずは均等に並べましょ」

　林檎にシナモン、干ほし葡ぶ萄どうを均等になるようシュニーは一いつ生しよう懸けん命めい伸のばした生地に置く。シュニーの両りよう腕うでよりも長く伸ばした生地を、破れないよう、中身が飛び出さないよう慎しん重ちように巻き込み、温めていた竈の中に入れた。

「よし、これで焼き上がりを待つだけ。シュニー、時間がかかるから一度休みましょう」

「うぅん、ここで待ってる」

　そう言うものの、シュニーの瞼まぶたはもう半分落ちている。疲つかれたのだろう。椅い子すに座らせると、糸が切れるように壁かべに寄りかかって寝息を立て始めた。

「ここは私が見ておきましょう。イザベラ嬢は一度お休みになったらいい」

「大丈夫。食器の用意をしておくわ。隣となりが食器置き場よね？　お茶の用意もしましょう」

「よくお働きになる。ヴィクトリア嬢そっくりですね」

「……そ、そんなこと、初めて言われたわ」

　台所番の微笑みに見送られるように、イザベラは廊ろう下かへと出た。廊下に出なければ、隣の食器置き場に行けない造りなのだ。

　似ていないと思っていた妹に似ていると言われるのは、なんだか戸と惑まどってしまう。

　そんなことに気を取られていたイザベラは、灯あかりのない食器置き場に足を踏ふみ入れた途と端たん、背後から何者かに捕とらわれ、心臓が痛いほど跳はねあがった。

「ベラ、甘い匂においがする」

　背後からフリッツが小さく笑いながら囁ささやく。抱だき竦すくめられたイザベラは、胸の前に回されたフリッツの腕に触ふれた。

「え、フリッツ？　いつの間に来たの？」

「さっき。ハートが場所を移すと言い出したと、ヴィヴィから連れん絡らくが来たからね」

　仕事を抜ぬけ出したフリッツが到とう着ちやくすると、何故なぜかハートが自身の本ほん邸ていにシュニーを移すと言い出していたらしく、『こびと』たちで一度話を本筋に戻もどすまで待ってくれと言われたとか。

「ベラはシュニーと台所にいると聞いて様子を見に来たら、ちょうどベラが出てきたんだ」

「だったら普ふ通つうに声かけてよ。驚おどろくじゃない」

「甘い匂いがして、何処どこから漂ただよってくるのか確かめたくなったんだよ」

　言い訳にもなっていないフリッツの言い分がおかしくて、イザベラは笑ってしまった。その間も、フリッツはイザベラの肩かたに頭を寄せて何処か癒いやしを求めるよう。

「シュニーがね、ハートや『こびと』、フリッツにお礼がしたいって言うから、お菓子を振ふる舞うことにしたの」

「そうなのか？　シュニーから言い出した？」

「そうよ。いい子ね、フリッツの妹は。それに可愛いし、きっと頭もいいわ」

「……俺より、ベラのほうがシュニーをわかっているのかな？　俺は、あの子があんなに笑う子だとは、知らなかった」

「ここの環かん境きようのせいよ。こう言うと嫌いやかもしれないけど、ハートのお蔭かげね」

「それは、否定できない。噂うわさどおり摑つかみどころのない男だけど、きっと、悪い奴やつではないんだろうな」

「ふふ、その割に声が不服そう」

　確かめるため、イザベラはフリッツの腕の中で身を返し、向かい合う。苦く笑しようするフリッツは、イザベラの額に口づけを落とした。

「シュニーの笑え顔がおが増えたのは、ベラのお蔭でもあるよ。ヴィヴィもそう言ってた。自分にはできないことを、ベラは当たり前のようにやるって」

「ヴィヴィが？　そういうことは、あたし自身に言ってくれてもいいと思うんだけど」

「素す直なおじゃないからね。でも、ヴィヴィがベラを嫌きらいなわけじゃないのは、わかってるだろ？　幼い頃ころも、俺とベラを取り合ってさ」

「そんなことあった？　ヴィヴィはあたしがフリッツの所に行こうとすると、頰ほっぺた膨ふくらませて何処かへ行ってしまっていたのよ？」

　泣くフリッツを慰なぐさめに向かうと、いつもヴィヴィは不ふ機き嫌げんになっていた。夏に再会した時も、気心が知れた様子で話すフリッツとヴィヴィに首を傾かしげたものだ。

「それさ。姉の関心を引きたかったから、ヴィヴィは臍へそを曲げてたんだ。気づいてなかった？」

「ほんと、素直じゃないわね。まぁ、二人が今仲良くしてくれてるのは嬉うれしいけど」

　イザベラは一度視線を落として、楽しそうに料理していたシュニーを脳のう裏りに描えがく。

「……フリッツ、シュニーはフリッツを兄として、とても慕したってるわ」

　頰を撫なでるフリッツの手にイザベラも手を重ね、茶色い瞳を見上げる。

「それと同じくらい、きっと母親のことも慕ってる」

　イザベラの言葉に、フリッツは何を返すべきか、わからなくなった様子で眉まゆを顰ひそめた。

「家族ってそういうもののはず、だよな。言葉にしなくても、纏まとまって、同じ方向を向いて、一つになって進むような。フェルローレン伯はく爵しやく夫妻も、ベラと同じように俺を気き遣づかってくれた。ヴィヴィもシュニーを心配して、助けてくれて……」

　羨うらやましそうに目を細めるフリッツに、今度はイザベラのほうが慰めるように手を伸ばす。

「本当なら、うちがそうならなきゃいけないのに。父はシュニーよりも体面を気にしている。ガブリエラは俺への対たい抗こう意識ばかりで協力なんて考えていない。俺も、シュニーが家出しなければ、きっと、ここまで関かかわらなかったと、思う」

　フリッツはイザベラの手を取ると、温ぬくもりを確かめるように抱き締しめ直した。纏まりがない家族の姿に、フリッツは後こう悔かいと歯は痒がゆさを覚えたのだろう。

「俺は、あの人たちよりましな人間だと、思ってた。でも、もしかしたら、血は争えないのかもしれない」

　弱気なフリッツに、イザベラは胸を押して顔が見えるよう間を空けた。

「そんなことないわ。フリッツはちゃんと最初からシュニーの心配してたじゃない。それに、あたしの言葉だって聞いてくれるわ」

「でも、あんな人たちの中に幼いシュニーを放ほうっておいても、俺は、関わらないようにしてたんだ。ことが起きてから慌あわてて首を突つっ込んでも、父をシュニーの捜そう索さくに向き合わせることさえ、できていない。たぶん、このままじゃ時間ばかりが過ぎることになる」

　シュティーレ伯爵家は、未いまだにシュニーの捜索に手をつけていない。何日も経たつというのに、まだその内帰ってくる、幼い我わが儘ままと捉とらえているのだ。

　シュニーが望むならガブリエラとの絆きずなを結び直そうと言ってくれたフリッツだったが、両親と関われば関わるほど甲か斐いのなさに気力を削そがれているようだった。

「あの人たちは、いっそシュニーがこのまま戻って来なくてもいいと思っているんじゃないかと、疑ってしまう。かつて俺が留学に出された時のように。その上、だったら俺もこれ以上無む駄だに関わらなくてもいいんじゃないかと思って……。いや、これは逃にげだな。関わりたくない相手を前に、シュニーを口実にしようとしてるだけだ」

　自省するように呟つぶやくフリッツに、イザベラは衝しよう動どうのまま自分から抱きついた。

「いいわ。弱音を吐はきたいなら吐いて。でも、これだけは言っておくわよ？　本当に逃げたいならそんな風に思わないわ、きっと。フリッツは頑張ろうとしてるから、自分を責めてるだけよ。だったら、フリッツが自分を責める度たびに、あたしがフリッツを肯こう定ていしてあげるわ。フリッツは、間ま違ちがってないって」

　イザベラが力いっぱい抱き締めると、勝まさる力でフリッツが抱き締め返した。

「……俺は、ベラと将来…………、はぁ。いっそ、家族がベラだけなら良かったな。そうすればきっと、色んなことが上手うまくいくのに」

「ま、まだ早いわよ。何言ってるの。その……将来的にはそうなりたいとは、思うけど」

　重い息を吐くフリッツに、イザベラは照れていた顔を引き締め、慰めるように背中を撫でた。

「やっぱり、疲れてるのね」

「実は、家のほうでちょっと──」

　フリッツが言いかけたところで、足音が聞こえる。食器置き場の入り口を見ても、すでに人ひと影かげはない。代わりに、戸惑った様子の台所番が顔を覗のぞかせた。

「おや、これは失礼。……『白雪姫ひめ』は、お兄さまを取られて、拗すねてしまったのかな？」

　すぐさま顔を引っ込める台所番の呟きに、イザベラはフリッツと顔を見合わせた。

「もしかして、今の家族があたしだけだったらって言葉、聞かれたんじゃ？」

「あの足音はシュニーか……っ。そんなつもりじゃなかったのに」

「ともかく、それはシュニーに言わなきゃ」

　フリッツは決してシュニーを邪じや険けんにはしていない。イザベラとだけで家族でいられたらというのは、家で両親と何かあったからなのだろう。ただの弱音であって、本心ではない。

　イザベラにはそうとわかっても、シュニーにはわからない。

　イザベラとフリッツは慌てて食器置き場を後にすると、シュニーを捜さがして駆かけ出した。
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「あははははは！　『白雪姫』はなんていじらしいんだ！」

　ハートはシュニーと両手を繫つないでくるくると回りながら笑う。

「お、おいしかった？　うまく焼けてた？」

「もちろんだとも！　お腹なかも胸も満ち足りているよ！」

　フリッツの言葉に落ち込んでしまっていたシュニーを、ハートは大おお袈げ裟さなまでに賞賛することで笑顔にしてしまった。

「すごく……負けた気がする…………」

　シュニーがイザベラと作ったシュトルーデルを口に運びながら、フリッツは気落ちした様子でハートを見ていた。

『こびと』もシュニーの気持ちに頰ほおを緩ゆるめる中、ヴィヴィがフリッツに耳打ちをする。

「ベラに感化されて、迂う闊かつなとこまで似ないでよ？」

　イザベラだけが家族ならという不用意な発言をシュニーに聞かれて、泣かせてしまったフリッツは言葉に詰つまる。謝り、許してはもらえたものの、シュニーを傷つけてしまったことに落ち込んでいた。

「聞こえてるわよ、ヴィヴィ。フリッツを変な責め方しないでよ」

　イザベラが睨にらんでも、ヴィヴィは悪びれないどころか、淑しゆく女じよを演じて微笑ほほえみを返す。

　そんな姉し妹まいのやり取りを羨ましそうに見たフリッツは、シュニーに視線を戻もどすと息を吞のんだ。

　手を繫いで回っていただけのはずが、いつの間にかハートがシュニーを抱かかえて回っている。

「さすがにそれは危ないからやめるんだ、ラインハルト」

　止めに行くフリッツを見送り、イザベラは苦笑を漏もらした。

「ちゃんと、お兄さんできてると思うんだけど」

「あの状じよう況きようでそう言われると、まるでハートがフリッツの弟みたいね」

　言って、ヴィヴィは視線を泳がせる。自分で言っておいてフリッツが気の毒になったのだ。

「おや、君にはイザベラがいるだろう？　『白雪姫』まで独どく占せんするのはいただけないな」

「ベラとシュニーは別だ。妹を返せ、ラインハルト」

「なんて欲張りな男だ！　『白雪姫』、こんな兄より僕を選んだほうがずっと楽しいよ」

　取り返そうとするフリッツの手を逃のがれるように、ハートはシュニーを抱えて身を返す。

「で、でも、おにいさまとハートは違うもの……。えらべないわ」

　頰を染めて答えるシュニーは、ふとイザベラに目を向けた。

「おにいさまも、えらべないのかしら……？」

「ラインハルト、ともかくシュニーを降ろせ。近すぎだ」

「おやおや、口うるさいことだね。『白雪姫』をさっき泣かせていたくせに」

「そ、それは……っ、俺の配はい慮りよが足りなかった」

　ハートに責められ、フリッツは言い訳もできず非を認めて項うな垂だれる。

「ハート、おにいさまを悲しませるのは、いやよ、わたし」

「あぁ、すまない、『白雪姫』。だったら僕と、楽しくお喋しやべりをしよう」

「あ、こら待て！　シュニーを抱だいたままで動くな」

　落としたらどうするんだと、過保護な発言をするフリッツに、ハートはしっかり抱き締めればいいだろうと言わんばかりにしっかりとシュニーに腕うでを回す。

「念のため聞くけど、ヴィヴィ。ハートがシュニーに手を出したなんてこと、ないわよね？」

「私たちが見ている限りでは、ないはずよ。口では愛らしいなんて言うけど、ハートは無む理り強じいなんてしないもの」

　本人の恋れん愛あいの美学に反するらしいと、ヴィヴィは言う。

　イザベラが話す間に、またもシュニーを巡めぐるハートとフリッツの追いかけっこが始まった。

「走っちゃ駄目。せっかくシュニーが作ってくれたお菓か子しがひっくり返ったらどうするの？」

　イザベラが叱しかると、ハートもフリッツも大人しく椅い子すに戻る。シュニーも食べかけだった自分のシュトルーデルの前へと戻された。

　楽しくシュトルーデルを食べ、和なごやかに時間は過ぎていく。けれど、このままではいられないのは、シュニーも知るところだった。

「わたしも、おはなしあいに入れてほしいの」

　皿を片づけ、別べつ荘そうを移るかどうかの話し合いをしようとした時、退出を促うながされたシュニーが意を決した様子で言った。

「僕は最初から『白雪姫』に選んでもらっていいと言ったじゃないか。もちろん、一いつ緒しよにいてくれて構わないよ」

　誰だれが答えるよりも早くハートが同席を許す。渋しぶい顔のフリッツにハートが笑えみを向けると、芝しば居い染じみた動きをしながら口を開いた。

「さて、何か言いたいことがあって来たんだろう？　話を聞こうじゃないか」

　ハートの隣となりにしっかり座ってやる気に満ちた顔をするシュニーに、フリッツは言葉を選ぶ様子で一度目を閉じる。

「さすがに、シュニーが家出して十日だ。屋や敷しきで、生存を怪あやしむ声が上がってる」

　フリッツはシュティーレ伯はく爵しやく家でシュニーの捜そう索さくをするよう父に訴うつたえたが、その内戻ってくるだろうと歯し牙がにもかけていないと、イザベラは聞いていた。

　シュニーがいることで父の対応には言げん及きゆうしないものの、フリッツの目には今さらになってと言いたげな苛いら立だちが宿っている。

「ガブリエラも、どうして戻ってこないのかと、使用人に当たるようになっている。このままでは、ラインハルトに誘ゆう拐かいの嫌けん疑ぎがかけられる可能性もあるだろう」

　捜索でシュニーがハートの別荘にいるとわかった場合、『こびと』たちにも累るいが及およびかねない。荒あれたガブリエラが、保護と言って納なつ得とくするとは思えないとフリッツは言う。

「でも、それだけシュニーのことを心配してるって、ことよね？」

　少なくとも、娘むすめの死を恐おそれる気持ちは持っているのだとイザベラは考えた。

「俺からは、なんとも……」

　思いどおりにならず当たり散らしているようにも見えると、フリッツは視線を横向けた。

「いっそ、フリッツが家出したシュニーを見つけて、ハートに預けたと言い訳をしてみたら？　シュニーを誘拐したという嫌疑は逃れられるんじゃないかしら」

　ヴィヴィの提案に、皆みなが一考する。誘拐事件にされると、シュニーが家出をするほどの思いを抱えていたという事実が後回しにされる。フリッツを間に挟はさめば、家の問題として収め、シュニーへの対応を再考してもらえるよう訴える隙すきも作れるかもしれない。

「それであの人が、話を聞いてくれると思うのは、希望的観測すぎるな」

　フリッツの重い呟つぶやきに、また誰もが最善を考えて沈ちん黙もくした。

「おかあさまは、わたしをさがしてくれているの？」

　シュニーは指を捏こねながら、問いを発した。実際はまだ動いていないが、捜索が始まるのは時間の問題だろう。ただし、捜さがすのはシュニーではなく少女の遺体となる。そんな非情な事実を伝えられず、イザベラもフリッツと目を見み交かわすだけで答えられない。

「あのね、わたし、ここがとても楽しいの。ここにいたいって思ってるの」

　思いを伝えようとするシュニーに、ハートも余計なことは言わず口を閉じて聞く。

「ここにいると楽しいし、わたしがいなければ、おかあさまも、怒おこることないんじゃないかって、思って……でも」

　一度言葉を切ったシュニーは、捏ねていた指を組み合わせて、思い決めたように顔を上げた。

「でも、さがしてくれるなら、わたしまだ、いていいんだよね？　おうちに戻って、わたしが頑がん張ばれば、おかあさまもみんなみたいに笑ってくれるように、なるかもしれないと思うの。頑張れば、上手うまくできるようになるって、『魔ま女じよ』さんも言ってくれたもの」

　不出来な娘だから嫌きらわれる。母の求めることができないから怒られる。それでも失敗を重ねて頑張れば、ガブリエラも褒ほめてくれる日がくるだろうか、と。

　イザベラがお菓子作りの中で言った言葉が、シュニーの中で小さな希望を芽め吹ぶかせていた。

「わたし、おかあさまのじまんの娘になりたい」

　母との距きよ離りを前向きに縮めようと決めたシュニーの言葉に、フリッツは一度俯うつむいた。

　イザベラが案じて覗のぞき込もうとすると、フリッツはシュニーへと優やさしく微笑みを向ける。

「シュニーの気持ちはわかった。だったら、話し合うべきはシュニーを何処どこに逃にがすかじゃない。シュニーをどうやって家に帰すかを、話し合うべきだ」

　フリッツは、シュニーとガブリエラを引き離はなす方策を捨てた。問うように向けられるフリッツの視線に、イザベラは深く頷うなずいてみせる。

　思案する様子で顎あごに手を当てたフリッツは、ハートに視線を移した。

「捜索で見つけられるのはまずい。だったら、いっそラインハルトがシュニーを見つけたという態ていで屋敷まで送ってくれたほうが角は立たないんじゃないか？」

「ふむふむ。『白雪姫ひめ』を見つけたのは僕だからね。噓うそを吐つかなくていいのは気が楽だよ」

　そう大おお袈げ裟さに頷いてみせるハートの言動が、すでに噓くさい、とはイザベラも言えない。ただ周りにそっと目を向けると、ヴィヴィを始め『こびと』たちは、それも噓だろうと言わんばかりの視線を送っているのに気づいた。

「帰すにしても、気になることがある」

　真ま面じ目めに考え込むフリッツは、いつもよりも力んでいるようにイザベラには感じられる。ガブリエラを相手に冷静な対応を心がけようと細心の注意を払はらっているからだろうか。

「あの人のシュニーに対する言動が、教育熱心さが行きすぎた愛故ゆえなのか、それとも──いや、俺はただあの人のこともよく知らないんだ。だから、見み極きわめたい」

　不安げなシュニーを見て、フリッツは言い直す。

　ガブリエラに対して懐かい疑ぎ的なフリッツは、立場の弱いシュニーを苛立ち紛まぎれに攻こう撃げきしているだけかもしれないと、疑っているのだろう。

　幼い頃ころ、自分がされたように。

　ガブリエラは確かに後妻としての自分の地位を確立するため、幼いフリッツを追い出した。けれどその非情が娘にも向けられているかは、まだわからない。行きすぎた教育であったなら、改善の余地はある。

「愛の見極め！　うん、劇的な響ひびきだね！　それで、どうやって見極めるつもりなのかな？」

　一人楽しそうに声を上げるハートに、フリッツは目を細めた。

「ガブリエラを、罠わなにかけてほしい」

「罠？　狩しゆ猟りようの罠ならお手の物だけど、さて、人間を罠にかけるにはどうすべきだろうね？」

「もちろん、獣けもの相手にするような危ないことをしてほしいわけじゃない。あの人の本心を引き出すために、ちょっとしたお芝居をしてくれればいいんだ」

　言いながら作戦を考える様子のフリッツは、ハートとシュニー、そしてイザベラを見てからまたハートに視線を戻もどした。

「ラインハルトが、シュニーとの婚こん約やくを求めるというのは、どうだろう？」

「は……、はぁ…………っ？」

　あまりにも予想外なフリッツの提案に、イザベラは声を裏返らせる。反対に、ヴィヴィはありだと頷いた。

「ハートの噂うわさは有名ですもの。シュニーへ突とつ然ぜん求婚してもおかしくはないわ」

　その上で、地位や財産といった我欲を刺し激げきする高水準の身分を持っている。娘を思う母親なら、ハートの浮うき名なに一歩引くだろう。けれど欲の皮の突つっ張った者なら、娘を差し出してでもハートの歓かん心しんを買おうとする。

「何をするの？　おしばいって？」

　わからないらしいシュニーを見下ろし、ハートは突然少女の肩かたを抱だいた。

「芝居と言わずに、正式な申し入れでも構わないよ！　そうなると、僕は君をお兄さまと呼ぶべきかな？」

「やめてくれ……っ。あくまでふりだ」

　腹の底から拒きよ否ひするフリッツに、ハートは上機嫌に笑ってシュニーを見た。すると、何かに気づいた様子で大袈裟に息を吞のむ。

「そうなると、もう可愛かわいらしい『白雪姫』とはこうして楽しく暮らせなくなるのかな？」

「それはもちろん、捜索がいつ始まるかもわからないからな。明日にでも、シュニーを帰すために動くべきだ」

　フリッツの肯こう定ていに、ハートは悩なやましげな様子で額に手を当てた。

「あぁ、こんなに突然別れが来るなんて！　僕は寂さびしいよ、『白雪姫』」

「あ、会えなくなるわけじゃ、ないよね？」

　大袈裟なハートの様子に、シュニーが不安がり始めた。フリッツが口を挟もうとした途と端たん、ハートはフリッツへと指を突きつける。

「君の企たくらみに加担するのだから、僕には条件をつける権利があるとは思わないかい？」

「何を求めるつもりだ？」

　胡う乱ろんげに目を眇すがめるフリッツに、ハートは指を鳴らして片目を瞑つぶってみせた。

「僕は『白雪姫』との別れを惜おしむため、今夜別べつ荘そうに泊とまって『白雪姫』とひと晩語り合いたいところだね」

「な……っ。そんなこと許すわけ──」

「だったらこの話はなしだよ」

　そっぽを向いてしまうハートに、フリッツは歯は嚙がみする。他ほかの条件を求めても、ハートはシュニーを抱いたまま首を横に振ふるばかり。

　頑かたくななハートに折れたのは、フリッツよりも『こびと』が先だった。

「フリッツ、だったら私たちも別荘に泊まって、間ま違ちがいが起きないようにしますから」

　ヴィヴィが代表して言うと、『こびと』たちは揃そろって頷く。ハートに視線を向ければ、腕うでを開いて歓かん迎げいの意を示した。

「じゃあ、今夜は『白雪姫』を囲んで『こびと』たちと楽しくお喋しやべりだ！」

　不安顔のフリッツを他所よそに、シュニーは明るいハートの声に笑えみを浮うかべる。

「……ヴィヴィ、お願いね？」

　イザベラが念を押すと、ヴィヴィは耳打ちを返す。

「そっちこそ、フリッツが心配しすぎで倒たおれないよう、ちゃんと宥なだめてよ。結婚したら、ずっとシュティーレ伯はく爵しやく家とつき合うことになるんだから。今の内に慣れておけばさ」

「け、結婚は……まだ、早いわよ。つき合ってまだ二カ月だし、婚約もしてないし」

「結婚して初めて会う夫ふう婦ふなんて、貴族じゃ珍めずらしくもないじゃん。顔合わせ、なんのためにしようとしてるか、ちゃんとわかってる？」

「わかってるわよ……っ。わかってるけど、いきなり結婚とか言われたら、照れるっていうか」

「はいはい。いいからフリッツのことちゃんと見ててよ」

「言われなくても」

　耳打ちをやめ視線を合わせると、イザベラは確かにヴィヴィと頷き合った。
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　翌日、イザベラはフリッツと共にシュティーレ伯爵家を訪おとずれていた。

「どうしてそちらのお嬢じようさんがいらっしゃるのかしら？」

　伯爵家の品格に相応ふさわしい豪ごう奢しやな玄げん関かん広間。フリッツの横にいるイザベラを見て、ガブリエラは開口一番顔を顰しかめる。

　刺とげ々とげしい声こわ音ねは、イザベラ個人を嫌きらうためか、娘むすめの失しつ踪そうに伴ともなう心労のためか。

「シュニーを見つけた方と連れん絡らくを取ってくれたのがフェルローレン家だからです」

　フリッツは玄関広間でシュニーの帰りを待ちつつ、ガブリエラにそっけない返事をした。

　シュティーレ伯爵も今日は屋や敷しきにいるのだが、戻ってくるなら待っていればいいと、別室で寛くつろいでいる。

　フリッツもガブリエラも、シュニーのために家にいるだけましだと思っているらしいが、イザベラからすればあまりにも薄はく情じような対応だと思えた。

　それに比べれば、とイザベラはガブリエラを盗ぬすみ見る。

　ガブリエラは、ハンカチを握にぎり締しめて玄関を見つめる。シュニーの帰き還かんをこうして待ち侘わびているのが、どうか娘を思うためであるように、とイザベラは祈いのるように心中で呟つぶやいた。

　玄関の向こうで車輪の回る音がする。

　誰だれもが息を詰つめてシュニーの帰宅に緊きん張ちようを強めた。

　けれど耳を澄すませば、いつまでも車輪の音は途と切ぎれない。いくつも連なる馬車の音に、イザベラはフリッツと顔を見合わせた。

　シュニー以外の来客だろうか、と不安を覚えた時、玄関を細く開けて侍じ従じゆうが告げる。

「ヘッセン子爵と、そのご友人七名がいらっしゃいました！　シュナエフリーデさまもご健勝で……っ」

　報しらせに走った侍従の言葉に、ガブリエラは責めるようにフリッツを見る。

「子爵？　シュニーを保護していたという方は、方伯ではなく、ヘッセン子爵のほうなのですか……っ？　どうして仰おつしやらないのです、フリートヘルムさん！」

「言えば、シュニーの恩人であるラインハルトを、屋敷に入れないと言われかねなかったので」

「そ、そんなこと……っ」

　やはりハートの浮名は知っているのか、ガブリエラは忙せわしなく視線を泳がせ、必死に何かを考えている様子。

「ご心配なく。ラインハルトの友人たちが、シュニーの面めん倒どうを見てくれていましたから」

　言いつつ、フリッツは何か引っかかる様子でガブリエラを窺うかがう。

　イザベラは気になって、フリッツに耳打ちをした。

「友人七人って、ヴィヴィたちよね？　どうして一いつ緒しよに来たのかしら？」

　家にも黙だまって誘ゆう拐かい紛まがいな家出を手伝っていたのだ。シュニーを家に帰すにしても、知られないようシュティーレ伯爵家に近寄らないものと思っていた。

　昨日ハートの別荘に泊まる話になった時も、これでお別れだと言っていたはず。

「わからない。ラインハルトが同行を強要したのかもしれないし、シュニーが別れを惜しんで同行を願ったのかもしれない」

　ヴィヴィを始め、七人の『こびと』は面倒見のいい者ばかりだった。何よりシュニーの境きよう遇ぐうに憐れん憫びんや義ぎ憤ふんを抱いだいていたのは、関かかわる内にわかっている。

　ガブリエラの許しを得て、玄関扉とびらが侍従たちによって大きく開かれた。

　堂々と先頭を歩くのは、何故なぜか林りん檎ごの入った籠かごを持ったラインハルト。背後には俯うつむきがちなシュニーと、緊張の面おも持もちの『こびと』が続く。

　ヴィヴィに視線を向けると、素知らぬふりをしろとでも言うように目を逸そらされた。俯いたままのシュニーは、強くスカートを握り締めて怯おびえているようにも見える。

「やぁやぁ、出で迎むかえありがとう。おぉ、あなたがガブリエラ夫人！　噂に違たがわぬ美しさだ。『白雪姫ひめ』のお母上なのだから、期待はしていたけれど、予想以上だ！　──あ、『白雪姫』とは僕がつけたお嬢さんの呼び名なのだがね」

「ラインハルト、君の話をしに来たんじゃないだろう」

　止まらないハートの話に、フリッツが口を挟はさむ。ガブリエラもハートの勢いに飲まれて茫ぼう然ぜんとしていた。

　フリッツに注意されたハートは、前まえ髪がみを払はらって頷うなずく。

「あぁ、もちろんそうだとも！　では、確かに送り届けたよ、『白雪姫』」

　芝しば居い染じみた動作で、ハートは背後に続くシュニーをガブリエラにも見えるよう身を引く。

『こびと』に守られるよう立っていたシュニーは、遠えん慮りよがちにガブリエラへと視線を向けた。

　すぐさまシュニーと距きよ離りを詰めたガブリエラは、値ね踏ぶみするようにシュニーを見下ろす。

　シュニーが今着ているのは、家出した時に着ていたという深い青のドレス。確かに流行はやりのドレスではあるが、少女が着るにはまだ早いと思える大人びた衣い装しようだった。

　そんなシュニーの頭には、昨日イザベラと一緒に作っていた頭帯飾かざりがある。話し合いの後、イザベラが仕上げてシュニーへと贈おくったのだ。

　見慣れないボンネットを見み据すえて、ガブリエラは唇くちびるを震ふるわせながら強い口調で言い放った。

「いったい何処どこへ行っていたの？　伯爵家の娘として恥はじを知りなさい……っ。由ゆい緒しよあるシュティーレ伯爵家の名を貶おとしめる弁わきまえのない行いをした自覚はあって？　わたくしはそんな子に育てた覚えはありませんよ」

　開口一番叱しつ責せきを放つガブリエラに、シュニーはまた俯いて身を硬かたくした。そんな様子が気に食わないのか、さらにガブリエラは叱しかりつける。

「いつも言っているでしょう。淑しゆく女じよは何をおいても家のために身を尽つくすものだと。あなたの行いは褒ほめられたものだとでも思っているの？」

「いいえ、おかあさま。ごめんなさい」

　暗い瞳ひとみで俯いたシュニーは、ただ耐たえるように頭を下げた。

「謝って済むと──」

「ガブリエラ！　ラインハルトたちを立たせたままで、するべき話ですか？」

　フリッツはガブリエラへの不信感を堪こらえるように、抑おさえた声音で叱責を止めた。

　ガブリエラも、年若いとは言え貴族の子し弟ていが集まる現状に鑑かんがみ、怒いかりの矛ほこを納める。

「こちらへどうぞ。主人が待っております。シュニー、あなたは部屋に戻もどって反省なさい」

「いやいや、それは待ってほしい。僕の友人たちは別の馬車に乗っていたから、まだ『白雪姫』とのお別れを済ませていないんだ」

　腕を大きく開いてガブリエラの前に立ったハートは、シュニーを背後に隠かくすよう。その隙すきに『こびと』たちがシュニーを囲んですぐには返さない意志を示す。

「それで、シュティーレ伯爵はどちらでお待ちかな？」

　ハートの明るい声音に促うながされ、ガブリエラは渋しぶ々しぶシュニーを引き離はなすのを諦あきらめた。

　歩き出すガブリエラにハートが続き、イザベラもフリッツに促されて歩き出す。気になってシュニーを顧かえりみると、ガブリエラの背中に向けて舌を出したヴィヴィと目が合った。

　すぐさま手で口を隠し、淑女のふりをするが、イザベラは妹の様子に目を細める。姉の勘かんが言っていた。ヴィヴィは素す直なおにシュニーを帰す気はないのだと。

　ガブリエラの対応を見て、そう思うのも仕方がないと頷く反面、それでは母子の関係を改善しようとするフリッツの思いと両立しない。

　イザベラが頭を悩なやませている間に、一同は夜会を開けそうな広間に案内される。

　いくつも並んだ机と椅い子すの一つに、シュティーレ伯はく爵しやくは気のない様子で座っていた。

「シュナエフリーデは帰ったのか？」

「はい、あなた。それで、ヘッセン子爵とそのご友人が、送り届けにいらっしゃいました」

　ガブリエラの言葉に、シュティーレ伯爵は頷きを返すだけで、シュニーの様子を窺いもしない。

　ハートがシュニーを連れてきたことは、すでに使用人から聞いているのか、驚おどろきがない。ハートの浮うき名なを知らないわけではないだろうが、伯爵は型どおりの対応以外しなかった。

「フリッツ、伯爵は公平な方？」

　ハートを噂うわさで判断しないから、ガブリエラのような狼ろう狽ばいがないのだろうか。

　声を潜ひそめたイザベラの問いに、フリッツは首を横に振ふるだけで答えた。以前フリッツが言っていたことを考えるに、ハートが娘むすめに関わることにすら、興味がないということだろうか。

「娘を見つけてくださったこと、感謝する。ヘッセン子爵においては、こうして送り届けてくださった労に報むくいなければなるまい」

　シュティーレ伯爵は、ハートのみに感謝の言葉を向ける。

　子爵という貴族位を持つハート以外を相手にする気はないと言わんばかりの対応に、『こびと』の中でも眉まゆを顰ひそめる者がいた。

　座っているのはシュティーレ伯爵とフリッツ、そしてハートの三人。

　イザベラはフリッツについて来ただけの客とも呼べない者だが、『こびと』は確かにシュニーを送り届けた恩人のはず。

　そんな七人を立たせたまま、ハートの従者のように扱あつかうのは伯爵の意向なのか。

　伯爵の横に控ひかえて立つガブリエラは、『こびと』の側そばから離れずに立っているシュニーへ責めるような視線を向けていた。

「シュティーレ伯爵、お気持ちは嬉うれしいけれど、まずは僕の話を聞いてはくれないでしょうか？　僕たちが何処でお嬢じようさんと出会い、そしてこの数日何をしていたか、お話しいたしましょう！」

　無感動だった伯爵の表情にも、ハートの芝居染みた様子に戸と惑まどいの色が浮うかんだ。勢いに押されるようにして、伯爵は頷きを返す。

　フリッツが口を挟むべきか迷う内に、ハートは高らかに言った。

「それではお聞きください！　まず我われ々われは森にいたのです！」

　思わず声を上げそうになったイザベラは、咄とつ嗟さに唇を嚙かんで堪えた。フリッツを見ても、何を言い出すんだと言わんばかりにハートを見ている。

　けれど『こびと』にもシュニーにも動どう揺ようはない。ハートの奇き行こうに慣れているせいかとも思ったが、さすがに突とつ飛ぴすぎる。事前に打ち合わせてあったと思う他ほかない。

　ハートが自らシュニーを連れ去ったと言わないことは予想していたが、まさか丸々噓うその作り話を披ひ露ろうするとはフリッツも考えていなかった様子。

　喋しやべるハートの話を困り顔で聞いていた。

「『白雪姫』は森に迷い込み、空腹に苛さいなまれた！　その時、『白雪姫』は森の中に一いつ軒けんの家を見つける。運良く施せ錠じようのされていなかった家の中には、『白雪姫』の求める食料が。他人の物に手をつけるなど道徳に反するとは知りながら、力ない『白雪姫』には他に術すべもなく！」

　大おお仰ぎような抑よく揚ようをつけて語るハートの作り話を総合すると、ハートが友人と共に使っていた森の家で、シュニーは飢うえを凌しのぎ、そのまま寝ねてしまった。

　数日後にやって来たハートたちがシュニーを見つけたが、森で心細く怯えていたシュニーはすぐに身元を喋れるような状態ではなく。さらに数日かけてシュニーと仲良くなった上で、シュティーレ伯爵令嬢だと知り、今日こうして送り届けるに至ったのだ、と。

「僕の友人の中にイザベラの妹がいてね。そこから彼に連れん絡らくを取ってもらって、今日ということなのですよ！」

　歯を見せて笑うハートに、フリッツは話に乗ることを決めたらしく浅く頷く。

　あまりに荒こう唐とう無む稽けいな話に、イザベラは呆あきれていた。そんな話を淀よどみなく喋るハートにも呆れる。いっそ面おも白しろがっているようにも感じるのは、気のせいだろうか。

　そんなハートの本気か冗じよう談だんかわからない様子に、ガブリエラが問いを向ける。

「疑うわけではございませんけれど、いったい何処の森にシュニーはいたのでしょう？」

　いなくなったのは王都の中心。少女の足で王都を出て、さらに見知らぬ森まで行けるのか、と疑問に思うのは当たり前だ。

　実際はシュティーレ伯爵家の近くで保護し、馬車で移動したのだから、森の中で出会ったというのは無理がある。

　どう言い訳するのかとハートを見ていると、人差し指を顔の横に添そえて顎あごを上げた。

「ふふん、それは言えないのだよ、ご夫人」

　何故なぜか得意満面でハートは答える。

「どうしてでしょう。それに、身分ある方々が、森でいったい何をしていらっしゃったの？」

　不信感満まん載さいで問いを重ねるガブリエラの反応は、決して間ま違ちがってはいない。

　もし『こびと』が男性だけなら、ハートの趣しゆ味みの狩しゆ猟りよう仲間とでも言えただろう。けれどヴィヴィを始め女性もいる『こびと』と共に、場所も言えない森でいったい何をしていたのか。

　如何いかがわしい想像もできる状じよう況きようで、ハートは待っていましたと言わんばかりに声を高めた。

「おや、お知りになりたい？　しょうがない、それでは教えてさしあげよう。実は、これの研究をしていてね」

　そう言ってハートが掲かかげたのは籠かごに入った林りん檎ご。

　大ぶりで真っ赤に熟した林檎は、動かすだけで甘く芳ほう醇じゆんな香かおりを振りまくよう。

　昨日厨ちゆう房ぼうで林檎の焼き菓が子しを作ったイザベラは、その林檎に見覚えがあった。ヘッセン方伯の領地にある林檎農園から送られて来た林檎だと、台所番は言っていたはず。

　品種改良でもしていたのか。ハートは勿もつ体たいぶった様子で話し始める。

「実はこの林檎……、世にも珍めずらしい毒を持った突然変異でね。僕たちはこれを研究素材として扱っているんです。そのため、この林檎が自生する森を教えるわけにはいかないのですよ」

「林檎に、毒……？」

　初めて聞いたと伯爵もハートが机に置く林檎に興味を引かれる。ただ、無む闇やみに手を伸のばすようなことはしない。

　見覚えがあったのは気のせいかと、イザベラは昨日の林檎を思い描えがくが、答えは出ない。

　目顔でフリッツにも問うが、真しん偽ぎはわからないと緩ゆるく首を振られた。

　ハートなら狩猟の傍かたわら、そんなおかしな林檎を面白がって収集していても不思議はない気がしてしまう。

　誰だれも疑いの声を上げられない現状は、もはやハートの独どく壇だん場じようと言えた。

　普ふ段だんはハートの奇行を抑よく止ししてくれる『こびと』が、傍ぼう観かんするように何も言わないのだ。

　もしかしたら、シュニーが叱しかられる雰ふん囲い気きを作らないために、別の関心ごとを用意したとも考えられる。

　ハートの噓の理由はわからないものの、イザベラが気になるのは、ちゃんとフリッツの要望に応こたえてハートが話をしてくれるのかということ。

　ガブリエラの本心を引き出すための、糸口が欲しい。そのためには、ハートにひと芝しば居い打ってもらわねばならなかった。

　注目を一身に受けたハートは、胸に手を当て斜ななめ上を見上げる。

「あぁ、この興味深い林檎は常つね日ひ頃ごろ僕の脳のう髄ずいを満たしていた。けれど、林檎を求めて入った森で、僕は頭ではなくこの心を満たす稀け有うな存在と出会ってしまった……！」

　悩ましげに額を押さえたかと思うと椅子を立ち、腕うでを振り上げるように天てん井じように指を伸ばす。さすがに伯爵もガブリエラも、噂以上に奇き矯きようなハートを前に開いた口が塞ふさがらないようだ。

　最近慣れてきたとは言え、イザベラもハートが何を言いたいのかがわからず啞あ然ぜんとする。

「そう、この『白雪姫ひめ』と出会った時、僕は悪戯いたずらな愛の天使のひと矢に胸を射い貫ぬかれてしまったんだ！」

　ハートの感かん極きわまったような声が、広い室内に波は及きゆうした。その後に残るのは沈ちん黙もくだけ。

　誰もがハートの動きに気を取られ、発言内容にまで意識が及およばなかったのだ。

　どうだと言わんばかりにハートから視線を送られたフリッツは、気づいた様子で息を吞のむ。遅おくれてイザベラも、ハートが段取りどおりの芝居をしてくれたことに気づいた。

「…………つまり、シュニーにひと目め惚ぼれしたと言うのか、ラインハルト？」

「その、とおり！　──どうか、僕にお嬢さんをいただけないでしょうか？」

　嬉しそうにフリッツの言葉に頷うなずいたハートは、切り替かえるように真ま面じ目めな顔を作ると、伯はく爵しやくを見み据すえて求きゆう婚こんの言葉を口にした。

　話の成り行きには大いに疑問が残るものの、ハートが罠わなを仕かけたことでイザベラは息を詰つめて見守る。

「そ……それは、お父上の、ヘッセン方伯の知るところなのかな？」

　伯爵が絞しぼり出した問いに、ハートは人差し指を立てると横に振ふってみせた。

「父はどうも愛というものを型にはめようとなさる。愛とは溢あふれ出るこの思いのままに自由に発はつ露ろすることを許された神の恩おん寵ちようだというのに！」

　何を言いたいのか、イザベラにもわからない。初めてハートを目まの当たりにした伯爵は、余計に理解の及ばない存在としてハートを捉とらえているようだ。伯爵は瞬まばたきを繰くり返すばかりで、それ以上ハートにかける言葉が思い浮かばない様子。

　ただ、椅い子すの上で身を引くさまは、心中を表していると取っていいだろう。

「……良いお話ではありませんか？」

　そう呟つぶやくように言ったのは、ガブリエラだった。

「ヘッセン子爵においては、確かな血筋をお持ちですもの。その麗うるわしいお姿で幾いく人にんものお嬢じようさまに望まれながらも、理想を追っているという話は有名ではありませんか。そんな方にシュニーが見み初そめられたとなれば、喜ばしいことですわ。それに、資産家でいらっしゃるとお聞きしますもの。何も悪いことのない話でしてよ」

　ガブリエラは自身の言葉に後押しされるように、声こわ音ねを強くしていく。

「資産？　ふむ、父から継ついだ子爵位と共に、いくつか美術品と屋や敷しきを相続したね。物好きが大枚叩はたいて買いたいと言っていたような気もする」

　それのことだろうか、と問うハートに、ガブリエラは満面の笑えみで頷く。

「あなた、これも何かの縁えんではありませんか？」

「う、うむ……。しかし、ヘッセン方伯が与あずかり知らぬところで…………」

「何を仰おつしやるの。ヘッセン子爵自身がこれだけの情熱を持っていらっしゃるんですもの。ヘッセン方伯にもきっとご理解していただけるわ」

　ガブリエラに同意を求められ、シュティーレ伯爵は考え込む。戸と惑まどいの色はまだあるものの、ハートと姻いん戚せきになることで今後どのような利点があるかを考える様子は窺うかがえた。

　イザベラは嫌いやな成り行きに、俯うつむくシュニーを見る。帰宅して叱られることを怖こわがっていたので、叱しつ責せきを恐おそれて緊きん張ちようしているのかと思ったが、今は明らかに泣きそうな顔をしている。

　ハートが芝居を打つ理由を昨日はわかっていなかったはずだが、シュニーは今、ガブリエラの対応が何を示すのかわかっているようだ。

　娘むすめの心配ではなくまず叱責。さらにはシュニーの気持ちを聞きもせず、幼い娘の結婚を決めようとする。その姿は、ハートの地位や財産に目が眩くらんだようにしか見えなかった。

　ヴィヴィたち『こびと』に声をかけられ、シュニーは小さく頷く。

「おかあさま、わたし…………」

　震ふるえる声でシュニーが言いかけると、ガブリエラはハートに向けていた笑みから一転。厳しい視線でシュニーを遮さえぎった。

「今大事な話をしているのです。邪じや魔まをしないでちょうだい」

　疑いようもなく、ガブリエラはハートとの縁談に乗り気だ。比して伯爵は、未いまだに考え込む様子をみせている。ただ伯爵もシュニーは眼中外であるらしく、一いち瞥べつも向けていない。

　シュニーはそんな父母を交こう互ごに見て、また顔を俯けてしまう。

　フリッツは、必死に成り行きを見守るように、拳こぶしを握にぎって耐たえていた。だというのに、ガブリエラと伯爵の対応はシュニーを蔑ないがしろにするばかり。

　イザベラはフリッツを止めようと伸ばしかけた手を止めた。このままでは、あまりにシュニーが可哀かわい想そうすぎる。

　見守る内に、フリッツの怒いかりが頂点に達した。

「何を言っているんだ、あなたは……っ。どうしてシュニーを思いやってやれないんだ！」

　立ち上がって叱責するフリッツに、ガブリエラは不快そうに眉まゆを顰ひそめた。

「まぁ、そんなに声を上げてはしたない。どうしたと言うの、フリートヘルムさん」

「シュニーの気持ちを聞きもせず、結婚の話なんてするべきじゃないでしょう……っ」

　声を抑おさえながらも、フリッツは目に怒りを湛たたえる。ガブリエラは何を思ったのか失しつ笑しようした。

「ふ……、結婚の重大性をわかっていないからそんな的外れなことを仰いますのね」

　ガブリエラはちらりとイザベラに視線を向ける。まるで、こんな女性を選ぶ感性しか持ち合わせていないと嘲あざ笑わらうように。

「結婚には家同士、必要な格というものがあることもおわかりにならないんですもの。フリートヘルムさんは口出しなさらないでくださいな。元よりわたくしの娘の婚姻に、何の権限があって口を出すおつもりかしら？」

　今までガブリエラを嫌って家に寄りつかなかったのだ。今さらと言わんばかりのガブリエラに、厚こう顔がんに言い返すことは躊躇ためらわれる。

　フリッツは一度怯ひるむが、それでもシュニーを庇かばうために口を開こうとした。

「おや、夫人。そんなことを言わないでくれたまえ。彼は僕の友人だ」

「え……？」

　突とつ然ぜん口を挟はさんだハートの言葉に、フリッツは思わず疑ぎ問もん符ふを漏もらした。

　そんなフリッツに、ハートは驚おどろくように目を瞠みはって眉を上げる。

「おやおや？　君は友情に時間が必要だと思う人間なのかな？　僕はこの数日で友と呼ぶに相応ふさわしい人物だと見極めたよ。何、固く考えることはないさ。友情も愛情も人間の情はいつでも心から湧わく感情の向きに素す直なおに従えばいいだけなんだ。僕は素直に従った結果、君を友と呼ぶことに決めたよ！」

　ハートの流し目を受けたフリッツは、一いつ瞬しゆん、懊おう悩のうの表情を浮うかべる。

「……いや、そうだな。ラインハルト、君は俺の友だ」

　感情を飲み込むように一度口元に力を入れたフリッツは、ハートに頷きを返してガブリエラに向き直った。

　この機を逃のがしては、ガブリエラにシュニーへの口出しを邪魔され続ける可能性が高い。

　ハートとの友情を盾たてに、フリッツはガブリエラへと意見することにした。

「一方だけの思い入れで、どうにかなるほど結婚というものは簡単ではないでしょう。ここはシュニーの言葉も聞くべきだ」

　フリッツの指し摘てきに、不快げにガブリエラの顔が歪ゆがむ。イザベラは思わずそんなガブリエラから、未だに考え込んでいる伯爵へと視線を向けた。

「何か……っ、言いたいことがおありなのかしら？」

　そんなイザベラの小さな動きを見み咎とがめたガブリエラは、イザベラに苛か烈れつな視線を向ける。

　気持ちが伴ともなわずに上手うまくいかなかった結婚。そう思われることに恥ち辱じよくを感じたらしいガブリエラの激しい反応に、イザベラは狼狽うろたえた。

「あ、いえ。えっと……、ガブリエラ夫人も、望まれて、結婚をしたのだろうなと…………」

　状じよう況きようから考えるに、フリッツの母が若くして死んだことで迎むかえられた後妻がガブリエラだ。貴族社会は公おおやけの場には妻を同どう伴はんすることが一いつ般ぱん的。若く美しい妻は、夫の身を飾かざる社会的地位の象しよう徴ちようともなる。ガブリエラがその美び貌ぼうでシュティーレ伯爵に望まれた可能性は高い。

　ただ、政略結婚に全く気持ちが伴わないなどと言う気はないが、伯爵の反応を見ているとガブリエラに強い思いを抱いだいているとは考えにくい。

　そんな風に考えることさえ失礼だと、イザベラは自省する。首を振って思考を切り替えようとした時、ガブリエラは上ずった声を上げた。

「あ、当たり前です……！　な、何を仰りたいの！」

　赤面して語気を強めるガブリエラに、イザベラは触ふれてはいけない話題だと気づいた。

　フリッツを見ても、目顔で冷れい徹てつに違ちがう、と言う。つまり、ガブリエラ自身が望まれて迎えられた結婚ではなかったのだ。俗ぞくに言う、政略結婚なのだろう。

　ガブリエラの家が、後妻を探す伯爵家に見み目め麗うるわしい娘を売り込んだのかもしれない。シュティーレ伯はく爵しやくが、何を思ってガブリエラを選んだのかは、イザベラの知るところではない。

　ただガブリエラは、跡あと継つぎを産んでシュティーレ伯爵家と実家を繫つなごうとしたが失敗。気持ちの伴わなかった夫との関係は、語るまでもなかった。

　戦慄わななくガブリエラなど眼中にも入れていない伯爵に、イザベラは懸け念ねんを抱く。あまりにも、情がない。いや、家族に対して関心がなさすぎる。

　後妻の言うままに跡継ぎであるフリッツを田舎いなかに追いやることを黙もく認にんし、妻が妊にん娠しんしたら国外へ留学に出す。その上で王おう妃ひの息子むすこの学友の地位に息子を収め、帰国すれば当たり前のように継けい嗣しに据すえた。

　そんな過去の行いを考えても、シュティーレ伯爵はフリッツの気持ちさえも何も考えてはいない。まるで息子という所持品を、持ち主として好きに扱あつかうことが当たり前とでも言うようだ。

　イザベラが思案する間に、フリッツは冷めた目でガブリエラを見据えた。

「あなたが結けつ婚こんに不満があるからと言って、その価値観をシュニーに押しつけるのは違う」

「何を言っているのです。とんだ侮ぶ辱じよくだわ。あなたにシュニーのことを語ってほしくなどありません」

「うるさくするなら、他所よそでやってくれ」

　諍いさかい合う息子と妻にも、伯爵はうるさげに言うだけ。

「いいえ……っ。今はシュニーにとって大事なお話をしなければいけませんもの。退出するなら関係のないフリートヘルムさんでしょう」

「大事なことだとわかっているなら、どうしてそこまで自分勝手にことを進めようとするんだ……っ」

「まだ幼い娘のことを決めるのがわたくしの役目です！　何もわからないシュニーを教え導く母の仕事を邪魔なさらないで」

　シュティーレ伯爵のひと言で、鎮ちん静せい化するどころかどちらも意固地になって言い合う。

　フリッツはハートたちがシュティーレ伯爵家の現状を知っているから遠えん慮りよはしないが、ガブリエラは静かにしているだけの客の存在を完全に忘れてしまっていた。伯爵夫人としての振ふる舞まいより、フリッツを排はい除じよしようと撥はねつけるばかり。

　もはやガブリエラの本心を探さぐる余よ裕ゆうなど、フリッツにもなくなっている。イザベラはこのままではいけないと制止に動いた。

「フリッツ、一度落ち着きましょう。これじゃ、なんのために──」

「わたしのため、なんだよね？」

「シュニー……？」

　イザベラの言葉を遮るように口を開いたシュニーは、俯いたまま指を固く組み合わせていた。

　大人の諍いを見ていたのは、シュニーも同じ。そして、何度もフリッツとガブリエラの口から出るのはシュニーの名前。

「もういい……。もういいよ…………」

　泣くように震ふるえるシュニーの声に、フリッツとガブリエラは言い合いを止めた。

「わたし、おかあさまが男の子がほしいって、知ってたよ」

　シュニーの言葉にガブリエラは咄とつ嗟さに否定の言葉も出ない。

「わたしが生まれて、きたい外れだって言ってたのも、聞いたよ。それでもわたしのためって言ってくれるから、だから、おかあさまのきたいにこたえたくて、頑がん張ばってたの。……でも」

　シュニーは言葉を続けようと一度大きく息を吸い込んだ。

「でもね、金きん髪ぱつじゃないからって髪かみを引っ張られるのはいたいの。コルセットも苦しくて、きらいなの。いつ怒おこられるかわからなくて、とっても苦しい。どうしてそれくらいできないのって怒られるのが、とっても怖こわい。わたし、おにいさまみたいになんでもすぐにはできない。おにいさまはできるのにって言われるのも、すごく、つらいの」

　一気に言い募つのったシュニーは、ハートが置いた籠かごの林りん檎ごに手を伸のばし、滑なめらかな丸い表面を撫なでた。

「いいんだよって、ハートは言ってくれたわ。苦しいなら、もういいんだよって。でもね……」

　両手に持っても余るほどに大きな林檎を持ち、シュニーは手遊びのように撫で回す。

「わたし、おかあさまにほめられることは、好きなの。よくできたわね、さすがわたくしの娘むすめよって言われるのは、とってもうれしかった。頑張るほど、えらいわねって言われるのも好きよ。それに、いつも頑張ってるねって、おにいさまに頭をなでてもらえるのもうれしくて」

　二人のことが決して嫌きらいなわけではない。シュニーが必死で紡つむぐ言葉には、そんな思いが確かに宿っていた。

　だというのに、ガブリエラから返った言葉は、叱しつ責せきだった。

「シュニー、そういうことを他人の前で言うんじゃありません。はしたない」

　続くシュティーレ伯爵の言葉には、なんの感情も感じられず。

「ガブリエラ。無む駄だなお喋しやべりをするならシュナエフリーデを部屋にやりなさい」

「あなた、たちは……っ」

　フリッツが愕がく然ぜんと声を詰つまらせた時、シュニーは何故なぜか肩かたの力を抜ぬいた。そのまま、シュニーは話し合いの輪から抜けるように、歩き出す。

　何処どこか諦あきらめたような、寂さびしげな表情に気づき、ガブリエラも眉まゆを顰ひそめた。

「うん、もう……いいの。みんな笑っていてほしいって思ってたけど、わたしがいらないんだよね。わたし、けんかの理由にしか、ならないんだね」

「シュニー！　君がそんな風に思う必要はない」

　フリッツはすぐさま否定するが、シュニーは首を横に振った。

「だって、わたしのせいで、やさしいおにいさままで、そんなこわいお顔をなさるんだもの」

　言いながら、シュニーは手にしていた林檎を口元に寄せた。

「だったらわたし、もう、この家から消えてしまいたい。……そうしたら、笑ってくれる？」

　言って、シュニーはひと口林檎を齧かじった。

　シュニーが手にしていたのは、ハートが毒だと言っていた林檎。

「……シュニー！」

　ガブリエラが声を上げた途と端たん、シュニーは膝ひざから崩くずれ落ちて絨じゆう毯たんの上に倒たおれ込む。

「あぁ、なんてことだ！　シュニーが毒の林檎を食べてしまった！」

　ハートが叫さけんで立ち上がると、ガブリエラはシュニーに駆かけ寄ろうと足を踏ふみ出す。

「すぐに処置します！」

「室外へ！　今すぐ移動させなくては！」

　ガブリエラと隔へだてるように、『こびと』がシュニーを囲んだ。

「な、なんですかあなたたち！　どきなさい！」

　ガブリエラの叱責にも振り返らず、『こびと』は口々にシュニーを呼びながら動き出す。

「このままでは危ないぞ！」

「いや、もう息が……！」

「しっかり、しっかり、シュニー！」

　シュニーを数人がかりで抱かかえ上げたようで、そのまま七人の『こびと』は慌あわただしく部屋を出て行ってしまった。
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「え……？　シュニー…………？」

　シュニーが運び出された扉とびらを凝ぎよう視しして、ガブリエラは間の抜けた声を漏もらす。

「ハ、ハート？」

　イザベラが声をかけると、同じくシュニーの消えた扉を凝視していたハートは、突とつ然ぜん崩れ落ちるように座り込んで顔を覆おおってしまった。

「あぁ……っ、『白雪姫ひめ』が死んでしまった！」

　ハートが手の間から上げた嘆たん声せいに、イザベラは目を瞠みはって口を覆う。

　シュニーは自ら林檎を齧った。毒だとハートが高らかに語っていたのはついさっきのこと。ハートが机に置いてから、誰だれも危なくて触さわろうともしなかった。そんな林檎を、シュニーは躊躇ためらうように、何処か落ち着きを得ようとするように手にして撫でていたのだ。

　シュニーは、自身が諍いの種になることを儚はかなんで、自殺した。

「そんな、噓うそ…………っ」

　イザベラの声は、悲しみとやるせなさに震える。

　シュニーにいったいなんの罪があったというのだろう。死して償つぐなうべき咎とがなど、何もないはずのシュニーが。

　あまりにも、救いのない結末だ。

「なんで……、シュニーが、こんな…………」

「こんな、こんな馬ば鹿かなことがありますか！」

　イザベラの呟つぶやきを搔かき消すように、ガブリエラが声こわ高だかに叫んだ。

「なんて愚おろかなことを！　どうして、どうしてわたくしの娘でありながら、こんな真似まねを！」

　恥はじらいもなく声を上げるガブリエラは、取り返しのつかない状じよう況きようを否定するようだった。

「フリートヘルムさん！　いったいどうしてシュニーがあんな馬鹿げた行動に出たのです。あなた方はいったいあの子に何をしたの！」

　指を差して怒ど鳴なるガブリエラに、フリッツは驚きよう愕がくから憤いきどおりへと表情を変える。

「あなたが……っ、そうやってシュニーの言葉を聞こうともしてこなかったから…………！」

　憤ふん激げきのまま言葉を発しようとしたフリッツは、不意に歯は嚙がみして顔を背そむけた。

　シュニーは言ったのだ。母と兄の喧けん嘩かの理由にしかなれないと。命を懸かけて訴うつたえたシュニーを思い、フリッツはガブリエラを責める言葉を飲み込んだのだ。

「何を訳のわからないことを言うのですか！　シュニーが、あの子があんなこと自分からするはずありません。誰かに唆そそのかされたに決まっています！」

　唆した相手こそフリッツだと言わんばかりに、ガブリエラは頭を抱えて怒鳴り散らした。

「やめてください……！」

　イザベラは堪たまらずガブリエラとフリッツの間に立った。

「それだけ取り乱すほどシュニーが大事だったのなら、どうしてシュニーを蔑ないがしろになんてしたんですか……っ？」

「部外者は黙だまっていなさい！」

「黙りません！　シュニーがどうして自分から毒の林檎を口にしたのか、本当にわからないんですか？　あの子の言葉は、あなたに届かないんですか？」

「さっきからなんですか！　もしや……っ、あなたがシュニーを唆して！」

　話の通じないガブリエラに、イザベラも堪らず言い返した。

「あなたはそれでも、本当に母親ですか！」

　叱しかりつけるように語気を強めたイザベラに、ガブリエラは怒いかりで言葉を失う。

「本当にシュニーが何を言っていたか聞いてなかったんですか？　娘が期待外れだと、シュニーに聞こえるように言った覚えもないんですか？　金髪じゃないから、フリッツほどにできないから、そう言ってシュニーを責めていたのはいったい誰だと思ってるんです」

「な……っ、わたくしのせいだとでも言いたいの！」

「ガブリエラ夫人だけだとは言いません。けどこの家が、家族が、あの幼い女の子を追い詰めたことを少しは自覚すべきです」

「……知ったようなことを！」

「少なくとも、あのシュニーの言葉を聞いて、そうして自己保身の言葉しか出てこないなら、あなたよりもシュニーの胸の内を知っています」

「子を産んだこともないあなたが何を知った風に！　幼い内はなんでも嫌いやがるものだということも知らないじゃない。今は嫌がっていても、成長するにつれて、わたくしの教育にシュニーも感謝するはず……素す敵てきな淑しゆく女じよになって幸せな結けつ婚こんをするはず、だったのに…………！」

　絞しぼり出すように言葉を発したガブリエラの目には、確かに涙なみだが浮うかんでいた。

「今までの苦労が潰ついえて悔くやしいんですか？　それともシュニーがいなくなることが悲しいんですか？　シュニーを幼いと言うのなら、どうしてわかるように接してあげなかったんですか。シュニーはあなたに嫌われていると言ったんですよ……っ」

　今さら言っても、もう遅おそい。

　それでもイザベラは、聞かずにはいられなかった。

「どうしてシュニーを愛してると態度で示さなかったんですか？　優やさしく抱だき締しめてあげるだけで、シュニーはきっと満足だったのに。本当にあなたは、シュニーを愛してたんですか？」

　ただみんなが笑ってくれるよう願っていたシュニー。

　自分の頑がん張ばりがあれば、ガブリエラも笑ってくれるだろうかと言っていたシュニーを思い描えがき、イザベラはひと粒つぶ、涙を流した。

「ベラ……」

　フリッツが寄り添そうようにイザベラの横に立ち、優しく指先で涙を拭ぬぐう。

　堪らずイザベラはフリッツの胸に縋すがった。シュニーの笑え顔がおが脳のう裏りに浮かぶ。フリッツが肩かたを抱く温ぬくもりを感じれば、余計に涙は新たに溢あふれて止められなかった。







[image: 七章　白雪姫の目覚め]




「こんな、こんな侮ぶ辱じよくを受けたのは初めてです！　娘むすめの幸せを願うわたくしの行いを、よくもそこまで捻ねじ曲げて……！」

　ガブリエラが嚇かく怒どして叫んだ。イザベラはやるせなさを耐たえて、涙を拭い言い募つのる。

「何を捻じ曲げたと言うんですか？　あなたのやったことは、他人から見ればただのいびりでしかないんですよ？」

「他人が教育に口を出すんじゃありません！　良い嫁とつぎ先のために、良い教育を施ほどこすことを望んで何が悪いと言うんです。娘の幸せを願って腐ふ心しんするわたくしの苦労を知りもしないで！」

　知るわけがないと、イザベラは歯嚙みする。シュニーから聞いた話では、決してガブリエラが言うような情愛ある行いだとは聞き取れなかった。

　何より、ガブリエラの行いを受けて、シュニーは母に嫌きらわれていると言ったのだ。

「それは本当にシュニーのためだったんですか？　自分の欲望を満たすためだけに、シュニーを苦しめたとは思わないんですか？」

「そんな邪じや推すいばかりをするから、あなたは『いじわる令れい嬢じよう』などと言われるのです！　そうやってシュニーにも悪い考えを植えつけ、あんな愚かな行いに誘ゆう導どうしたのではないの……っ？」

　言って、ガブリエラは自身の言葉に頷うなずく。

「そうよ、そうに違ちがいないわ。あなた……、あなたなんかと関かかわったから、シュニーは！　毒林りん檎ごを食べるほどにあの子を追い詰つめておいて、よくも！」

　イザベラへ責任転てん嫁かしようとするガブリエラから、フリッツはイザベラを背後に庇かばうように立って向かい合う。

「では、シュニーの髪かみをひどく引っ張ったことは？　吐はくほどに腰こし紐ひもをきつく縛しばったことは？　どちらもシュニーは怯おびえるほどに怖こわがっていましたよ。それでもまだ、正しい教育だったと言うんですか」

「あの子の髪を纏まとめるには、強く引いて固定するしかないのに、知ったように言わないでほしいわね！　腰紐も幼い内から慣れさせておけば、将来美しい括くびれに育つんです！」

　何も間違ったことはしていないと抗こう弁べんするガブリエラは、本当にそう信じて疑わないらしい。

　イザベラは歯嚙みするように言葉を漏もらす。

「ものには限度があるでしょう……っ」

「幼いのも今の内で、若い時間は瞬またたく間に過ぎていくの！　今が肝かん心じんだと、子育てもしたことがない若じやく輩はい者だから知らないのです。老い始めてから気づいても遅いのですよ！」

　ガブリエラの言い分は、己おのれこそが加か齢れいを感じて焦あせっているようにしか聞こえない。その主張が本当にシュニーのためであるとは思えず、イザベラはフリッツの後ろから出て、ガブリエラに反論する。

「シュニーの血色が悪かったのは、どうしてだか、考えもしなかったんですか？　あの子の頰ほおが林檎のように赤いと、あなたは知らないでしょう。だって、ここにいる時には腰紐がきつくて、シュニーは思うように食べられなかったんだから」

「それもいずれ慣れるはずだったのよ！　娘を思ってやったことを、どうしてこうまで言われなければならないの……っ。わたくしの言うとおりにすれば、シュニーはいつだって賞賛を集める子だったのに。わたくしの指示に従いさえすれば、完かん璧ぺきな淑女になれたはずなのに！」

　全すべては娘を思う故ゆえの行こう為い。そう拒きよ絶ぜつするように声を高くするガブリエラ。

「わたくしよりもずっと高貴な紳しん士しに望まれて見み初そめられて。わたくしよりも幸せに、わたくしよりも満ち足りて。それこそ、シュニーは次代の『灰かぶり姫ひめ』にだってなれたはずなのに！」

　誰だれからも羨うらやまれ、物語に語られるほど劇的で、運命的な恋こいの末に思い思われ結ばれる。

　まるで少女の夢想。そんな結婚を望んだガブリエラに、フリッツはまた顧かえりみるように促うながす。

「では、ラインハルトからの突とつ然ぜんの求婚を受けようとしたのは？　まさか、ヘッセン子し爵しやくの噂うわさを知らないとは言わないでしょう。本当にシュニーが幸せになれると思っていたんですか？」

「当たり前です！　望まれて結婚することはもちろん、家出娘と知ってなお求婚なさったヘッセン子爵の思いが本物だと信じたからこその決断に決まっています！」

　淀よどみなく言い連ねるガブリエラから、イザベラはフリッツへと視線を向ける。

　その横顔は、ガブリエラを見定めようとする冷静なもの。シュニーの死を悲しむ様子のないフリッツに、イザベラは戸と惑まどった。

「何処どこの誰ともわからず、盗ぬすみに入ったも同じシュニーを、こうして無事に帰したヘッセン子爵は、立派な紳士でしょう。その人ひと柄がらを信じたわたくしの判断が間違っていたとでもお言いなの……っ？」

　さすがに怒鳴り通しで、ガブリエラも息切れをする。同時に、怒りが薄うすれ始めたのか、悔しそうに顔を顰しかめた。

「こんなに、あの子を思っていたのに……っ。どうして、あんな馬ば鹿かな真似まねを？　『いじわる令嬢』なんかに近づくから…………っ」

　イザベラが口を開くよりも早く、フリッツがガブリエラの考えを否定する。

「言っておきますが、シュニーとベラはとても仲が良かった。あなたの前では俯うつむいてばかりだったシュニーが、ベラの前では気き後おくれなどせずに顔を上げていた。この違いが、何故なぜなのか、わかりませんか？　……それに、無む理り強じいして作り上げた見せかけだけのシュニーと、心から笑うシュニーのどちらが人間として魅み力りよくがあるかなんて、言うまでもないでしょう」

「そんなの……！　ドレスや飾かざり物で釣つっただけではないの。浅ましい！」

　かっとなって前に出ようとするイザベラを、フリッツは手を摑つかんで止めた。

「あんな幼よう稚ちなドレス程度でにこにこと……っ。『いじわる令嬢』にいいように手て懐なずけられて！　わたくしの選んだ服には、あんなに喜んだこともないのに！」

　頭を抱かかえるようにして、憎にく々にくしげに吐き捨てるガブリエラ。イザベラも内容の不自然さに気づいて息を吞のんだ。

「どうしてあんな野や卑ひな場所で、『いじわる令嬢』なんかに懐なついたのかしら？　どうしてわたくしといる時よりも、あんなに、嬉うれしそうに……！」

　歯は軋ぎしりせんばかりに鬱うつ屈くつを吐くガブリエラは、怨えん恨こんの籠こもった瞳ひとみでイザベラを睨にらみつける。

　激しく感情的な視線にさらされながらも、イザベラは違い和わ感かんの正体を求めて聞いた。

「ガブリエラ夫人、なんでシュニーと着きせ替かえ遊びをしたと、知ってるんですか？」

　物で釣ったと言うなら推測の域だが、ガブリエラははっきりとドレスや飾り物と言った。そして、幼稚なドレスとまるでシュニーが、リーテのお下がりを着て喜んでいたのを見ていたかのように言うのだ。

「それに野卑た場所って……、もしかして、ハートの別べつ荘そうを知ってる？」

　イザベラの呟つぶやきに、ガブリエラも自身の失言に気づいた様子で口を覆おおった。

　フリッツはそんな様子に確信を得たらしく、ガブリエラへと断定の言葉を放つ。

「ハートの別荘付近で目もく撃げきされていた不ふ審しん者。あれは、あなたですね。ガブリエラ」

　イザベラも、一度見た不審者の姿を思い出す。

　恰かつ好こうも判然としない中で、一いつ瞬しゆん馬車の窓の向こうに見た不審者が、まるで女性のようだと感じたことを。

「え、ってことは……。ガブリエラ夫人は、あたしたちがシュニーを見つけた時から、ハートの別荘にいるって、知ってたの？」

「玄げん関かんでの言葉を聞く限り、ハートの別荘だとは知らなかったようだ。あの別荘購こう入にゆうにはヘッセン方ほう伯はくも関わっているようなことをラインハルトも言っていたから、ラインハルトの別荘だとは思っていなかったようだけどね」

　フリッツの指し摘てきにガブリエラを見れば、失言を悔くいるようだが、否定する素そ振ぶりはない。

　不審者は、ヴィヴィの申し出でハートの目を盗んで別荘に招かれた時に、馬車を尾び行こうしてきていたのだ。その不審者がガブリエラであるなら、ハートの下もとにいるとは知らないまでも、娘の居場所を知っていながら放置していたことになる。

「だったら、どうして？　どうしてすぐにシュニーを迎むかえに来てあげなかったんですか？」

　思わず問いを発したイザベラを、憤いきどおりも露あらわにガブリエラは見み据すえた。

「できるわけないでしょう！　勝手に家を出て行って、なんの罰ばつもなしに戻もどしたら、あの子の教育に悪いとわからないの……っ？」

「それは……、シュニーに家出を後こう悔かいさせるため、ですか？」

　だからあえて居場所を知っていても、迎えには行かなかった。イザベラの解かい釈しやくに、ガブリエラは顔を背そむけるだけ。その動作があまりにも臍へそを曲げた少女のようで、先ほどまでの怒いかりがただの癇かん癪しやくのように思えてしまう。

「じゃあ……、なんでハートの別荘周辺で怪あやしい動きなんてしたんですか？　あんな、手入れもあまりされていない場所で」

　正直、ハートの別荘周辺は下草も刈かり取られておらず、見た目も悪ければ足場も悪い。伯爵夫人が好んで訪おとずれる場所ではないはずだ。

　そんな場所に飽あきもせず足を踏ふみ入れた理由があるとするなら、それは母親としてシュニーを案じる心を抑おさえきれなかったからではないのか。

　イザベラが疑問を投げかけても、ガブリエラは答えない。代わって、フリッツが責めるような視線を継まま母ははに向けながら口を開いた。

「つまり、シュニーが自分から寂さびしがって家に戻るのを待っていたんだよ。ところが、ハートたちやベラがシュニーを笑え顔がおにしようと手を尽つくしたせいで、シュニーは全く帰りたいという素振りを見せなかった」

　どころか日に日に笑顔の増えるシュニーを、ガブリエラのほうが無視できなくなり、不審者として警けい戒かいされるほど、度たび々たび別荘周辺に現れるようになった。

「そんな……。そんなの、シュニーに伝わるわけないじゃないですか。シュニーは嫌きらいな娘むすめがいなければ、あなたが怒おこることなくいられるんじゃないかと思っていたんですよ？」

　イザベラがシュニーから聞いた心の内を伝えると、ガブリエラは目を瞠みはって唇くちびるを戦慄わななかせる。

　フリッツも、そんなガブリエラを見据えて、シュニーが伝えられなかった思いを告げた。

「シュニーが今日帰ることを決めたのは、決して里心からじゃない。あなたがようやくシュニーを捜さがそうとし始めたかもしれないと聞いて、心配されていると感じたから、あなたの側そばにいていいのだと考え、自ら帰宅を選んだんです。あなたは、最初から素す直なおに迎えに現れるだけで良かったのに」

　フリッツの指摘に、戦慄いていたガブリエラが、自棄やけを起こしたように叫さけんだ。

「そんなこと、できるわけないでしょう…………！」

　イザベラは何か理由があったのかと考えたが、ガブリエラの続く言葉で否定される。

「母親としてそんな甘い真似、できません！」

「母親として？　娘を心配して迎えに行くだけのことが、どうしてできないんですか！」

　あまりのことにイザベラも声を上げるが、ガブリエラは首を横に振ふるばかり。

「女の子は、幼い頃ころの躾しつけが肝かん心じんなんです！　そう言って、わたくしも幼い頃から躾しつけられました。わたくしの娘なんですから同じように……っ。いえ、わたくし以上に愛される完璧な淑しゆく女じよにシュニーなら。なのに、どうして家出なんて…………っ」

　つまり、無む闇やみに優やさしくするのは、自分の矜きよう持じが許さない。ただそれだけだったのだ。

　母親として厳しく娘を躾けてきた手前、今さら甘い顔はできないと思い込んで、ただ娘を心配するという当たり前のことに二の足を踏んだ。

「そんな、ことで……？　だったら、こんなことになる前にどうして…………っ」

　どうしてシュニーにきちんと愛情を伝えてやれなかったのか。

　そう言おうとしたイザベラは、唇を嚙かんだ。

「わたくしは間ま違ちがってなどいないはず……っ。なのに、どうして、どうしてシュニーはそんな思い違いを…………！」

　何が悪かったのかと、ガブリエラは繰くり返す。

　取り乱し、自分が何を言っているかもよくわかっていないようなうわ言を口にするガブリエラに、イザベラは目を閉じた。

　まるで、かつての自分を見た気がして、言葉を失ったのだ。

　美び貌ぼうの持ち腐ぐされで、優しい義父を悩なやませる義ぎ妹まいを、更こう生せいさせようとして上手うまくいかなかった自分も、同じようなことを言っていた。

「誰だれかのためを思ってやり始めたことが、相手のためにならなかったなんて、受け入れるのは難しいですよね。でも、ちゃんと考えればわかるはずなんです。相手を思っているのは本当なんですから」

　リーテを淑女にしようという考えに間違いはないはずなのに。そんな自分の考えに固こ執しつして、リーテがどうして嫌いやがるのか、何を考えて抵てい抗こうするのか、全く気にかけてはいなかった。

「本当はわかってるんじゃないですか？　間違ったって。自分が描えがく理想に近づけたいのに上手くいかないと、その内絶対やってやるって意固地になりますよね。自分の気持ちをいつの間にか優先して、シュニーを蔑ないがしろにしていたことに、本当は気づいてるんじゃないですか？　だからそうやって必死に否定しようとしてるんでしょう？」

　今思えばイザベラも、義父に認められたい、助けになりたいという、承しよう認にん欲求があった。リーテを利用しようとしていた自分勝手な部分が見えたのは、忠告をくれたヴィヴィや、正面から叱しかってくれるクラウスがいたから。フリッツは、いつも寄り添そってくれた。

　周りのお蔭かげで、イザベラはリーテの気持ちを尊重しようと軌き道どう修正できたが、ガブリエラには、そんな相手がいなかったのだろう。

「シュニーが帰ってこないことに、気を揉もんでいたと言えもしない状じよう況きようが、本当にシュニーのためになりましたか？　盲もう信しん的てきにシュニーのためだと考えてやってきたことが、当のシュニーの重荷になっているなんて、想像もできなかったんでしょう？　どんな頑がん張ばりも、身勝手な行いは誰だれも認めてなんてくれません。ちゃんと話して、思いを伝えて、一いつ緒しよに頑張ろうと言うべきだったんです」

　イザベラが自省の思いを交えて真しん摯しに伝えても、ガブリエラから返るのは険しい表情だった。

「偉えらそうに説教だなんて、まだわたくしを侮ぶ辱じよくするおつもり……っ？　若さ以外にとりえのない、成り上がり者風ふ情ぜいが…………！」

　何を言っても、ガブリエラには通じない。イザベラが悲しみを浮うかべると、握にぎったままだったフリッツの手が、励はげますように力を込める。

「ガブリエラ、少し落ち着いてください」

「落ち着くですって？　あなたはさぞ落ち着いていられることでしょうね！」

　フリッツにまで嚙みつくように、刺とげ々とげしい言葉を発するガブリエラ。

　そんなガブリエラの言葉に、イザベラもフリッツが不自然なまでに冷静であることに気づいた。まさか、本当にシュニーに対して情が薄うすいから冷静になっているわけではないだろう。そうは思っても、イザベラはフリッツが落ち着いている理由がわからず不安げに見上げた。

「本当にシュニーを心配しているのだと、大切な娘であると言うのなら、まずはシュニーの容体を見るべきでは？」

「…………あ…………」

　当たり前すぎるフリッツの指摘に、ガブリエラは目を零こぼれんばかりに見開いた。

「すぐにお医者さまを！　あの方たちは何処どこへ行ったの？　シュニーのベッドへ案内を！」

　フリッツの指し摘てきを受け慌あわて始めたガブリエラは、壁かべ際ぎわに控ひかえていた使用人を怒ど鳴なりつける勢いで指示を出した。

「そうよ、ヴィヴィたちどうしたのかしら？」

　イザベラも『こびと』が去った扉とびらに向かおうとするが、フリッツは手を放してくれない。

「フリッツ……？　様子を見に行かないの？」

　イザベラの言葉は、場違いな拍はく手しゆの音に搔かき消された。

　椅い子すに座って、一人ゆったりと拍手するハートは、まるで観劇を終えた後のように満足げだ。

　イザベラは、その余よ裕ゆうぶりがいっそ腹立たしくも感じる。

　全員の視線が集まり、ハートは周りを見み渡わたした。あまりにも余裕ある態度に疑念を覚えると、突とつ然ぜんハートは片かた腕うでを頭上に上げて、恍こう惚こつとした表情を浮かべる。

「あぁ、僕は今、感動している！　立場は違えど、シュナエフリーデという少女が、こんなにも愛されていると知ることができた！」

　芝しば居い染じみた言葉で突然喋しやべり出したハートに、誰もが呆気あつけにとられた。

　何を言い出すのかと混乱したイザベラは、場違いなハートの言動に言葉がきつくなる。

「ハート！　今はそんなこと言ってる場合じゃないでしょ。何が感動した、よ！」

「おやおや、イザベラどうしたのかな？」

　叱しつ責せきするイザベラに、ハートは首を傾かしげてわからない顔。その惚とぼけた表情に、イザベラは肩かたを怒らせる。

「元はと言えば、ハートが毒林りん檎ごなんて持ち込まなければ……っ」

　勢い言ってしまったが、毒林檎を食べようと決断したのはシュニーであり、それを止められなかったのは、この場にいる全員の責任だ。

　唇を嚙んで横を向くイザベラに、ハートは一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をする。次いで、得心した様子で指を鳴らすと椅子から立ち上がった。

　ハートが向かう先には、シュニーが齧かじった毒林檎がぽつんと転がっている。

　林檎を拾い上げたハートは、真っ白なハンカチを取り出すと丁てい寧ねいに林檎を拭ふき出した。

「ハート、何してるの？」

　予想のつかないハートの行動に、イザベラが声をかける。するとハートは眉まゆを上げて笑えみを浮かべると、躊躇ためらいもなくシュニーが齧った林檎に口をつけた。

「あぁ！」

　声を上げたのはイザベラだけだったが、部屋の中には息を吞のむ音が幾いく重えにも重なる。

　全員の視線を受けながら、ハートは平然と林檎を咀そ嚼しやくして飲み込んでしまった。

　けれどいつまで待っても、シュニーのように倒たおれる気配はない。

「え……？　ど、どうして？」

「ははは！　まさか『白雪姫ひめ』が何処にいたか知っているはずのイザベラまで騙だまされるとは思っていなかったよ！」

　驚きだと言って、腕を開いてみせる。

「騙されるって？　……噓うそなの…………っ？」

　イザベラが驚きよう愕がくの声を上げている内に、ハートは扉へと近づく。

「ふふん。イザベラまで手玉に取って本音を引き出せたのなら、僕は貴族とは別に、役者という二足の草鞋わらじを履はいてもいいかもしれないね」

　得意げに言って扉に手をかけたハートは、芝居染みた大おお仰ぎような仕草で扉を大きく開く。

　するとそこには、胸の前で指を組み合わせたシュニーが、生きて自分の足で佇たたずんでいた。

「……シュニー…………？」

　イザベラが声をかけると、シュニーは叱られることを恐おそれるように首を竦すくめる。

　怪け我がもなく、顔色も悪くないシュニーの姿に、イザベラは大きく安あん堵どの息を吐ついた。

「そう、これは全すべてお芝居！　狂きよう言げん自殺というものさ！」

　得意満面でハートが高らかに宣言した。

「やっぱりか……」

「フリッツ、気づいてたの？」

　ハートと打ち合わせたのは、シュニーへの求きゆう婚こんだけだったはずだ。フリッツも狂言自殺をすることなど聞いていなかった。イザベラと違ってフリッツが気づけたのは、単にハートが途と中ちゆうから嘆なげくふりを忘れていたからにすぎない。

　イザベラとガブリエラが言い争う様子を、じっと真ま面じ目めに聞いていたその落ち着きが、フリッツに芝居ではないかという疑念を抱いだかせたのだ。

　イザベラも思い出してみれば、ハートの不自然な毒林檎の前振りや、シュニーを隠かくすように動いた『こびと』の手早さにも納なつ得とくがいく。

「狂言自殺って、なんでそんなことを……っ？」

　本当に死んでしまったと思ったイザベラは、まんまと騙された照れ隠しに説明を求めた。

「そんなの、『白雪姫』のために決まっているだろう？　家出の原因がわからなければ、家に帰してもまた家出してしまいたいと『白雪姫』が悩なやむことになってしまうじゃないか。そんな可哀かわい想そうなこと、させられるわけないだろう？」

　悪びれもせず語るハートに、ガブリエラは眩暈めまいを覚えた様子でふらついて額を押さえる。そのまま椅子に沈しずみ込むように座ると、震ふるえる唇くちびるから力を抜ぬくように細く息を吐はき出した。

　力ちから尽つきた様子で何も言わないガブリエラは、本当に娘むすめの死を嘆いていたのだろう。だからこそ今、体の力が入らないほど安堵している。

　こんなにも愛されていると言ったハートの言葉に、間ま違ちがいはないように思えた。

「ラインハルト、本当にこんな茶番をする必要があったのか？」

　憔しよう悴すいしきったガブリエラと、唇を尖とがらせて気き恥はずかしさを耐たえるイザベラに目を向け、フリッツが聞いた。

「もちろん！　愛を確かめるには必要なことさ！」

　堂々と胸を張るのはハートだけで、シュニーの後ろに居並ぶ『こびと』は自問自答するように視線を逸そらしている。

「その愛を確かめる必要性は、具体的に？」

　シュニーを帰すために本心を探さぐろうと言い出したのはフリッツであるためか、めげずに問いを重ねる。ハートは自信満々に灰色の髪かみを払はらって答えた。

「『白雪姫』のために決まっているじゃないか。『白雪姫』を邪じや険けんに扱あつかう者がシュティーレ伯はく爵しやく家にいないとわかった今、何を心配することもなく『白雪姫』を帰せるというものだよ！」

　もし愛を確かく認にんできなかった場合、ハートはどうするつもりだったのか。イザベラは問おうとしてやめた。理解できる答えが返ってくるとは思えなかったのだ。

　同時に、意を決した様子でシュニーが部屋に入って来たのを視界の端はしに捉とらえていた。

　真っ直すぐ向かう先には、ぐったりと座り込むガブリエラがいる。

「あの、あのね、おかあさま。おしばいで、だましてしまって、ごめんなさい」

　謝罪に、目元を覆おおっていたガブリエラは、手をどけてシュニーの姿を確認する。疲つかれているのか、言葉を遮さえぎる様子はなかった。

「でもね、おしばいで噓をついたけど、りんごを食べる前に言ったことに、噓はないの」

　この家での暮らしが辛つらかった、苦しかったという訴うつたえは、本心だとシュニーは告げる。

　聞いているのかいないのか、ガブリエラは椅子から身を起こすと、何も言わずにシュニーの小さな手を取った。

　薄うす紅べにに色づく爪つめや指の先には、確かな温ぬくもりがある。

　シュニーの手を包んだガブリエラは、温かさを確かめ、ようやく腹の底から息を吐き出した。

「……こんな、ことをする前に、言いなさい。そういうことは…………」

　まだ上手うまく状じよう況きようを飲み込み切れていないのか、ガブリエラは震える声でシュニーに応じた。

「あのね、おかあさま。ごしんぱいかけて、ごめんなさい。でも、わたし色んなことをお勉強したの」

　必死に言い募つのるシュニーに、ガブリエラは口を開こうとするのをやめて、一つ頷うなずきを返す。そのままシュニーが次の言葉を発するのを待っていた。

「おにいさまが教えてくれたのは、言わなくちゃ、わからないってことなの。気持ちは、ちゃんと伝えなきゃ、いけないって」

　だから初めて母に対し、心の内を伝えられたと訴えるシュニー。

　ガブリエラは言いたいことを堪こらえるように目元に力を込めた。

「それでね、ま──じゃなくて、イザベラさんには、慣れなきゃ、なにも上手くいかないって言われたわ」

『魔ま女じよ』さんと言いかけたシュニーには気づかず、ガブリエラはイザベラの名前にさらに表情を険しくした。

「慣れるために、がんばって続けていくと、がんばった分だけ、色んなことが上手になれるって。えっと、それでね……」

　何を言おうとしたのか、シュニーも必死すぎてわからなくなってきた様子。

　イザベラは口を挟はさみたい気持ちを抑おさえて、心の中でシュニーを応おう援えんした。

「それで、思ったの。わたし、まだおかあさまのじまんの娘にはなれてないって。でも、わたしももしかしたら、時間をかけて色んなことが身につけば、おかあさまにふさわしい娘になれるかもしれないって」

「…………そんなこと……考えていたの？」

　絞しぼり出すようなガブリエラの言葉に、返事が貰もらえて嬉うれしいのか、シュニーは大きく頷いた。

「それでね、わたしが大人になるまでには、まだ時間があるから、それまでには、絶対ぜったい、おかあさまにじまんの娘だって言ってもらえるような、すてきな淑しゆく女じよになるから、もう少しだけ待っていてほしいの」

　無理に急せかさず、無む闇やみに叱しかりつけず、シュニーなりの頑がん張ばりを見守ってほしいと。

「わたしのためにおかあさまが頑張ってくれるから、わたしも頑張れるわ。わたし、おかあさまみたいにきれいで、なんでも自分でできる立派な大人になりたいの」

　ガブリエラも、シュニーの頑張りを活いかすために、何をすべきかわかっているのだろう。葛かつ藤とうするように目を細めて、すぐには答えない。

　心の整理をつけるように短く息を吐いたガブリエラは、不意にシュニーから視線を逸らすと、イザベラとフリッツに睨にらみつけるような一いち瞥べつを投げた。

　文句を言われるかと身構えたイザベラだが、ガブリエラは言いたいことを飲み込むような顔でシュニーに向き直る。

「……いい、心がけです。シュニー。…………あなたは、わたくしのた、大切な娘なんですから、よく励はげみなさい」

「はい！」

　母に認められたと元気に返事するシュニーに、ガブリエラは頷いてみせる。

　フリッツを見ると、呆あきれるような、怒おこるような表情で苦く笑しようしていた。

「シュニー、大だい丈じよう夫ぶよね？」

　イザベラが声を潜ひそめて問うと、フリッツはわからないと言うように肩かたを竦める。

「大丈夫だと言えるよう、俺ももう逃にげ回るのはやめるよ」

　忌き避ひし続けていたシュティーレ伯爵家との関かかわりを、今後のためにも密にしていくと、フリッツは告げた。

　そんな心境の変化は、母の冷れい遇ぐうにもめげず頑張ると言ったシュニーに心動かされたからだろうか。そう思ってフリッツを見れば、熱の籠こもった視線を注がれている。

　頷いたイザベラは、フリッツの手を両手で包んだ。

「一いつ緒しよに、頑張りましょ」

「ベラ……」

　フリッツがイザベラの手を握にぎり返そうと動いた途と端たん、それまで静かにしていたハートが感かん嘆たんの声を上げた。

「あぁ……！　なんて美しい愛の姿だ！」

　イザベラやフリッツはもちろん、ガブリエラも大きく肩を揺ゆらしてハートに注目する。

　ハートは天を支えるように腕うでを開き、首を傾かしげるような状態でガブリエラへと視線を送った。

「夫人！　あなたの教育に関する熱心さには僕も同意見だよ！」

「は、はぁ……」

　爽さわやかに笑いかけるハートに、ガブリエラは生返事をする。ハートの体勢が気になって、何を言われたのかすぐにはわからないらしい。

「美しく着き飾かざる淑女は、世界の花だ、星だ、太陽だ！　娘を立派な淑女にするため、今から熱心に美しさとは何かを教える。その行いは正義に等しく揺るがない正しさがある。そう、美しさとは正義！」

　突とつ然ぜん演説の如ごとく喋しやべり出したハートは、胸に拳こぶしを当てて斜ななめ上を見つめる。

「けれど内面の伴ともなわない美しさの、なんと空くう虚きよなこと。そうまるで、見た目は赤く丸々としていても、食べれば中身のすかすかな林りん檎ごのよう！　そんな林檎が枯かれ落ちて種をつけたところで、いったい誰だれが拾うだろう？」

　イザベラはハートが何を言いたいのかを考える。

　美しさを語るなら、林檎の譬たとえは淑女を表すのか。だとすれば、枯れ落ちるとは加か齢れい、種を拾うとは子を成すこと、転じて年を取れば何も残らない、求きゆう婚こんもされないということか。

「捻ひねりすぎかしら？」

　イザベラが頭を悩なやませる間に、ハートはさらに話し続ける。

「悲しいかな、美しく着飾れば内面の不足を補えると思い違ちがう淑女は多い。逆なのだと、僕は言いたい！　内面の美しさこそ、淑女の美を内面から照らし、時を経てなお輝かがやく永遠の美しさへと変えるんだ！」

　ハートの熱い演説に、ガブリエラも真意を汲くみ取ろうとしつつ頷いている。

　イザベラは、ふとハートの言った言葉に既き視し感かんを覚えた。

『その魂たましいの輝きがあなたの美を永遠のものとするでしょう』

　ハートが言ったことと、王おう妃ひの鏡に書いてあった自己暗示の言葉が似ている。もしかしたら、ハートは何か深い真理のようなものを語っているのだろうか。

「わかりますか、夫人？」

　ハートに同意を求められ、ガブリエラはぎこちないながら笑えみを浮うかべて頷いた。

「教育熱心なあなたなら理解してくれると思っていましたよ！　僕はあなたの同志だ！」

「え、えぇ、はぁ……」

　勢いに押され頷くばかりのガブリエラに、ハートはさらに歩み寄って捲まくし立てる。

「だからこそ、僕は『白雪姫ひめ』の今後がとても楽しみだ。どのような成長を遂とげるのか、日々目にしていきたいものだね！　どうだろう、シュティーレ伯爵！」

　今度はシュティーレ伯爵に狙ねらいを変えて、ハートは同意を求める。

　シュニーの狂きよう言げん自殺から全く動かず、どころか未いまだに顚てん末まつを飲み込めていないのか、瞬まばたきさえ忘れたままのようだ。

　反応が返らないことさえ意に介かいさず、ハートはぐいぐいシュティーレ伯はく爵しやくに迫せまる。

「『白雪姫』のことはもちろん、ご子息との友情を深めるためにも、一度と言わず、二度三度とまた訪問したいのですが、よろしいですね？」

「あぁ…………、ん？」

　シュティーレ伯爵は、ハートの勢いに押されてただ声を上げただけ。同時に、その声は応おう諾だくとも取れなくはなかった。

「快く了りよう承しようしていただき、ありがとうございます！　今日はお騒さわがせして申し訳ありませんでした。よろしければ、今日のことはどうぞ内密に！」

　言って、深々とお辞じ儀ぎをしたハートは、役者もかくやという動きで颯さつ爽そうと歩き出す。

　そんなハートに、フリッツだけがやられたとでも言うように頭を抱かかえて項うな垂だれた。

「伯爵のお許しを得られて良かった。それではまた、お会いしましょう！」

　一度満面の笑みで振ふり返ったハートは、目の合ったシュニーに悪戯いたずらっぽく片目を瞑つぶってみせる。ハートの再来の言葉に笑顔を返したのはシュニーだけ。

　部屋の外にいた『こびと』を連れて、ハートが意い気き揚よう々ようと帰って行く姿を見送ることしかできなかった。

「…………え……？」

　思わずイザベラが疑問の声を上げると、その声はハートがいなくなった静かな室内に響ひびく。

　フリッツは気持ちを切り替かえるように髪かみを搔かき回すと、まだ事態が飲み込めていないシュティーレ伯爵へと向き直り、もう一度ことの顚末を説明し始めた。
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「へぇ。あたしらが帰った後にそんなことしたんだ。やるじゃん、フリッツ」

　フェルローレン家の談話室で待つフリッツの下もとへ向かったイザベラは、ヴィヴィがいることに気づいた。

「ヴィヴィ？　出かけるって言ってなかった？」

　談話室に入ったイザベラは、髪と色を合わせた赤い外出着姿のヴィヴィを見る。

「あの強きよう烈れつな継まま母はは相手に、どうやってもう一回顔合わせの約束取りつけたのか気になってさ」

　肩を竦すくめるヴィヴィに、フリッツはイザベラと視線を合わせて苦笑した。

「あんなに父が不測の事態に弱いとは知らなかったよ。ラインハルトのお蔭かげだな」

　ハートを先頭に『こびと』がシュティーレ伯爵家を後にした時、フリッツは状じよう況きようの飲み込めないシュティーレ伯爵に一から何があったのかを説明した。その間、ガブリエラは怒ど鳴なりすぎて疲つかれており、一いつ切さい口を挟はさまなかったのだ。

　そこに好機を見たフリッツは、どさくさ紛まぎれにイザベラとの顔合わせの予定を決め、伯爵を頷うなずかせることに成功した。

　今日は顔合わせの仕切り直しで、イザベラも上品な濃のう紺こんのドレスを着ている。前立てには三角を描えがくように透すかし編あみが飾かざられ、鈍にぶい色味に抑おさえた金糸で縁ふちに刺し繡しゆうが施ほどこされていた。寄せ布も縦横に向きを変えてスカートに変化をつけ、色味の暗さを補う意い匠しようが凝こらされている。

「確かにこんなに早く仕切り直せたのは、ハートのお蔭って、言えなくもないけど」

　狂言自殺で騙だまされたイザベラは、素す直なおに頷けない。そんな姉に、ヴィヴィは庇かばうわけではないけれど、と前置きをして言った。

「ハートはあの変な言動抜ぬけば、案外まともなんだよ。特に、気に入った相手にはすごく親身になるし、頭もちゃんと使うんだって」

「それは、わかるわ。シュニーの言葉をちゃんと聞いたからこそ、ハートは家に帰すだけじゃ駄だ目めだって判断したんだろうし。そう思えば、誘ゆう拐かいの嫌けん疑ぎを恐おそれずにシュニーを匿かくまったのも、親身になって思いやったからこそでしょ」

　わかるけど、とイザベラが渋しぶい顔をすると、ヴィヴィは笑いながら頷いた。

「ハートが幼女に興味あるのは本当だからね。ちゃんとシュニーの貞てい操そうはあたしたちで守るよ。今後も必ず誰かがお目付役をするから安心して」

　ハートが混乱するシュティーレ伯爵に再訪を約束したため、『こびと』はシュニーとの今後のつき合いにおいて、ハートにつき添そうことを決めたらしい。

「けどさ、今回上手うまくいったせいかハートが悩める少年少女を救おうじゃないか！　なんて言い始めて。これ以上面めん倒どう起こすなってみんなで止めて、説得してもう大変。今日は前から約束してた観劇だから出かけるけどさ。もう、ほんと、疲れた！」

　イザベラたちの知らない所で、またハートが何かやらかそうとしていたらしく、ヴィヴィは奔ほん放ぽうに喋る。外では淑しゆく女じよを演じるので、こんな愚ぐ痴ちも零こぼせないのだろう。

　フリッツと視線を交かわして、苦く笑しようしていたイザベラは、不意に談話室から庭に繫つながる硝子ガラス戸が大きく揺れる音を聞いた。

「な、何……？」

　見ると、そこには何故なぜかぴったりと硝子に耳をつけたハートがいる。

「ハート！　そんな所で何してるの……っ？」

　驚おどろいてイザベラが硝子戸を開けると、ハートは断りもなく談話室に入り込み、真っ直すぐにヴィヴィを見つめた。当のヴィヴィは息を吞のんで口元を押さえる。

「もしかして、今の聞いて……いましたか？」

「あぁ！　そんな他た人にん行ぎよう儀ぎな言い方をしないでくれ、『赤ずきん』！」

　嘆なげくように額に指を当て、器用に回転しながらヴィヴィへと近づいていくハート。ヴィヴィは取り繕つくろっていた淑女のふりがばれたことに身を硬かたくしていた。

「ハ、ハート！　ヴィヴィはその──っ」

　イザベラが慌あわてて声をかけるが、ハートは室内にいるフリッツさえも一いつ顧こだにせず、ヴィヴィの前まで行くと突とつ然ぜん跪ひざまずいた。

「そう、君こそ僕の探し求めていた熟うれた林りん檎ごのような女性だ！　どうか、僕と結けつ婚こんしておくれ、『赤ずきん』！」

「はぁ……っ？」

　ハートの奇き行こうなど珍めずらしくもないが、イザベラとヴィヴィは思わず声を揃そろえた。

「熟れた、林檎……。そうか、確かに林檎は熟れすぎると黒ずむ物もあるが、黄色味を帯びる物もある。林檎のような女性というのは、頰ほおの色ではなく髪の色の譬たとえだったのか」

　フリッツが推測を口にすると、ハートは何度も頷いてヴィヴィへと手を伸のばす。

「初めて見た時からなんて美しい髪だと思っていたんだ。その上、甘いだけではない林檎のような爽さわやかな酸味も兼かね備えたその言動！　まさに僕の理想はここにいた！」

　高らかに宣言するハートから、ヴィヴィはフリッツに視線を向けて説明を求める。

「えぇと、つまり……、優やさしかったり気品があるだけの淑女では物足りなくて、酸味、性格にちょっと強いところのある、気が強い女性が好みだった、とか？」

　フリッツが頭を捻ひねって解かい釈しやくする間も、ハートは熱を帯びた視線をヴィヴィに注いでいた。

「む…………無理！　友人関係の今でも不安しかないのに、結婚は無理！」

　狼狽うろたえたヴィヴィは、取り繕うこともできずハートの求婚を拒きよ否ひした。けれどその程度で引くハートではない。

「何も問題はないよ、『赤ずきん』！　友人関係ではなく、恋こい人びと関係になれば不安も解消できるじゃないか！」

「そ、そういう問題じゃないって！」

「では何が問題なのかな？　あぁ、それにしても……！　イザベラと会話した時から姉し妹まいなら君もあんな風に楽しく話せればいいのにと思っていたんだ。まさか願いが叶かなうなんて。僕の日ひ頃ごろの行いに鑑かんがみて、神が祝福してくれたに違ちがいない！」

　身を引くヴィヴィに、ハートは片かた膝ひざを突ついた状態でさらに迫せまる。押しの一手でヴィヴィに詰つめ寄るハートは、今までに見たことがないくらい頰を上気させて嬉うれしげだった。

　その間に、フリッツは立ち尽つくすイザベラを抱だき寄せて、ハートから守るよう。

「念のために聞いておくけど、ラインハルトとは……」

「何もないわよ。あるわけないわ……」

　イザベラとフリッツはハートから目を離はなさず、毒どく牙がにかかってはいないことを確かく認にんし合う。

「本当に、本当に無理！　ハート、一回頭冷やして！　あたしはこれから出かけるの……っ」

　言うや、ヴィヴィは踵きびすを返して談話室から逃にげ出す。

「待ってくれ、『赤ずきん』！　あぁ、その意志の強さも好ましい！」

　拒否されることにも喜びを叫さけんで、ハートはヴィヴィを追って行ってしまった。開けたままの硝子戸の向こうからは、客が勝手に入ったようだと騒さわぐ使用人たちの声がする。

　取り残されたイザベラとフリッツは、どちらともなく笑い出した。

「ふ、ふふ。こんなことってある？　あぁ、なんだか緊きん張ちようが何処どこかに行っちゃった」

「俺もだよ。まさか二度はないだろうとは思ってるけど、顔合わせが少し不安だった」

　もう一度笑い合うと、フリッツはイザベラから身を離して腕うでを差し出す。

「ヴィヴィなら大だい丈じよう夫ぶだろう。ちょうど緊張がほぐれたことだし、行こう。シュニーも『魔ま女じよ』さんに会えるのを楽しみにしてる」

「えぇ、あたしもシュニーに会えるのが楽しみよ」

　イザベラは、フリッツと共にまたシュティーレ伯はく爵しやく家へと向かった。

「まぁ、よくもいらしたことね」

　出で迎むかえたガブリエラの第一声は、そんな言葉だった。

「お、お変わりないご様子で」

　イザベラも負けじと言い返すが、ガブリエラは顎あごを逸そらして澄すまし顔。シュニーの一件で少しは変わったかと思ったが、イザベラを婚約者として認めないという姿勢に変わりはなかった。

　それでも客としての対応は取ってくれるだけ、以前よりましに感じる。ただ、顔合わせこそできたものの、シュティーレ伯爵もイザベラとの婚約には消極的だった。

「クラウス殿でん下かと懇こん意いになさっていると聞くが？」

「テレーゼ姫ひめのお兄さまですから、お顔を合わせることもあるという程度で」

　笑え顔がおが引き攣つらないよう我が慢まんするイザベラは、まさかここにきてテレーゼの悪戯いたずらが効いてくるとは思わなかった。

　伯爵としては、第二王子派の息子むすこに第一王子に接する令れい嬢じようを近づけたくはない様子。いっそこれがテレーゼほど高位の身分なら旨うまみもあるのだろうが。

　フリッツと共に権けん威い争いは関係ないと言ってみたが、結局婚約を認めてはもらえなかった。

「わたくしは、フェルローレン嬢との婚約など絶対に認めませんよ、フリートヘルムさん。まぁ、シュニーの面倒を見てくださったあの似ていない赤毛の妹さんなら、考えなくもないですけれど。あの方、あなたとは本当に似ずに、社交的でお友達も多く、良い噂うわさを聞きますのよ」

　そんな嫌いやみを残して、ガブリエラは顔合わせを終わらせた。

　フリッツが父と話すと言って、イザベラだけを先に私室へ通すよう使用人に言いつける。

　喧けん嘩かなどしないだろうか、とフリッツを見送っていたイザベラの耳に、聞き覚えのある愛らしい声が聞こえた。

「ま──イザベラさんは、わたしがごあんないするわ」

　案内に立つ使用人にそう言ったのは、白い上着に薄うす紅べに色いろのスカート、大きなリボンを腰こしに巻いたシュニーだった。頭には白い上着と揃いのボンネットをつけている。

「シュニー、さっきはあまりお話しできなくてごめんね。すごく可愛かわいい服。そのボンネットも似合ってるわ」

「ありがとう。あのね、この頃この服がいいって言うと、おかあさまがゆるしてくださるようになったの」

　好みの服を着られるのだと、シュニーは笑みを浮うかべた。

　案内を使用人から代わってもらったシュニーは、イザベラと手を繫いでシュティーレ伯爵家を歩く。

「『魔女』さん、わたし、おかあさまに聞いてみたの。どうして、最初に悪いうわさを聞かせたのって」

　初めての顔合わせの時、ガブリエラは『いじわる令嬢』の噂話でシュニーを脅おどかした。

「あまり言いふらしてはいけませんよって、言われたんだけど……。おにいさまにも言っていないから、『魔女』さんにだけよ」

　そう言って、シュニーはイザベラを屈かがませると、内ない緒しよ話ばなしの要領で耳元に手を添えた。

　曰いわく、ガブリエラは、フリッツに懐なつき始めたシュニーに苛いら立だちを覚えていたらしい。さらに気に入らないイザベラにまで、シュニーが親しみを覚えるのは許せず、先にシュニーから近づかないようにしたかったのだとか。

「だからね、おかあさまは『魔女』さんを本当に『いじわる令嬢』だって、思ったわけじゃないんだって」

　勘かん違ちがいされていたわけではないと微笑ほほえむシュニー、イザベラはスカートに隠かくして拳こぶしを握にぎる。子の関心を奪うばわれたくない母の嫉しつ妬ととは言え、家出の原因になったのだ。

　そんな理由でと喉のどに出かかった言葉を飲み込んだイザベラは、ぐうの音も出ないほど認めさせてやると決意を新たにする。

　フリッツの婚約者としてイザベラ自身が認められることはもちろん、そんな幼よう稚ちなことをしなくてもシュニーにはきちんと考えがあるのだということも含ふくめて。

「ふ、ふふ……。やってやろうじゃない…………」

「『魔女』さん？」

「あ、ごめんね。なんでもないのよ、シュニー。……まだ、何か内緒の話？」

　何か言いたげな様子を察して声をかける。シュニーは恥はじらうように身を揺ゆらした後、精いっぱい気力を振ふり絞しぼって話し出した。

「実はね……、やさしいおにいさまを取る『魔女』さんが、少し、好きじゃないの」

「え……っ？」

　思わぬ言葉に身を硬かたくすると、シュニーは勢い言い募つのる。

「おにいさまが、わたしより『魔女』さんを好きなのは、わかってるわ。でも、せっかくおかあさまが怒おこらなくなって、よく来てくれるようになったのに、おにいさまを取られるのは、さみしくて。だから……、だからね。どうしても婚約したいなら、わたしがりっぱな淑しゆく女じよになるまで、待ってほしいの」

　どうやらイザベラと婚こん約やくすると、フリッツがまた家からいなくなるようにシュニーは思っているらしい。

　誤解だと言いかけたイザベラは、本当にそうだろうかと考え直す。婚約が決まり結婚の準備が始まれば、シュニーが危き惧ぐするようにフリッツはシュニーにばかり構っていられなくなるだろう。

　イザベラが返事を迷っていると、シュニーは涙なみだ目めになって訴うつたえた。

「わたし、おにいさまの一番にはなれないって、わかってるのよ。だから、わたし『魔女』さんとおにいさまの婚約に反対なんかしないわ。しないけど、少しくらい、わたしのおねがいを叶えてほしいの」

　フリッツは渡わたさないとまでは言わない。ただ、諦あきらめて譲ゆずるのだからすぐに婚約するのはやめてほしい。

　シュニーの訴えに、イザベラはなんとも答えられず頭を抱かかえてしまった。

「結婚まで、いったい何年待てって言うの？」

　一人フリッツの私室で項うな垂だれたイザベラは、思わず呟つぶやく。

　仲良くなれていたと思ったシュニーが、思わぬ刺し客かくになってしまった。

「ベラ、お待たせ……、どうしたんだ？」

「フリッツ。うぅん、なんでもないわ。えっと、ちょっと緊張しすぎてたかな、なんて」

　私室にやって来たフリッツは、イザベラの隣となりに座ると優やさしく肩かたを抱だいた。

「ごめん、まさかヴィヴィを引き合いに出してあんな嫌みを言うなんて。辛つらかっただろう？」

　ガブリエラが変わらず歓かん迎げいはしないことに対して落ち込んでいると思ったらしいフリッツに、イザベラは笑みを返した。

「いいわ。シュニーに対してはちゃんと、考え直してくれてるみたいだもの。人間、急には変われないわよ」

　微笑むイザベラとは対照的に、フリッツは顔を曇くもらせる。

「あの人は多分、今回のことで劇的に変わるなんてことは、ないと思う」

　やはり幼い頃ころ、辛く当たられた記き憶おくがフリッツの中に蟠わだかまっているのかと、イザベラは心配して間近に茶色い瞳ひとみを覗のぞき込んだ。するとフリッツは、ふと自じ嘲ちようするように笑う。

「あの人は頑かたくなで、俺の話なんて聞かないと思ってた。けど、俺も同じだったんだ。きっと今回のことがなければ、あの人に母親としての情があるなんて、信じられなかったよ」

　ハートが狂きよう言げん自殺という強ごう引いんな手を使わなければ、とフリッツは後こう悔かいするように目を細める。

　肩を抱くフリッツの腕の中で身を捩よじったイザベラは、フリッツに向き合った。

「だからこそ、一緒にシュニーを見守りましょ。ガブリエラ夫人がまた間違えそうになったら、今度こそあたしたちがシュニーに手を差し伸のべられるように」

　言って、イザベラは自身に頷うなずく。シュニーと自分が距きよ離りを縮めれば、フリッツと揃そろって大好きな兄と姉という認にん識しきをしてくれるかもしれない。そうなれば、フリッツを取るという理由で婚約を反対されることもなくなる。

「……ふふ、あたしもうシュニーが妹だって思ってるみたい」

　フリッツの婚約者としてではなく、姉として認められたいとなんの疑問もなく考えていた。イザベラが照れたように笑うと、フリッツはじっと何かを堪こらえるようにイザベラを見つめる。

　注がれるフリッツの視線は、温かく優しいものだった。

「シュニーのためにも、これから先、あたしたちのためにも、お互たがいの家族を大事にしていきたいって、思ってるわ。だからフリッツ、ガブリエラ夫人に関かかわることでも、遠えん慮りよしないであたしに相談してね」

　やる気を表すように拳を握るイザベラに、フリッツはくすぐったそうに喉を鳴らして笑った。力むイザベラを宥なだめるように、胸の前に掲かかげた拳を下ろさせると、耳に口を寄せて囁ささやく。

「今いる家族を大事にするのはもちろん大切なことだと思う。……でも、これから二人で新しい家族を作るってことも、考えてほしいな」

「新しい、家族って？　あ…………そ、それはまだ気が早いわよ……っ」

「そう？　俺はそんな未来が待ち遠しいから、頑がん張ばれるんだけど？」

　顔を真っ赤にして慌あわてるイザベラを見つめ、フリッツは堪たまらず口元を覆おおって笑い出す。

「もう！　からかわないで」

「ふ、はは。からかってなんかいないさ。七年前からの、俺の夢なんだ」

　七年前、フリッツはイザベラとの別れを経験した時から、イザベラを独ひとり占じめにする方法を考えていたと言った。大人になって、その方法が目前に迫せまった今、イザベラが思うよりずっと、フリッツの考えは具体的になっていたようだ。

「夫ふう婦ふとしての理想は、やっぱりフェルローレン伯はく爵しやく夫妻だな。お互いを思い合って、支え合う雰ふん囲い気きが。それに、今回のことで父やあの人にも学ぶことがあったように思う」

「え？　それって、夫婦の形としてってこと？」

「そう。簡単に言えば反面教師だ。話してわかったけど、父はあれで家族を支えている気なんだ。毅き然ぜんと伯爵らしい態度を取ることに終始していれば、家族の安あん寧ねいは守れると思っている」

「それ、今でも思ってるの？　シュニーが家出した後でも？」

　言明は避さけたが、眉まゆを顰ひそめて笑うフリッツの様子から、シュティーレ伯爵もまた、そう簡単には変われない人間らしい。

「長く一緒にいてもそんな思い違いをするんだ。だったら俺は、ベラといつでもお互いの思いを伝え合って、家族を作っていきたい。……もちろん、将来生まれる俺たちの子にも、愛情を疑うなんてことないようにさ」

　フリッツはまだ来ぬ将来を語りながら、愛いとおしげにイザベラの赤い頰ほおを撫なでた。

「ふふ。ベラ……、林りん檎ごみたいに真っ赤だ」

「だ、誰だれのせいよ、誰の……」

　唇くちびるを尖とがらせるイザベラに、フリッツはそんな様子さえ好ましいと言わんばかりに頰に口づける。

　婚約もまだ、結婚も未定で、その後の結婚生活などずっと先だと思っていた。けれどフリッツは今回のことでイザベラと作る未来の家族を思い描えがいたと言う。

　イザベラも遅おくればせながら、フリッツと築く家族を想像したが、不安のほうが先立った。

「あたしも、ガブリエラ夫人みたいに厳しくしすぎちゃうかも……」

「ベラなら大だい丈じよう夫ぶさ。それに、俺は逆にベラとの子なら甘くしすぎてしまいそうだし。だったら、二人で話し合って、どちらにも傾かたむきすぎないようにすればいいんだ」

　余よ裕ゆうのあるフリッツの言葉には、ずっと考えていた様子が窺うかがえる。イザベラは考えれば考えるほど照れてしまう自分を誤ご魔ま化かすように思いつきを口にした。

「男の子でも女の子でも、フリッツに似た優しい目をしてるといいわ」

「そう？　俺はベラの真っ直すぐな黒い瞳も好きだよ」

「っ…………、あ、あたしも、好きよ。その、フリッツの、目」

　気持ち一つを伝えるだけで、息が詰つまる。どれだけ気持ちが伝わっているのか、確かめるように、イザベラはフリッツを見上げた。

「好きなのは、俺の目だけ？」

「そ、そんなわけないって、知ってるから聞いてるのよね？」

　茶色い瞳は優しく微笑ほほえみながらも、奥には燃えるような光を内包している。熱の引かない頰に触ふれていたフリッツの手は、顎あごを持ち上げるように動いた。

　イザベラは速まる鼓こ動どうに火がつきそうだと、埒らちもないことを考える。結婚するまでに、もしかしたら自分の心臓は持たないのではないかと危惧しながら、イザベラはフリッツの口づけを受け入れた。
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　お久しぶりです。一年ぶりの『いじわる令れい嬢じようのゆゆしき事情』になります。九ここの江え桜さくらです。

　二巻のあとがきに終しゆう幕まくと書いたとおり、私も三巻を出させていただけるとは思っておらず。重版までしていただけたのも、読者の皆みなさまがお手に取ってくださったお蔭かげと感激しております。

　ちょうど一年前の今いま頃ごろも、こうして二巻のあとがきを書いていたと思うと感かん慨がい深ぶかいものです。本当にありがとうございます。




　さて、今回はあとがきページを多くもらえましたので、少し内容に触ふれることを書きたいと思います。友人にあとがきから読む派が複数いたので、今までは避さけていました。

　もちろん、本文内容を大きくばらすことはないのでご安心を。

　実は今回、新キャラクターでフリッツの家族の他に一人、ラインハルトという子し爵しやくがいます。どんな人物かは、ご自身の目でお確かめください。

　実はこのラインハルト、第十四回角川ビーンズ小説大賞の投とう稿こう段階では存在していたキャラクターです。つまり、一巻に出ていたかもしれない存在でした。と言っても、本作に出てくるラインハルトとは、ほぼ別人だったりします。投稿段階では、第二王子の学友その二といった立ち位置のキャラクターで、貴族の割に軽い性格という設定でした。

　刊行に伴ともなう書き直しで削けずったものの……。私的にとある立場で出したいと思って設定したキャラクターだったので、三巻が出せるこの機会に登場させようと決めました。今回性格や身分は変へん更こうしましたが、投稿段階で決めていた立ち位置に近い場所に収めることができました。

　お読みいただいて、ラインハルトにどんな感想を抱いだかれるか少々不安なところもありますが、笑っていただけると嬉うれしいです。

　そして本作の副題にもなっている白しら雪ゆき姫ひめですが、諸説ある物語です。

　白雪姫は金きん髪ぱつだったり、こびとは出て来なかったり、自力で山を七つ越こえてみたり。調べてみると、元になったかもしれない歴史の悲劇もあり興味深いです。そしてお姫さまではありますが、白雪姫案外タフだったりします。物語によっては、三度死んで最終的には三度とも生き返っているという運と生命力を兼かね備そなえたキャラクターです。

　本作の白雪姫は上記のようなキャラクターではないですが、そんな潜せん在ざい性せいを持った子なのではないかと想像してみると、成長が楽しみなキャラクターに思えます。




　さて一年ぶりの続編ということで、また成なる瀬せあけのさまとお仕事ができることを嬉しく思います。今回もまた可愛かわいらしいドレスを着たイザベラが見られると思うと、今から本を手にするのが楽しみです。新たなキャラクターに加え、何人も登場人物がいる中、ヴィヴィの姿まで描かいていただきありがとうございます。ラインハルトもいい笑顔で、見た途と端たんテンションが上がりました。

　担当女史にはプロット段階から何度も相談に乗っていただき、一いつ緒しよに悩なやんでくださりありがとうございました。私的に難しいキャラクターに感じるガブリエラを書けたのは、担当女史の助言あってこそです。

　また、この作品に関かかわってくださった全すべての方に、この場をお借りしてお礼申し上げます。ありがとうございました。




　最後に、この本を手に取っていただいた読者の方にも、ありがとうございます。

　私事ですが、今年はインフルエンザに罹かかり健康の大切さを実感しました。皆さまもお体をお大事に。

　それでは、またお会いできることを願って。





九江　桜


















『いじわる令嬢のゆゆしき事情　白雪姫の逃避行』電子版特別ショートストーリー

四人のお茶会







　テレーゼの庭を初めて訪れたのは晩ばん夏か。今は庭木が紅こう葉ようし、乾いた風に落ち葉が舞まう。

　庭を一望できる大きな硝子ガラス戸どのついた部屋へ入ったイザベラは、思わず動きを止めた。

　テレーゼとのお茶を三連続で断った折、嵌はめられるような形でフリッツを伴ともなってのお茶会を約束した。その約束を果はたすために今日、フリッツと共に訪ねたのだが。

　室内にはテレーゼの他に、もう一人客がいたのだ。

「そう言えば、イザベラ。あのハンカチはどうした？」

　当たり前のように参加するクラウスは、優ゆう雅がにカップを傾かたむけた。詳くわしくは言わないが、かつてクラウスから貰もらったハンカチのことだとイザベラは察する。

「前回会った時にも使っていなかったな？　気に入らない所でもあったか？」

　王子からの貰い物を使わない理由を思い浮かべて、ついイザベラはフリッツを見た。

　そんな視線だけで、フリッツが指示したことは明白。予想どおりと言わんばかりに口の端はしを上げたクラウスは、円えん卓たくの上で指を組むと正面のフリッツを見み据すえた。

「自由に伸びる花の葉を落としてばかりでは、翌よく年ねん花がつかなくなるぞ……と、忠ちゆう告こくしておこう」

「左様ですか。けれど私は葉の心配よりも、寄りつく虫のほうが害になると思っております」

　突然花の話になり、イザベラは首を傾かしげた。正面のテレーゼを見ると、何故かフリッツを見て絶句している。

「それに他人の花をお気になさるより、あなたの庭で咲く時を待つ多くの薔ば薇らに目を向けられては？」

「さて、気に入った色がなくてな。他から持ってくることも考えている」

「それはそれは。贅ぜい沢たくなお悩みだ」

「そう、羨うらやましがるな」

「私は手にした花一つで満足ですから、羨むなど。おこがましい」

　ただ花の話をしているように見えて、室内に広がるのはうすら寒い不ふ穏おんな気配。

　訳が分からず見つめるイザベラに、テレーゼは何故かむっとした様子で素知らぬふりをした。

　その場の話について行けないのは、貴族として致ち命めい的てきだ。イザベラは必死に考える。テレーゼが知らないふりをする話で、わざわざ花に譬たとえて明言を避さける内容。花と言えば女性の隠いん語ごだ。しかも薔薇が名前に入っているテレーゼがこの場にはいる。

　クラウスの庭に咲く薔薇がテレーゼなら、咲いていない多くの薔薇があるとはなんのことか。もしや、テレーゼを含む未み婚こんの妹君たちのことを言っているのだろうか。そうなると、フリッツのただ一つの花は、たった一人の妹、シュニーとなる。

　自由に伸びる葉を落とすのは交友関係だとするなら、花につく虫とはハートのことだろうか。フリッツはまだハートがシュニーに手を出すかもしれないと不安なのだろうか。

　ヴィヴィに求婚していたが、それまでの行状がある。ただ、ハートにもいいところはあった。虫と言って害を心配するのは可哀かわい想そうだ。

　いつの間にか、考え込むイザベラに視線が集まっていた。顔を上げたイザベラは、決意の目でフリッツを見る。

「フリッツ、あたしは花につく虫は害ばかりじゃないと思うわ。花粉を運んでくれる虫もいるわけだし。人間にも良いことのある益えき虫ちゆうだっているって言うし」

「ベ、ベラ……？」

　ハートをフォローするつもりで言い連つらねるイザベラに、フリッツは声を裏返らせる。

　様子のおかしさに周りを見れば、クラウスとテレーゼも驚きよう愕がくに目を瞠みはっていた。

「…………あれ？」

「ベラ、わかって言ってないだろう？　そうだと言ってくれ」

「え、えっと……うん。妹の話、してるのかなって、思って…………」

　イザベラが答えた途と端たん、フリッツは安あん堵どか脱だつ力りよくか、深く項うな垂だれる。

　途端に、堪こらえ切れず、クラウスが噴ふき出した。

「はっ、はは、くく……っ。つまり、虫は、ヘッセン子し爵しやくか。は、ははっ」

　無作法に笑う顔を見られないようにするためか、円卓に肘ひじをついて顔を覆おおいながら喋しやべる。

「お前は、ふ……っ。本当に、俺の予想を外はずしてくるな」

　何故シュニーとハートに交友関係があると知っているのか。愉ゆ快かいそうに言うクラウスにイザベラが問おうとすると、難しい顔のフリッツに引き寄せられた。

　その様子を眺ながめる、テレーゼの面おも白しろくなさそうな顔が見えるのは正面のイザベラだけ。

「……こほん。失礼、お兄さま」

「あぁ、すまん。ティアナローゼ」

　声をかけられてようやく、クラウスは主しゆ催さい者しやのテレーゼが話から外れていたことを謝る。

「いいえ、楽しそうで何よりですわ。けれど、お花摘つみにイザベラ嬢じようを貸してほしいのです」

　お手洗いか、本当に庭の花を摘みに行くのか。わからないまま、イザベラはテレーゼに従う。庭に繫つながる硝子戸へ向かい、フリッツとクラウスに背を向けた途端、テレーゼに囁ささやかれた。

「あなた、本当に察しが悪いわね」

「え……？　あ、さっきの話ですか？　あれ、なんのこと──」

「いいこと？　私はフリッツさまとお話がしたいの。イザベラはお兄さまの相手をしてなさい。そのためにお兄さまにも来ていただいたのに」

　問いを遮さえぎられ、不満げに命めいじられる。

「あたしを遠ざけるためにクラウスって……。本当にフリッツ諦あきらめてくれないんですか？」

「当たり前でしょ。一国の王子にあれだけの啖たん呵かを切れるほどに想われておいて、的外れな反応しかできないあなたには、とっても勿もつ体たいないお方ですもの……っ」

　何故かやる気になるテレーゼに見据えられ、イザベラは紅葉した庭で考え直す。

　花はどうやら妹ではないようだ。ではフリッツが持つたった一つの花とは、なんの譬えなのか。フリッツの、たった一人の女性とは。そう考えて、ようやくイザベラは思い至った。

「あ…………。妹じゃなくて、恋人の、ことですか？」

　思わずテレーゼに聞きながら、イザベラは瞬またたく間まに顔が赤くなるのがわかる。

「ひぇぇ……っ。フリッツったら何言ってるのよ」

　クラウスとの関わりを良く思ってはいないと知っているが、まさか面と向かって虫と言うとは。いや、考えてみれば、最初にクラウスを虫に譬えたのはイザベラ自身で。

「百面相ね。顔が緩ゆるんでるわよ、イザベラ？」

「あ、す、すみません」

「心の籠こもっていない謝罪なんて、嫌いやみなだけだと覚えておきなさい」

　ふん、と顔を背そむけてテレーゼに臍へそを曲まげられても、イザベラは顔の赤さを抑おさえられない。

　慌あわてればいいのか、恥はずかしがればいいのか。それともそれだけ想われているのだと喜んでいいのか。イザベラは秋風に熱い頰ほおを晒さらしながら、緩みそうになる口を押さえるしかなかった。
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